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　村の収しゆう穫かく祭で踊おどったことがある。

　姉はえらく美人だったので引く手数あま多ただったが、妹のリティーヤはまだほんの五つで、ダンスの相手は飼っていたイヌだった。今はもう仕事もできなくなって子どものお守もりがせいぜいの元・牧羊犬は、リティーヤによって強ごう引いんに踊りの輪に引きずり込まれ、ひどくむくれていた。都で心得のあったらしい父は村人による素人しろうと楽団に加わり、母と兄はイヌの前足を摑つかんで踊る娘むすめを見て笑い転げ、姉まで真ま似ねして最後は二人と一匹ぴきで踊った。

　幸せだったかと訊きかれたらもちろんと即そく答とうできる。裕ゆう福ふくではなかったが、大病を患わずらう者もなく、小さな開かい拓たく村とその周辺の野山はリティーヤにとって恰かつ好こうの遊び場所だった。

　やがて、出来の良かった兄が伯父おじの援えん助じよを得て進学してからは、人手不足でリティーヤにも家の仕事が回ってきた。それは農家の子どもには当たり前のことで、仕事を放ほうり出して遊びに飛んでいっては怒おこられるのも当たり前のことだった。

　唯ゆい一いつ残念だったのは、その五つの時を最後に、兄と一いつ緒しよに祭りを楽しむことができなくなったことだ。学校の休みと合わなくて、兄は祭りの日に村に帰ることができなくなった。その代わりというわけではないだろうが、彼は町の建国祭のことを教えてくれた。美しく着き飾かざった人人のパレード、アパートメントの上階からばらまかれる大量の花びら、数々の屋台。リティーヤは、自分も行きたい、と兄に訴うつたえた。兄は喜んで約束してくれた。

　──約束が果たされる前に戦争が始まって、兄も軍に取られたが。
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「その日はサーカスも来て、すっごく賑にぎやかなんだって言ってました」

　リティーヤの頰ほおにはピンクのペンキがついて、作業服もあちこち色いろ鮮あざやかに染まっていた。その背後、研究棟とうの壁かべには作りかけの看板が立てかけられ、まだ乾かわかないペンキが雪の除かれた石いし畳だたみに垂れている。

　そこは研究棟の中庭だった。アーチ形の入り口が西と東についている他ほかは壁に囲まれ、積雪も少なく、風も多少防げたため、準備期間中の学生には貴重な作業空間となっている場所だ。今は他に人ひと影かげはないが、もう二、三十分も経たてば、昼食を終えて僅わずかな昼休みに作業を進めようとする学生で一いつ杯ぱいになるだろう。

「売り出されるお菓か子しの話もたくさんしてくれました。いろんな揚あげ菓子とか、茹ゆで団子とか……あと、甘い詰つめ物をしたパイとか、いろんなのの話を。おいしそうだったなあ……」

「ほう」

　目の前に立つヤムセの相あい槌づちは冷たかった。体感温度で言うとこの外気温よりよほど低い。

　リティーヤはかじかんだ指を手て袋ぶくろ越ごしに擦こすり合わせ、はにかんだような目で師を見上げた。

「先生だって、そういうのあるでしょ？　憧あこがれ、とか。ほら、甘いもの好きだし」

「つまりおまえは祭りへの憧れがあったと」

「うん、そうそう」

「そのため今回の《六りつ花か祭さい》の準備でもついつい集中してしまって、時間が経つのを忘れたと」

「うん……その」

「さらには呼びに来た指導教官に驚おどろき、咄とつ嗟さにペンキをかけてしまったと」

「いや……だっていきなり肩かた叩たたかれて、その、つい、手にペンキの缶かん持ってるの、忘れ、て」

　ヤムセはいつもの支給品のロングコートに身を包んでいたが、その肩から胸にかけてが、真っ白に染まっていた。ついさっき、リティーヤが振ふり向いた拍ひよう子しにペンキをかけてしまったのだ。今もその裾すそからはぽたぽたとペンキが滴したたっている。

「…………て、てへ」

「…………」

　ヤムセの表情は相変わらず、静かだった。

　だが、その手が突とつ然ぜん伸のびてきて、リティーヤの頰を包み込んだ。

　突とつ然ぜんのことに驚き、師の顔を真っ正面から見て、リティーヤは反射的に唾つばを飲み込む。《学アカ園デミー》の渉しよう外がい担当官として修しゆ羅ら場ばをくぐり抜ぬけてきた経験のせいか、それとも単に人相が悪いせいかはわからないが、彼の表情には人を黙だまらせ、従わせる妙みような迫はく力りよくがあった。

「目を」

　低い、耳みみ触ざわりの良い声。

「閉じろ」

「は、お」

　逆らえる人間など、いるのだろうか。

　思わずぎゅ、とリティーヤが目を閉じた瞬しゆん間かん、ヤムセはリティーヤの顔を自分の胸に──つまり、白く染まって乾いてもいないコートにこすりつけた。

「ひっ、ちょっ、ぶ、先生ーっ!?」

　しばらくずりずりこすりつけてから、ヤムセはリティーヤを解放した。

　そしてその顔をまじまじと眺ながめ、やっと満足した様子で微ほほ笑えんだ。

「ほう。前衛芸術のようだぞ、リティーヤ」

「謝ったんだから許してくださいよーっ！」

　リティーヤの顔は、白いペンキでぺかぺかにされていた。

「うう、落ちないかも……」

「それで、いったい何をしていた」

　ヤムセは、顔についたペンキを落とそうというリティーヤの苦く闘とうを無視して、立てかけられた看板を指して訊いた。

「何って、看板ですよ、看板っ」

「それはわかる。そうではなくて……」

「《六花祭》で喫きつ茶さ店てんをやるんです。看板は集客用のやつで」

「…………先にロードマスターに相談しろ」

「ええ？　なんで！」

　室長の名前を聞いて、リティーヤはあからさまに不服そうな顔をした。所属研究室の室長だろうがなんだろうが、リティーヤはロードマスターが嫌きらいだった。そもそも、祭りに出店をするくらいでお伺うかがいを立てねばならない理由がわからない。

「警備の問題がある。──いいから片づけろ。訓練前に飯だ」

「あ、はあい」

　飯、と言われて、空腹だったリティーヤは首を捻ひねりながらも師の言葉に従うことにした。とりあえずは言われた通りに看板とペンキを屋内に運ぼうとして──乾ききらない看板に触ふれてしまい、うええ、とうめき声を漏もらした。




　大陸最大の魔ま術じゆつ師し組織、《学園》。

　大陸東部に位置するその本部も、今は雪に埋うもれて静かに時を刻んでいる。

　一年の半分を占しめる長い冬は、人々の心と生活にも影えい響きようを及およぼす。農家ならこの時期は出で稼かせぎに行くか内職をするかせねばならない。汽車はしょっちゅう止まるようになる。船は身動きが取れなくなり、代わりに凍こおった川をソリが走る。交通機関が不確かだから、移動も減少して、自然と人々は家や町に籠こもりがちになる。当然のことながら雪かきは重労働だ。

　だが勿もち論ろん、冬には冬の楽しみがある。

《学園》とその近辺で暮らす人々にとって、長い冬の序じよ盤ばんにある最大の娯ご楽らくは、《学園》創設を祝う《六花祭》だった。

　四日間に亘わたる祭りの期間中は、《学園》の門も終日開かれ、学内は学生有志、あるいは近きん隣りんの商店街や行商人による出店、出し物で賑わう。元来《六花祭》はラガロの偉い業ぎようを称たたえ、共同体としての《学園》の絆きずなを再確さい認かくするための行事だったのだが、ここ五十年ばかりはその意義も薄うすれ、学生たちが余りあるエネルギーを発散させ、近隣住民との交流を深める場となっている。

　今、《六花祭》を二週間後に控ひかえて、学内はどこか心浮うき立つような、独特の雰ふん囲い気きに包まれていた。
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「《風と八月党》が動いてるんですか!?」

　リティーヤは口の横にイモの欠片かけらをくっつけて叫さけんだ。ついでに言うと額と頰と鼻の頭には白いペンキがついたままだ。

「声がでかい」

　ヤムセが眉み間けんの皺しわを深くしてリティーヤを睨にらみつけた。こちらはちゃっかりコートを予備のものに替かえている。どうも私用のもののようだが、形も色も似ているので印象はほとんどいつもと変わらない。

「まだ確かなことはわからん。ロードマスターからそういう警告があっただけだ」

「動くってどういうふうに？　あたしのこと狙ねらってる、ってことですか！」

「わからんと言っただろう。ただ、少し前に逃にがし屋の……トラリズ親子に接せつ触しよくしたという話がある。それに、《風と八月党》の一部が東部に入ったという情報もある」

　食堂はそれなりに賑わっていたが、他人と相席にならねばならないほどではなかった。リティーヤはそれでも一応ヤムセの方へ乗り出し、小声で尋たずねた。

「でも、学内に忍しのび込む気なんですか？　《学園》の警備体制、そんなに甘くないでしょう？　あたしだって、しばらくは学内にいるし……」

「あるだろう、都合の良い行事が」

「……あ」

《六花祭》だ。

　たとえ侵しん入にゆう者の情報が前もってあったとしても、門を閉とざすことはできない。《学園》の意地に賭かけて、大勢の来らい賓ひんもある大事な行事を潰つぶすわけにはいかないのだ。

「じゃあ──」

　それに乗じて乗り込んでくるんですか、とリティーヤが言いかけたその時、唐とう突とつに彼女の右みぎ隣どなりの椅い子すが引かれた。

「ここ、いい？」

　椅子を引いた人物は、そう問いかけると同時に、セルフサービスの──何しろ人数が多いため、昼食時の食堂は大たい抵ていこの方式だ──ランチプレート片手に椅子に座った。それが見知った顔であるとわかった途と端たん、リティーヤのまなじりはきりきりとつり上がった。

「やです」

　相手は眉まゆ一つ動かさず、にっこりと笑って言った。

「そう邪じや険けんにしないでよ」

　柔やわらかそうな白い髪かみと、なめらかな肌はだ、端たん整せいな顔立ちの男は、ロードマスターと呼ばれる魔術師だ。リティーヤとヤムセの所属する魔力環かん境きよう研究室の室長であり、《学園》の所属魔術師に与あたえられる最高位《Ａエース》の位階を持つ人物である。若い見た目と柔らかな物もの腰ごしに騙だまされると、痛い目に遭あう。

　その《学園》最高位の魔術師の申し出を、リティーヤはきっぱりと拒きよ絶ぜつした。

「無理です」

「でも、親交を深めようと思って、こうして一いつ緒しよにご飯を──」

「自分が何をやったか忘れたって言うんですか？」

「忘れてないよ。ボクはキミを魔術封ふうじから解放してあげたんだ」

「！」

　リティーヤは思わず椅子から立ち上がってロードマスターを睨みつけた。親の敵かたきでも見るような目で睨まれても、ロードマスターは意に介かいさずパンをちぎって口に放ほうり込む。

「封じでキミの魔力暴走を抑おさえられなくなったのは、むしろ良い結果につながると思うけどね。魔力制せい御ぎよの方法も覚えられるし──」

「ゼストガさんとあたしが死にかけたことは忘れたんですか！」

「ロードマスター」

　激げき烈れつなものになりつつあった会話に、ヤムセが淡たん々たんと口を挟はさんだ。

「リティーヤは《六花祭》で喫茶店をやりたがってます」

「ええ？　そんな無茶な」

　その言葉にまたムッと来たが、リティーヤはヤムセに促うながされて渋しぶ々しぶ椅子に座った。

「でもさ、警告はしたよね？　《風と八月党》に動きがあるって」

「今話していました」

　ロードマスターは端整な顎あごに手をあてがい、リティーヤを眺ながめた。

「キミ、危機感というか、悲ひ壮そう感というか、そういったものが欠けてる？」

「はあっ？」

「だからね、現状を認識してるのかな、って。この間は《風と八月党》の人間にキミが〈昼〉魔ま術じゆつを使うところを見られてるだろう？　あの人たちはちょっと特とく殊しゆだから、よそとの交流もないし、すぐに他ほかの魔術師組織に知られるなんてことはないだろうけど……それでも少なくとも、彼らはキミが〈昼〉魔術を使えることを知ってしまったんだよ？」

「それくらいわかってます！」

「……そんなにボクのこと嫌わなくたって良いじゃないかー」

　リティーヤのきつい声の調子に、ロードマスターは幾いくらか傷ついたような顔で言った。

「キミはボクの運命なのに」

　運命。

　簡単に、たやすく、彼はそう口にする。

「は？　はあああああ？　そういうのが嫌われるってわからないんですか！　だいたい《キツネ》の振ふりなんかして──」

「あれはキミが先に間ま違ちがえたんだよ」

「うっ、そ、それはそうですけど！」

「ところで、出店も良いけど、訓練はちゃんとしてるの？」

「話を変えないでくださいっ」

「これもボクの仕事なの。キミはボクの管理下にあるわけだしね～。さ、報告報告」

「……っ！」

　リティーヤはフォークを付け合わせのイモに突つき刺さし、怒いかりに震ふるえる声で怒ど鳴なった。

「大声・目つぶし・急所！」

「……何？」

　ロードマスターはスープにスプーンを浸ひたそうとしたところで手を止め、答えを求めるようにヤムセを見た。ヤムセはコーヒーの面おもてから顔を上げて答えた。

「大声を上げて助けを求めたり、威い嚇かくしたりすることと……」

「それじゃ、目つぶし急所って目つぶしと急所狙いのこと!?」

「そうですが」

　ロードマスターはスプーンを握にぎりしめ、憤ふん慨がいした様子で言った。

「十六歳の女の子が大声で襲しゆう撃げき者を威嚇しつつ目を突いたりするのはなんだか美しくないよ！」

　何を言っているんだこの人は、という胸の内をあからさまに顔に表し、ヤムセが答えた。

「拳こぶしを痛めないよう打だ撃げきは掌しよう底ていを使うとか、手近なものを武器にするとか、そもそも危険なところに近寄らないとかも教えました。本格的な訓練には体力が足りませんから、そこから少しずつ鍛きたえていきますが、当面の対策としては……」

「もっとこう、ソフトで可愛かわいいのないの？　必ひつ殺さつ技わざ的な」

「絞しめ技でも教えますか」

「そうじゃなくってさあ。たとえば──…………」

　ロードマスターは何か言いかけたが、口を開いたまま不自然な時間沈ちん黙もくして、首を振った。どうも例が思いつかなかったらしい。

「まあ、いいや。それより出店だ。さすがにそれは警備が面めん倒どうになるから避さけたいんだけど」

　リティーヤはハッとしてロードマスターを見た。

「でも、《風と八月党》があたしを狙ってるかどうかはまだわからないんでしょう？」

「いや、狙ってると思うよ。《風と八月党》は《始原のキツネ》の信しん奉ぽう者だからね。元々は芸術家の集まりから始まったらしいけど、最近の動向からすると北部の富ふ裕ゆう層の支持もとりつけているみたいだし──」

「芸術家？」

「うん。だよね、ヤムセ？」

　ヤムセが控ひかえめに補足した。

「……確かに、過去に同名の芸術家集団はいましたが、今の組織とどれほどの関連があるのかはわかっていません」

「……じゃ、魔術師の組織ってわけじゃないんですか？」

「魔術師だけの組織ではない、ってことだよ。中ちゆう枢すうに魔術師がいるのは確かだけど。……とにかく、彼らは《キツネ》の言葉に忠実ということだから、他の魔術師組織同様〈昼〉の石板を集めて台座に戻もどそうとしている、と考えられるんだ。ところが、現状所在のわかっている石板は、《キツネ》がラガロに渡わたしたやつ、《蛇のスネーク目連隊・アイズ》が発はつ掘くつしたやつ、それにこの前の春に市場に出たやつ──と、ここまでは《学園》か《蛇の目連隊》の所有になってる。前の武ぶ闘とう会のやつは、複製作って《蛇の目連隊》に返へん却きやくしたから。で、さすがにこの三つは奪うばえない。少なくとも、尋じん常じようの手段では。残された手がかりは、残りの石板か、台座か、キミ、だよ」

「──え、でも」

　リティーヤは指折り数え、四本目の指を折りかけたところでロードマスターの顔を見た。

「所在のわかっている石板の欠片かけらは、四つですよね。ほら、この間のフレアバタンで」

「それならユローナごと行方ゆくえ不明じゃないの。台座が消えた時の衝しよう撃げきで、地下の遺い跡せきに落ちたって聞いたよ。古王国が必死で掘ほり返してるみたいだけど、あれはしばらくは無理だろうねー。ユローナの死体だって見つかってないみたいだし」

「……んん？」

　リティーヤは首を捻ひねる。何かおかしい。フレアバタンで、ユローナがヤムセに欠片を託たくしたのを、確かに見たのだ。間違えるはずがない。あれは──。

　だが、ロードマスターはリティーヤの疑念を無視して先を続けた。

「残るはキミのお友達だろ？　ミカって子。あの子も目下行方不明。そういうわけで、石板は当分お預け、台座もどこに現れるかわからない。それなら、彼らの選せん択たく肢しとして一番まっとうなのはキミの誘ゆう拐かいさ。魚みたいに手術台に載のっけられてあちこち調べられたい？」

「え？　い、いやそういうわけじゃ──」

「それに、もしも襲撃があった場合、キミは一緒に店を開く友達まで巻き込む恐おそれがある」

「う……っ」

「というわけで、出店は不許可」

　リティーヤ自身も疑念を放り出して、食い下がろうとした。

「でも！」

「リティーヤ」

　ため息混じりに、ヤムセが言った。

「行け」

「え？」

「旧運動場だ。先に行って顔でも洗ってろ」

「先生！　あたしは──」

　ヤムセは面めん倒どうくさそうにリティーヤを一いち瞥べつする。

「行ってろ。これ以上言わせるな」

　リティーヤは威い圧あつ的なその態度に鼻白んだが、結局、ひどい音を立てて椅い子すを引いた。

　席を離はなれる前に、ロードマスターをちらりと睨にらみつけるのは、忘れずに。




「何？」

　リティーヤが食堂を出て行くのを見送ってから、ロードマスターが呆あきれ顔で言った。

「もしかしてボクを説得する気？　甘いねえ。砂糖でやられちゃったかな？」

「リティーヤについては私が護衛をすれば良いだけの話です」

「あの子だけじゃない、お客さんとあの子の友達も、だよ？」

「守ります。事前に結界も描えがけるわけですし──それより、私にお話があったのはそちらでは？」

　ロードマスターはいつの間にか平らげていたスープ皿を押しのけ、日ひ替がわりのはずなのに何故なぜか常にほぼ同じ味がするメインの煮に込こみ料理に取りかかる。

「ああ、まあ、ね。ただ、ちょっとした情報だよ。あの子のお兄さんが使者で来る」

　デザートのパイをつついていたヤムセの手が、止まった。

「…………ファルクロウが？」

「あれ、知り合い？」

「以前フレアバタンで」

「ああ、そう。これリティーヤには言わないでね」

「……別に、教えたからと言って妙みような行動に出たりはしないと思いますが」

「そうかな？　割と信用あるんだね」

「いえ。実際にもう行動に出て私に捕つかまりましたから」

　ロードマスターが、さすがに驚おどろいた顔をした。

「……いつ!?」

「ゼストガからファルクロウのことを報しらされた直後です。寮りようから飛び出したのを捕まえました」

「……待ちかまえてたの？」

「はい。まず確実に抜ぬけだすだろうと思いましたので」

「…………で、まあ、リティーヤはその時反省したわけかい？」

「そのように見えました。たぶん、もうしないでしょう」

　ロードマスターはそれを聞いて、頭を抱かかえた。

「……あの子、なんだっけ、あの……ナンダカって子も、面倒なことしてくれたね……」

「ゼストガです。リティーヤの担当を外されたという話ですから、自棄やけになったのかもしれません。あるいは、そもそもリティーヤを精神的に不安定にさせ問題を起こさせるのが魔ま導どう書しよ調査委員会の狙ねらいなのかもしれませんが」

「そうすれば、自分たちが再びリティーヤを手に入れられる、ってことかい？　それはちょっと虫がいいな──魔導書調査委員会は、もっと自分たちの心配をするべきだね」

　ヤムセが気付いた時には、ロードマスターの前の皿は九割方綺き麗れいになっていた。

　ロードマスターは残った肉のひと欠けを口に運び、飲み込んでから続けた。

「リティーヤに報せるかどうかはキミに任せるよ。ボクは嫌きらわれてるみたいだしね。まあ、キミだって不確かな情報を与あたえて惑まどわすようなことはしたくないだろうけど」

　嫌われてる、と言いながら、何故かロードマスターは楽しそうに笑っていた。

「……何故そうリティーヤに絡からむんですか。嫌われたがっているように見えます」

「誤解しないで欲しいな。これは別にボクの趣しゆ味みとかじゃないんだ。ボクが子どもをいじめて喜ぶ人間に見える？」

「…………」

「何その疑わしそうな目。キミもバドもほんとボクには厳しいんだから。またテヨルに慰なぐさめてもらわないとなあ」

　ロードマスターは心外だと言わんばかりの顔をして、口元をナプキンで拭ぬぐった。

　ヤムセは皮肉代わりに、ロードマスターの最大の理解者の動向について話した。

「テヨルは《六花祭》の警備計画を見直すとかで治安維い持じ局に行ってます。当分忙いそがしいと思いますよ」

「おっと。あの子も復職早々大変だねー」

「爆ばく破は予告があったそうですから」

「ふーん。バドも出張だよね。みんなせっかくボクが研究室にいるってのに冷たいなあ」

　ううん、とにかくね、とロードマスターは話を戻した。

「ボクはリティーヤを試ためし続けなくちゃいけないんだ。あの子が無理をして、気き丈じように振ふる舞まってるんだろーなーってのはわかるよ。でも、それってひょっとしたら単に現実から目を背そむけてるだけかもしれないじゃないか。そこをきちんと確かく認にんしないといけない。どのみち、あの子は直面させられるんだ──あ、ヤムセ、そのコーヒーちょうだい」

「ご自分で取ってきてください」

「もしかして砂糖たくさん入れたから気き遣づかってくれてる？　大だい丈じよう夫ぶ、ボク甘いの平気だし」

「──誰だれにです？」

「ん？」

「直面させられる、というのは、何によって、ですか。今のままなら、リティーヤは目を背け続けることも可能です。そうさせない何かがいるというのですか？」

「……ああ」

　ロードマスターは驚いたように目を丸くした。

「うん。いるんだ。一匹ぴき──」

　頰ほお杖づえをつき、生徒が正しい指し摘てきをした時の教師のごとく満足げにため息をつく。

「だから、ボクはあの子を試し続ける。これからも……その時が来るまではね」

　穏おだやかな、幾いくらかの諦てい観かんすら見える表情だった。
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　それを知ったのはひと月前のことだった。




　気がつくと、狭せまい寮の自室で、一枚の、薄うすっぺらい紙切れを握にぎりしめ、ベッドの上に座り込んでいた。読み始めた時には明るい日差しの入っていた室内は、すでに暗い。

　その宵よいの薄うす闇やみの中で、リティーヤはハッとして顔を上げた。

　腰こし掛かけていたベッドから立ち上がり、コートを手にドアに飛びついた。

　ノブを回して押し開け、廊ろう下かに飛び出す。

　すれ違ちがった寮生が声をかけてくるが、リティーヤはほとんど返事らしい返事もせず、廊下を走り抜け、階段を下り、正面玄げん関かんから外へ飛び出した。

　空は宵の青に染まり、吹ふき付ける風が雪を舞い上げ、空中にちらす。

　寮は《学園》の西の高台にあって、周囲を森に囲まれていた。静かな夜の森を切り開いた道が、《学園》の中心部へ向けて延びている。

　寮の建つ丘おかの上から街灯の照らすその道を見下ろし、一息に駆かけ下りた。馬車も入るため幅はば広ひろく作られた道は踏ふみ固められた雪でてかてかしてよく滑すべり、何度か足を取られた。

　三度目に足を滑らせた時は、盛大にこけた。

　背中から雪道に叩たたき付けられ、衝しよう撃げきで一いつ瞬しゆん息ができなくなる。ひっくり返った視界に日没直後の青い空が広がり、ふ、と涙なみだが滲にじんだ。

　涙を機械的に拭って、身体からだを起こした。

　──そうして、やっと、目の前に立つ人ひと影かげに気付いた。

『せん……せ』

　人影は、いつもの長いコートを着て、リティーヤの前に仁に王おう立ちになっていた。

『……どこに行く？』

　この上なく冷ややかな声だ。

『……行かなきゃ、いけないんです』

　リティーヤは冷たい雪の上から立ち上がり、スカートについた雪を払はらった。

『だから、どこへだ』

『だって、見つかったんです』

　リティーヤは自分の前に立ち道を塞ふさぐヤムセを避よけて、また歩き出そうとした。

　すれ違いざま、手首を摑つかまれる。

　気付いた時には、足をひっかけられ転ばされていた。

『つ……』

　再び打ち付けた背中が痛い。リティーヤは背中を庇かばって身体を起こした。

『戻もどれ』

　命令は短く、絶対的だった。

　リティーヤは、それでもまた立ち上がって、師の横を通り過ぎようとした。今度は反対側、道から除いた雪が山と積まれているそばを通って。

『っ！』

　……今度は通り過ぎざまに顔面を片手で摑まれ、そのまま引き倒たおされた。後頭部から雪山の中に突つっ込まれる。身体が半分は埋うまっただろうか。首筋に入る雪が冷たい。

『おまえはバカか』

　ヤムセは、半ば雪に埋もれたリティーヤに、淡たん々たんと言った。

『私が、おまえを行かせると思うのか？』

『でも、お兄ちゃんが』

『おまえの兄はもうレッドロック家の養子だ。あの一族の住む南部まで、歩いていくつもりか？』

　リティーヤはヤムセが事の次し第だいを把は握あくしていることに気付き、呆ぼう然ぜんと師を見上げた。

『先生、アレ見たの……？』

『ゼストガからの書類なら一度目を通した。暴れ出すだろうとは思ったが、予想より遅おそかったな』

『……？』

『おまえのことだ。どうせ、思し慮りよもなく暴れるだろうが』

『暴れ……ますよ、そりゃ。だってお兄ちゃんが』

　リティーヤは雪山からずるずると這はい出た。手て袋ぶくろを忘れたから、手はすでに真っ赤に冷たくなっていた。

『お兄ちゃんが、フレアバタンにいるんですよ!?』

『《学園》がおまえを外に出すことは、当分ない』

『あたしを閉じこめておくのが《学園》の方針なんですか!?』

『ならばどうする。駆け落ちか？　相手はどうした。出しゆつ奔ぽんならもっとうまくやれ』

　辛しん辣らつな言葉だった。リティーヤはきりっと胸が痛んで、ついでに頭に血が上った。

『……っ、先生！』

『なんとかなる』

　ヤムセの口から、白い息が零こぼれて、風に流れた。

『だから、今は戻れ』

『なんとか、なんて』

　リティーヤは師を睨にらみつける視界が、また歪ゆがみつつあることに気付いた。悔くやしくて目元を拭うが、それにもかかわらず、涙はぼろぼろと指の間を通り抜ぬけて頰ほおを濡ぬらしていく。

『なんとか、なんて、なるわけないじゃないですか！　レッドロック家の養子なんて、そんなの、名前まで変わって！　招待リスト見たって見つからないはずですよ！　でも、だって、それじゃあ、お兄ちゃんはっ……、お兄ちゃんは、もう、家族じゃ…………』

　声に出してしまうと、胸に渦うず巻まいていた疑念はよりいっそうはっきりしたものとなって、リティーヤを打ちのめした。わけがわからない。それは、家族だっていつか別れる時が来るだろう。それでも、こんな形で、こんなにも唐とう突とつに、自分が求めていたものがとっくの昔に失われていたなんて事実を突きつけられるとは思わなかった。

　彼は、もう自分の家族ではないかもしれないのだ。

『おまえの名前はなんだ』

　唐突に、ヤムセはそう言った。

『名前……って』

『リティーヤ。それだけだろう。家名はない。出身地もつけない。親の名前もつけない。どこどこのリティーヤだの、誰だれ々だれの子どものリティーヤだの、そういう言い方もしない』

『…………』

『おまえも、捨てたんだ』

　ヤムセは、ただ淡々と、事実を語った。

『家名も、家も、親も、もうおまえにはないも同然だ』

『…………』

　月が綺き麗れいな宵の口だった。

『おまえの家はもう、《学園》だ』

　リティーヤはただ静かにその事実を受け入れるしかなかった。

　最後の涙が頰を伝って流れ落ち、ヤムセが珍めずらしく差し出してくれた手にしがみつき、彼女は立ち上がった。

　少なくとも、自分の暴走を止めるためずっと外で待ち続けていた人間がいるということ、それがこの目の前の男であることに、リティーヤは奇き妙みような安あん堵どと、驚おどろきを覚え、涙を拭ふいた。

　ポケットに入っていたにもかかわらず、ヤムセの手はひどく冷たかった。




「大だい丈じよう夫ぶか？」

　リティーヤは頭上から落とされたタオル越ごしにヤムセを見上げた。冷たい板張りの床ゆかが、ほてった背中に心地ここちよい。

　そこは最近リティーヤがヤムセから護身術の指導を受けている屋内運動場だった。研究室のある第四研究棟とうのさらに奥という完全な僻へき地ちにあり、なおかつ狭せまくて寒かったので、大たい抵ていの時間誰にも使われず放ほうっておかれている。寒いのはどうにもならなかったが、狭さは二人きりの訓練にはちょうど良いものだった。

「……あんまり……」

　呟つぶやくリティーヤは息も絶え絶えだった。男女でほとんどデザインの変わらない運動着は制服より遥はるかに動きやすいが、今は汗あせを吸って身体にまとわりつき、気持ち悪い。全身が気け怠だるく、身体を起こす力も入らない。

　ちなみに、稽けい古こをつけてもらったわけではなく、ヤムセを待つ間、自主的に走っていただけだ。基き礎そ体力が足らない、というのがヤムセの見立てだった──リティーヤも、この年とし頃ごろの女子としては平均以上の体力の持ち主だと自負しているのだが。

　傍かたわらに立ったヤムセが、喘あえぐリティーヤを見下ろして言った。

「おまえの身体のことなど心配していない」

「……少しはしてください」

「精神的な話だ」

「…………」

　床をごろりと転がり、師に背を向けた。

「おまえが幾いくらロードマスターを嫌きらいだからといって、あそこまで嚙かみつくものか。ため込む前に言え」

「あたしは別に」

「リティーヤ」

　ヤムセは転がるリティーヤの背中を、ごく軽く蹴けった。

「八つ当たりをしたい気分なら、聞いてやると言っているんだ」

「…………」

「喋しやべってみろ」

　リティーヤは、肩かた越ごしにちらりとヤムセを見上げた。彼はコートのポケットに手を突っ込み、つまらなそうに立っていた。

「別に、」

　リティーヤはまたそっぽを向いて言った。

「なんでも、ないです」

　そのまま、ずるずるとタオルを被かぶってヤムセから離はなれようとする。

　だが、そのタオルがくんっと引っ張られた。

　ヤムセの足に、踏ふまれたのだ。

「言え」

　ついに命令形だ。リティーヤは高圧的なヤムセの態度に、徐じよ々じよに苛いら立だってきた。

「なんでもないって言ってるんですから放っておいてくださいっ」

「この前のようにいきなり逃にげ出されたら困るから言っているんだ」

「あ、あれはその──ちょっと動転してて。お兄ちゃんのことわかったすぐ後で……」

「わかっている。だから訊きいているんだ。今回はなんだ」

「その……だから……」

「さっさと言え」

「だ、だって、《六花祭》はいろんな組織からお客さんが来るじゃないですか。色々会議とか、学会とかもあって！」

「それは……そうだが？」

　ヤムセは意図が読めないのか、訝いぶかしげな様子だ。

　リティーヤはもごもごと口の中で言った。

「だから、お兄ちゃんも……来るかもしれないって……」

「……何？」

「あ、その、言っておきますけど、それ言ったのはあたしじゃなくて友達ですからね！　彼女らあたしが家族捜さがしてるの知ってるもんだから、なんか目立つことしたら家族の方から見つけてくれるかも、って。そりゃ、無理だろ、ってのはあたしも彼女らもわかってんです。でも、こう、あたし最近、たぶん、ちょっと落ち込んでたり、してたんだと思うんですね。で、あの子たちはそれに気付いて、あたしを励はげまそうとしてくれてんだと思うんです……ほら、ミカのこともあったから、あたしが気落ちしてるんだって、思ってんですね」

　そこまで言って、なんともいたたまれない気持ちになって、今度は手元で板張りの床を引っ搔かき始めた。

「だから……一いつ緒しよに、ちょっと変わった喫きつ茶さ店てんやろう、って」

「…………」

　ヤムセのため息が聞こえた。

　リティーヤはいっそう小さくなった。どうせ、答えはわかっているのだ。ロードマスターの話はリティーヤだって理解できた。リティーヤが出店に参加することで友人連中や客に危険が及およぶなら、絶対に避さけなければならない。

　だいたい、万が一──そう、万が一兄が来たところで、どういう顔で兄に会えばいいのかさっぱりわからない。

　もう、自分も、兄も、書類上は家族でもなんでもないのだ。勿もち論ろん、あくまで書類上の話で、実際には心では家族だと、信じてはいるのだが。

「……おまえは」

　ヤムセの、呆あきれたような声が聞こえてきた。

「どうせ、どこにいても問題を起こすんだ」

「……は？」

　リティーヤは振ふり向いた。

　ヤムセはコートを脱ぬいで、タイと一緒に部屋の隅すみに投げたところだった。

「なら、どこにいても同じだ」

　袖そでをまくりあげ、稽古をつけられる恰かつ好こうになる。ブーツはいつも通りだから、もしも蹴られたりしたら、かなり痛そうだ。

「あの、先生……？」

　リティーヤは身体からだを起こし、ヤムセを見上げた。

「さっさと立て」

　手を差し伸のべるような優やさしさは、彼にはない。リティーヤは仕方なく自力で立ち上がった。

「先生、ちょっと。その前に確かく認にんさせてくださいよ。今のってどういう意味ですか」

「《六花祭》に参加したいのだろう？　自分の身くらいは自分で守れるようになっておけ」

　リティーヤはきょとんとして──それから、勢いよく立ち上がり、ヤムセに飛びつこうとした。

「わーっ、先生最高ーっ！……ってなんで避よけるんですかっ!?」

「どうしてそんなタックルを受けねばならんのだ……」

　リティーヤの突とつ進しんを紙かみ一ひと重えで避けたヤムセは、ぶつぶつ言った。

「いいじゃないですか、感謝の気持ちを──」

「ところでおまえ、来月の発表忘れてないだろうな？」

「はえ？」

「専門課程論文の中間発表の──」

「忘れてたあっ！」

　専門課程修しゆう了りようのためにはそれ相そう応おうの研究成果が必要だ。リティーヤはまだ一年目を終えるところだが、それでも、研究の骨子くらいは作って途と中ちゆう経過を発表する必要がある。

「今週からはロードマスターが魔ま力りよく制せい御ぎよの訓練をすると言っていたからな。それに時間も取られるぞ。私ももう少し実戦的な護身術を教えるし──」

「ぎゃああああっ、なんだか知らない間にどんどん時間がなくなっていく!?」

「…………発表までに、最低限、テーマと現段階でのアプローチ方法くらいは確定させろ」

　魔力制御と護身術の訓練に、発表の準備と出店の準備。

　リティーヤはこれから数週間の自分の日常を想像し、目め眩まいを覚えた。

　魔導書調査委員会の執しつ拗ような調査や検査から解放されやっと並の学生生活を送れると思っていたのだが、それはそれで忙いそがしいものらしい。

　兄のことを瞼まぶたの裏で思い返し、あたしは頑がん張ばるからねお兄ちゃん、とひとまず思いに区切りをつけた。

　そして、その日のスパルタ特訓が始まった。
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「リ……」

　夢の世界に片足を突つっ込んだままの呟つぶやきは、車窓を白く曇くもらせる。




　たとえば、夢でなら何度だって逢あえたのだ。

　夢の中の妹は、九歳のあどけない視線で彼を見上げ、笑い、泣き、怒おこる。不毛なこととはわかっているが、丁てい寧ねいに繰くり返し描えがかれた姿は、九歳の妹をかなり忠実に写し取っているという自負がある。

　だから、彼は最初、あ、これは夢だな、と思った。妹が出てくるということはつまり夢だ、という認識ができあがってしまっていたのだ。

　だが、目の前の光景と、これまでに見た夢とでは、決定的に違ちがうことが一つだけあった。

　目の前の妹は、九歳ではなかった。

　彼が戦場に行くため妹と別れた時、彼女は九歳だったのに。

　それなのに、目の前の妹は、冬の光に透すける長い金きん髪ぱつを振り乱みだして走る妹は、明らかに十代半ば以降の少女だった。女性、と言っても良い年ねん齢れいかもしれない。彼は無意識のうちに妹の年を数えた。生きていたら、十六。十六だ。

　十六か。

　その数字だけが頭の中で跳とびはねる。十六歳の妹。十六歳の妹。十六歳のリティーヤ。

『……バカな……』

　口から出る言葉は理性の僕しもべだ。バカな、そんなことはない。妹は死んだ。生存の可能性にすがって何年も捜さがし回った挙げ句にそう自分に言い聞かせたはずではないか。何度期待し、裏切られただろう。不確かな情報に踊おどらされて、たくさんのものをすり減らして。

　それなのに、心は早さつ速そく希望と期待に痛いくらいつつかれている。

　抑おさえきれない喜き悦えつが胸の奥から膨ふくらみ、耐たえ難がたく、彼は、ああ、と声を出した。

　立ちつくし、口元を覆おおい、ため息をつく。ああ。

『リティーヤ……』

　もしも、生きているのなら。

　今度こそ──。




　そこで目が覚めた。

　汽車はスピードを落とし、カーブに入ったところだった。彼は線路のカーブに沿ってかしぐ車体の中にいて、一人、窓に寄りかかってうたた寝ねをしていたのだ。

「…………」

　ぼんやりと車外の光景を見るが、闇やみに包まれた汽車がどこを走っているのかもわからない。アムブールに入る前の丘きゆう陵りよう地帯か、どこかだろうか。

　闇を見つめ、ゆっくりと、自分が夢を見ていたのだと理解していく。

　それは、いつもの絶望に至る一つの儀ぎ式しきだった。妹の夢を見ては、ああ、夢だったと静かに絶望し、憤ふん慨がいし、激げつ高こうし、そうやって彼は現実を認識し、受け入れる。

　だが、彼はもう絶望しない。

　その夢は現実にあった出来事を彼の脳が再構築しているだけとわかっているからだ。

　夢が現実になる。なってしまう。それがはらむ危険性と問題点を認識し、彼はぞっとする。

　だから、彼はポケットの中のそれに手を伸ばす。

　その、小さな、薄うすっぺらな、現実と夢を隔へだてる小道具を、そうっと握にぎりしめる。




　蒸気機関の吐はき出す煙けむり、窓からちらちらと覗のぞく炉ろの炎ほのおの赤み、客車を構成する長大な鋼鉄の連なり、すべてを彼女は見ていた。夜の闇を見通す魔術は、そう高度なものではない。ただ、目の周辺の筋肉が疲ひ労ろうするため、目当てのものを確認するとすぐにその魔術を解いた。

　外していた眼鏡めがねをかけ直し、息を吐く。

「いました」

　呟く唇くちびるは可か憐れんそのものだが、醒さめた目がその外見年齢を大おお幅はばに裏切る。

　表情ばかりが大人びた、美しい少女だった。

「それで──君はどう動くつもりだい？」

　尋たずねる男は傍かたわらに立ち、悠ゆう然ぜんと地上を見下ろす。引き締しまった無む駄だのない身体を、今はオーバーコートに包んでいる。

　深い峡きよう谷こくを見下ろす、崖がけの縁ふちだった。

　周囲には木立すらなく、ただ雪の合間から岩ばかりが顔を覗かせる。茫ぼう漠ばくとした、夜ならずとも人ひと気けのない荒こう野やである。

　少女と男はそこに立ち、飄ひよう々ひようと吹ふき付ける真冬の夜風に、マントとコートをなぶられていた。

「《学園》への警告はしたんだろう？　爆ばく破は予告って形で。まあ、爆破でも、なんでもいいけどさ、実際にやるわけじゃないし。とにかく、犯罪予告を受けたんだから、彼らだって警備を強化したはずだ。君のすべきことは、もうないんじゃないの？」

「…………」

　少女は黙だまって地上を見下ろす。

　そして視線を転じ、己おのれの背後を。

　そちらにはなだらかな起き伏ふくのある土地が広がっているはずだったが、今は夜の闇に包まれて何も見通せなかった。

　ただ、小高い場所に光の粒つぶが見える。

　距きよ離りが離はなれているため頼たよりなげに見えるが、それは数万人が住む『町』の灯あかりだ。

『町』の名は、《学園》本部。

「……警告は、しました」

「うん」

「でも、十全ではありません」

「……あのね」

　男は困ったように笑った。少女の視線は《学園》の灯りに向けられていたから、その笑えみは誰だれの目にも留とまらない。

「まさか、自分でも行くつもりかい？　君の警告のおかげで警けい戒かい態勢はきつくなってるはずだ。その中にわざわざ潜もぐり込むって言うの？」

「《風と八月党》については警告だけでも良いかもしれません。でも、肉親が現れる、というのは、あの子にとって良い影えい響きようばかりではありません」

「君はほんとにリティーヤのお母さんだね」

「親友と言ってください。とにかく、色々なものが一度にあの子に働きかけようとしています。私にはそれがわかっているんですから、あの子を助けないといけません」

「……逢いたいならそう言いなよ」

「妬やいているんですか？」

　その切り返しに、男は一いつ瞬しゆん意表を突かれたように口を閉じた。

　そして、次の瞬間には、くしゃりと顔を潰つぶすように笑った。

「かもね」

　少女はその笑みに釣つられたように、苦く笑しようした。
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「あにさま」

　森の緑を思わせる、複雑な色合いのマントを身に纏まとった少女がそう呟つぶやいた。声は憂うれいに沈しずみ、手は胸の前で祈いのるように組み合わされている。

　しかし、男は立ち止まらない。

　黒とも青ともつかないコートを翻ひるがえし、雪で重く垂れた枝を搔かき分け、足を進める。

「あにさま……っ！」

　少女は男を追って駆かけ出したが、すぐにぬかるみに足を取られて転んだ。

　それに気付いただろうに、男は振ふり返らず、感情を押し殺したような声で囁ささやく。

「許せ」

　そうして、去っていく。

　男は妹を置いて、森から出て行くのだ。妹だけではない。友人も、師も、何もかも置いて。

　荒野に、冬の秘密を求めて。

　雪だけが、はらはらと降りしきる。

　男の名を、ラガロといった。




　演劇研究会による仮面劇《白のラガロ》では、役者は皆みな年代物の面を被かぶる。日中とはいえ氷点下が当たり前のこの季節、野外劇など見物しているだけで凍とう死ししそうになるが、この仮面劇は毎年多くの見物人が詰つめかける《六花祭》の目玉だ。

「みんなよく頑がん張ばるよねえ、この寒い中。あ、リティーヤ、ホットミルクもう一いつ杯ぱいちょーだい」

　ロードマスターが店の前を横切っていく人の波を眺ながめて呟いた。仮面劇の午後の上演目当てに移動を始めた見物客たちだ。

　リティーヤはカウンターへ戻もどるところだったが、足を止めてじろりと彼の顔を睨にらみつけた。

「ミルク以外も注文してください」

「え？　でもおかわりし放題なんでしょ、ホットミルク」

「子ども向けです、子ども向けっ！　ロードマスターは大人なんですからちゃんと食事とかコーヒーとかデザートとかなんでもいいから注文してくださいっ、追い出しますよ!?」

「厳しいなあ」

　ロードマスターは子どものように屈くつ託たくなく笑った。最近はまた服装がだらけ始め、髪かみもろくに櫛くしを入れられずぼさぼさのまま放置されている。支給のコートもどこかにやってしまったと言って、ぼろきれのような薄っぺらなコート姿で、いつも寒そうにしている。《学園》最高位魔ま術じゆつ師にはまったく見えない。

「本当に来るんですか？」

　そのロードマスターに、ヤムセは小声で尋ねた。通り過ぎていくリティーヤのエプロンを見送っていたロードマスターは、ん、と首を傾かしげた。

「ですから、例の使者です。先にこちらで何かあるかと張っていましたが──」

「そろそろ来るんじゃない？　祭りも今日で最終日だし……そうじゃなきゃ、リティーヤに怒おこられ損、だね」

　ロードマスターは、言葉とは裏腹に楽しそうに笑った。




　リティーヤはピンクのエプロンをひらひら揺ゆらし、カウンターの奥へ入った。

「まったくもう、商売あがったりなんだから！」

　リティーヤたちの出店は門を入ってメインストリートをしばらく行った、最も見物人の往来の多い地区にあった。雪を除いた狭せまい区画に天幕を張って、その下に敷しき物ものを敷しいただけの小さな店だったが、学生の出店としてはまずまずの造りだった。カウンターが客席と厨ちゆう房ぼうを分け、客席側は幾いくつかの火ひ鉢ばちと、椅い子すと、テーブルと、暖かな空間にひしめく人々でいっぱいになっている。

「いいんじゃないの？」

　リティーヤと一いつ緒しよに店を開いている同学年の少女が、コーヒーを淹いれながら──リティーヤはコーヒー豆に触さわらせてすらもらえない──言った。

「一緒に来たリティーヤの先生が、もの凄すごい量注文してくれてるし」

「違ちがうわよ」

　リティーヤは手て狭ぜまな厨房で忙いそがしく働く仲間に大声で次の注文を伝えていった。食堂の厨房を借りているから、ここで作っているのは飲み物と簡単な食事だけだ。

「先生は甘かん味み全メニュー制せい覇はを狙ねらってるの」

　仲間に注文を伝え終えると、リティーヤは改めてカウンターの少女を振り返って言った。

「え」

「甘味全メニュー制覇で賞金アリ！って書いちゃったでしょ。アレ狙いよ」

「で、でもうちメニュー凄い多いよ？　全部なんて……」

「あんたは交こう替たいして入ったばかりだからわかんないのよ。あの二人はもう二時間前からあそこに居座ってんの」

　リティーヤはカウンター越ごしに、ヤムセとロードマスターの座るテーブルを指した。

「ええ……っ!?」

　青ざめた顔の少女に、リティーヤは丁てい寧ねいに説明してやった。

「常識はずれの吝りん嗇しよく家なのかびんぼーなのか知らないけどロードマスターはミルクしか飲まないし、ヤムセ先生はずっとあそこであのペースを維い持じして食べ続けてるの。もうメニューの三分の二は食べられたわ」

「なんであんたの知り合いはそんな人ばっかりなの!?」

「知るかっ！」

　その時新しく客が入ってきて、リティーヤは慌あわてて笑え顔がおを作った。

　ヤムセとロードマスターは問題だが、客足は絶えない。出店は、まあ、成功と言って良かった。当日の天候、出し物の場所、タイムテーブルまで調べ、客の動向を細かく予測し、ターゲットを子連れの客に絞しぼったのは正解だった。それに、《学園》の食堂は祭り期間中閉まるところが多く、食堂に牛乳や乳製品を卸おろしている学内の牧場では余よ剰じようが出る。そこに目をつけたリティーヤは、余剰分の牛乳などを格安で譲ゆずってもらえるよう交こう渉しようしたのだ。

『リティーヤにも得意なことってあったのね』

　というのは、リティーヤを出店に誘さそった当の友人の台詞せりふだ。素す直なおに感心した、というよりは運命の不思議に感じ入ったという口ぶりで、そこが気にならないではなかったが、リティーヤも盛せい況きような店内を見回しては、思わず笑みを漏もらしてしまう──ヤムセとロードマスターに来てくれと言ったのは人生最大の失敗だったが。

　その時──。

　店内が、妙みように静かになった。

「？　あ、いらっしゃいま──」

　リティーヤは背後に人の気配を感じ、振り返って愛あい想そを振りまこうとした。

　しかし、その笑顔が凍こおり付いた。

　天幕に新たに入ってきたのは、若い男だった。

　黒いコートを着込み、伸のばした金きん髪ぱつを三つ編みにしてその肩かたに垂らしている。

　リティーヤは言葉を失ったまま、その顔を見つめて立ちつくした。

　リティーヤだけではない。男の存在に気付いた店内の客と従業員全員の目が、その男の顔に集中している。

「コーヒー」

　男はそれらの視線を意に介かいしもせず注文し、カウンターの空いていた椅子に座った。

　店内では、沈ちん黙もくにかわってざわめきが生まれたが、やがて男の前にコーヒーが出され、それを男がごく普ふ通つうに飲むに至って、そのざわめきも徐じよ々じよにそれまでのような雑談に戻っていった。視線も逸それ、男を見つめているのは、男のそばで相変わらず立ちつくすリティーヤと、訝いぶかしげな顔をしたヤムセだけになった。
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「…………」

　男はコーヒーをもう一口飲むと、カップを置いて、顔を上げた。

　男は、ごく普通の顔立ちをしていた。引き締しまった口元が好印象を与あたえるだろうが、取り立てて整っているわけでも、何か目立つ特とく徴ちようがあるわけではない。

　ただ、彼はその目元をマスクで覆おおっていた。

　黒い、薄うすっぺらい布製のマスクだ。よく見ると、目の周りに銀糸で刺し繡しゆうが施ほどこされているが、仮面舞ぶ踏とう会でつけるような派手なものではなく、もっと質素なものに見えた。店中の視線が集中したのはこのマスクのせいだ。

　男は、コーヒーをまた一口啜すすった。

「あの……」

　リティーヤは、躊躇ためらいながらも声をかけた。

「何してんの？　お兄ちゃん」

　男はコーヒーを盛大に噴ふき出した。




　リティーヤが布ふ巾きんで零こぼれたコーヒーを拭ふき終わると、男は咳せき払ばらいして言った。

「すまない」

「いや、いいんだけど。お兄ちゃんだよね？」

「違ちがう」

　男は躊躇うことなく否定した。

　リティーヤはもう一度相手の顔をよく見て、それからヤムセを呼んだ。

「先生、この人ですよね」

「……うむ」

　ケーキ皿ごとやってきたヤムセがカウンターの空いていた椅子に座り、男の顔を確かく認にんして頷うなずいた。

「……ファルクロウ？」

「ふ、そんな名は知らんな」

「えい」

　リティーヤはマスクに手を伸ばしむずと摑つかんだが、男はそれを振ふり払はらって椅子を立った。

「やめたまえ。俺は君の兄などではない。俺は──いや。私は」

　男はまた咳払いをして、背筋を伸ばした。

「《薔ば薇らの棘とげ》……そう、《薔薇の棘》とでも呼んでくれたまえ」

　芝しば居いがかった仕草と台詞が、また店内の注目を集めた。なんだ、仮面劇の宣伝か、という声も聞こえてくる。だが、リティーヤの知る限り、《白のラガロ》に《薔薇の棘》などという名前の登場人物はいない。

「……では、《薔薇の棘》」

　口を開こうとするリティーヤを制して、ヤムセが男に話しかけた。

「その、あなたは何故なぜそんな仮面を？」

「笑しよう止し！」

　男は相変わらずの妙に芝居がかった仕草でふぁっさとマフラーを巻き直して──あまり意味のある行動には思えない──言った。

「仮面とは小道具なのだよ、魔ま術じゆつ師しクン。私は狭はざ間まにある者。この世ならぬ場所に立つ者。私がこの現実に姿を現すには、それ相そう応おうの儀ぎ式しきが必要なのだ。そして、仮面とはその儀式を──」

「だからお兄ちゃんなんだよね？　前に舞踏会で顔見たもん、間ま違ちがいないよ」

「ぎ、儀式を──」

　男は言葉に詰つまった。

「お兄ちゃん」

　リティーヤは、カウンターに手をつき、真っ直すぐにマスクの奥の両の瞳ひとみを見つめた。

　男の目は、青空の下の湖のような、澄すんだ青だ。

「う……」

　男は呻うめいた。

　そして、次の瞬しゆん間かんカウンターに叩きつけるようにコーヒー代を置き、身を翻ひるがえして店を飛び出した。

「ちょ……っ、待ってよ！」

　リティーヤはカウンターを飛び越こえ、その背を追って店の外に飛び出した。

　しかしメインストリートに出たところで立ちすくむ。人、人、人──親子連れに、若い男女のカップル、友人同士。一いつ般ぱん人もいれば、《学園》の魔術師も、よその組織の魔術師とおぼしき人間までいる。

　リティーヤは周囲を見回したが、目的の人物の姿は影かげも形もない。そう背の高いわけでもないリティーヤでは、見える範はん囲いにも限りがある。

「う……うわあんっ、もう！」

　それでもいても立ってもいられず、リティーヤは勘かんだけを頼たよりに走り出した。




　──リティーヤがメインストリートに飛び出すのを見届けると、開店直後から店に陣じん取どっていたロードマスターは重い腰こしを上げ、ヤムセについておいでと手招きした。
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　ロードマスターは至って行き当たりばったりに歩いた。メインストリートを適当に北上し、適当に目に入った基き礎そ課程の講義棟とうに入り、適当な展示を眺ながめて、適当な空き教室に入った。ヤムセもそれに従った。

　少人数用の、狭せまい演習室だ。祭り期間中の基礎課程の講義棟では、備品は《六花祭》の運営委員会で管理するため、机や椅い子すはすべて運び出され、残っているのは黒板だけだ。

　黒板に残るいつかの授業の書き残しを眺め、ロードマスターは後ろ手に手を組み、ただ立っている。

　待っているのだ、というのは、ヤムセもすぐにわかった。

　二十も数えないうちに、ドアを開け、室内に音もなく忍しのび入る人物があった。

　ロードマスターは振り返り、分厚い眼鏡めがねの奥から来訪者に微ほほ笑えみかけた。

「やあ、《薔薇の棘》さん」

「今は」

　閉めたドアを背に立つ来訪者は、呟つぶやいて自らの目元を覆うマスクに手を伸ばした。

「レッドロック家よりの使者です、ロードマスター」

　マスクを取り去った顔には、リティーヤと似通った雰ふん囲い気きがあった。

　真っ直ぐに、力強い眼まな差ざしがロードマスターを見み据すえる。

　その視線をいなすように、ロードマスターは穏おだやかに微笑んだ。

「キミも大変そうだね。使い分けがさ」

　ファルクロウはじっとロードマスターの顔を見つめ、悪戯いたずらっぽく笑った。

「《貴ハウス族・オブ・院ローズ》のヨクトにここでお会いできるとは思いませんでした」

「ん？」

「《貴族院》の会合で、ちらりとお顔を拝見いたしました。人の顔を覚えることには自信があります」

「へー」

　興味深げに身を乗り出し、ロードマスターはファルクロウの顔を覗のぞき込む。

「ボクも《貴族院》のヨクトなる人物のことは聞いたことがある。彼は裕ゆう福ふくな事業家で、魔術師だ。そうだよね？　でも、ボクとは別人だと思うなあ。だってボクは《学園》のロードマスターだものね」

「失礼しました。しかし、俺も《薔薇の棘》なる人物は知りません。俺はファルクロウ・レッドロックです」

　ロードマスターはにっこり笑った。ヨクト、というのはロードマスターが愛用している偽ぎ名めいの一つだ。偽名と言っても公式な文書上でもきちんと存在することになっている。書類を偽造したのか、すでにいる人物の名前を使っているのかはわからないが。ヤムセの知る限りでは、ロードマスターはこういった偽名を十は持ち、使い分けている。

「そうだね、これはボクが悪かった。あ、ファルクロウ君、コレうちの研究室のヤムセ」

　ロードマスターはついでのように傍かたわらのヤムセを指し示した。

「フレアバタンで会いました。ヤムセ、久しぶりだな」

　ファルクロウから手を差し出し、ヤムセと軽く握あく手しゆを交かわした。

　ヤムセは握手の際、相手をじっと観察した。素す直なおそうな青い目が、大して抵てい抗こうもなくその目を見つめ返してくる。

「……いったい、あの仮面は何の冗じよう談だんだ？」

「今の俺はファルクロウ・レッドロックだ。それで問題ないだろう？」

「…………」

「そっとしておいてあげてよ。後で時間あげるからさ」

　ロードマスターはぱんと手を叩たたいた。

「さ、それじゃあ、事情を伺うかがおうかな、レッドロック家のファルクロウ君。使者だっけ？」

「ええ──レッドロック家当主、ロイス・レッドロックから、《学園》のロードマスターへご所しよ望もうの品を預かって参りました」

　ファルクロウは、手にしていた鞄かばんから平たい包みを取り出し、それをロードマスターへ差し出すと、淀よどみなく言った。

「『〈昼〉魔術研究』、著者はユローナ。二冊だけ作られたオリジナルのうちの一冊、レッドロック家所蔵版です」

　包みの中から現れたのは、紫むらさきの表紙の、一冊の本だった。




　美しい装そう丁ていの本だった。表紙は藤ふじ色いろで、四よ隅すみは複雑な模様の浮うき出た金属で補強されている。

　その表紙にはめられた銀色の銘めい板ばんを、ロードマスターは指先でゆっくりとなぞった。

「確かにオリジナルだね？」

　ロードマスターの問いはヤムセに向けられていた。ヤムセはロードマスターから本を受け取ると、最初と最後の数ページを確かく認にんし、頷うなずいた。

「ユローナのサインです。魔ま術じゆつによる封ふうじも彼女のものです。間違いありません」

「キミが言うなら確かだろうね」

　ヤムセは、ロードマスターに本を返して尋たずねた。

「これはいったい、どういうことなのですか」

「うーんと、ね。《風と八月党》がユローナの魔導書を奪うばってっただろう？　あれ、学内には奪われたやつ一冊しかなかったんだ。写本も作ってなかった。何しろ、ユローナの研究は一度全部否定されたからね」

　魔導書とは魔術の使い方を記した研究書だ。通常の研究書とは異なり、それ自体に魔力が込められているため、印刷による大量生産ができない。写しを作るにしても、手作業となる。

「再調査も研究も禁じられてさ。で、奪われたやつは彼女が出しゆつ奔ぽん直前に書いていた書きかけのものだったからなおさら、ほとんど閲えつ覧らんされることもなく、禁書として書庫に封じられてたんだ。キミだって見たことなかっただろう？」

「……ええ」

「その後彼女は出奔、フレアバタンに立ち寄り、そこでしばらくレッドロック家の庇ひ護ごを受けていた。そして去り際ぎわ、一冊の本を置いていった。それがこれ。書きかけだった本の、完成版」

　ロードマスターはその貴重な本の表紙をぺしっと指で弾はじいた。

「……それで借り受けたわけですか？　よく、レッドロック家にあるとわかりましたね」

「んんー。実は裏ではちょっと噂うわさが流れてた時期があったの。キミがまだデイロックに帰ってた頃ころの話だから、知らなかったんだろうけど。レッドロック家にユローナの魔導書があるって」

「……なるほど」

「で、ボクはレッドロック家のオトモダチにちょっと尋ねてみたわけだ。もしかして、お宅にコレコレこういう本はありませんか、ってね。出てきたのがこの本。届けてくれたのがこのレッドロック家の十九人目の養子、十一番目の息子むすこである──」

「十二番目です」

「十二番目の息子であるファルクロウ君。よく雑用させられてるみたいだけど、ご当主はキミを使うのが好きなのかな？」

「俺ならいつでも暇ひまだと思っているんですよ。子どもの中では、一番若いもので」

　ファルクロウは少し困った顔でそう言った。

「実際は、さほど暇でもないんですけどね」

「それはそうだろうね。特務警察の捜そう査さ官なわけだし」

　適当に相あい槌づちを打つと、ロードマスターは周囲を見回し、椅子がないのに気付いて床ゆかに直接座った。腰こしを下ろした途と端たんに、眉まゆを顰ひそめる。

「ヤムセ、コートちょうだい」

「何故なぜですか」

「床が冷たいから下に敷しく」

「……嫌いやです」

「けち」

　呟いて、彼はあぐらをかいた膝ひざの上に本を載のせ、表紙を開いた。

「……結局どういう書なのですか」

「〈昼〉魔術の研究書。だから、〈昼〉魔力がないと実際には使えないんだけど……あ、でも、《グリーンワードの魔導書》についての記述もある、みたいだね。《風と八月党》の狙ねらいはそっち関係かなあ。それで」

　ロードマスターは顔を上げ、ファルクロウに尋ねる。

「ご当主はこの件について何か言ってた？」

「『〈昼〉魔術研究』はこれが完成版です。未完成の《学園》版には重要な欠落があって、それだけでは完結していないとか」

「ふむふむ。で、これはくれるの、貸してくれるの？」

「命に代えても持ち帰れとの命を受けております」

「ちぇっ。まあ、そんなところか。ちょっと待てよー……あ、ヤムセ、ボクこれ読んでるから適当にお客様と談笑してて。ファルクロウ君、キミ、おなか空いてたりしない？」

「しません。ここで待たせていただきます」

　ファルクロウは肩かたを竦すくめて言った。

「このような貴重な本が盗ぬすまれるなど、《学園》の管理体制をレッドロック家は非常に疑問に思っています。信用できない管理下に貴重な魔導書を一時とはいえ預けることはできません」

「手厳しいねえ」

　ロードマスターは上の空で返事をし、すぐに手の中の本を読み進めることに没ぼつ頭とうした。

　ファルクロウは教室の壁かべにもたれるようにして床に腰を下ろし、ヤムセを見やって言った。

「俺に話があるんだろう？」

「……ああ」

　ヤムセは答え、躊躇ためらいながらも彼の前に腰を下ろした。大の男が三人も、狭せまい空き教室で座り込んで雑談というのも妙みような構図だが、仕方がない。研究室まではずいぶん時間がかかるし、何よりあそこは部外者立ち入り禁止だ。

　ヤムセは少し考えてから、切り出した。

「私はリティーヤの指導教官だ。知っておきたい。ファルクロウ、おまえはリティーヤの兄なのか？」

「…………四年前まではそうだった」

　ファルクロウは腕うでを組み、ロードマスターの方を眺ながめながら言った。

「俺がレッドロック家に養子入りするまでは、あいつは確かに俺の妹だった。今はもう違ちがう」

「…………」

「あいつは俺が出しゆつ征せいしている間に家族とはぐれたんだ。俺も最初は確かに死にものぐるいで捜さがした。だがある時諦あきらめた」

　青い目はリティーヤと似て澄すんで美しくすらあったが、彼女のものより、一段階暗い色調を帯びていた。

「……兄として会うつもりはないということだな？」

　その青い目が、ゆっくりとヤムセの方を見る。

　射い貫ぬくような目をしていたが、その顔にはどんな表情も浮かんではいなかった。

「俺にとって、妹はもう過去の亡ぼう霊れいだよ」

　ただ、静かな声がそう告げた。




「俺にとって、妹はもう過去の亡霊だよ」

　リティーヤは目を見開いた。

　その手はドアノブにかけられたところで止まっていた。

　メインストリートを散々駆かけ回った挙げ句、カーテンもないこの部屋の窓にロードマスターらしきぼさぼさの白髪しらが頭あたまを見つけ、不ふ審しんに思ってやってきたのだ。

　いったいどうしてこんな空き教室に？という疑念が湧わいてきて、すぐにドアをノックするのは躊躇われた。ちょっと悩なやんでいる間に、中から人の話し声が聞こえてきて、その一つが兄の声だとわかった途端、リティーヤはささやかな躊躇を放ほうり出してドアノブに手を伸のばした。

　そうして、今の台詞せりふを聞いたのだ。

　見開かれたリティーヤの目は、ドアの木目の一つ一つをはっきりと映している。

　だが、頭の中に結ばれるのは、別れた頃の兄の、たった今巡めぐり合ったマスクをした兄の、その顔だ。

　その兄が、その口で、そう言ったのだ。

　そのことを理解すると同時に、リティーヤの中で焼け付くような激情が沸わき上がった。

　頭に血が上ったまま、ドアノブを捻ひねりドアを開ける。

　バンッ！とドアを壁に叩たたき付けるようにして室内に乗り込み、真っ先に目についた金きん髪ぱつ碧へき眼がんの男に身体からだごとぶつかっていく。

「わ、ぐっ!?」

　勢いを支えきれず、男は後頭部を壁に痛打した。

　リティーヤは構わず、男の上に馬乗りになったまま、その胸むなぐらを摑つかんで怒ど鳴なった。

「何考えてんのよこのクソバカ兄貴っ！」

「ま、り、てぃ、や、待てっ」

「待て？　あたしはもう待ったの、七年間待ち続けたの！　それでどうしてこういうことになるの、ねえっ、ちょっとお兄ちゃん、聞いてるの!?」

「いっ」

　がっくんがっくんとリティーヤが男の胸ぐらを摑んで揺ゆらすたび、その後頭部が壁にぶつかる。ヤムセが見かねたのか間に入り、リティーヤの腕を摑んだ。

「落ち着け、リティーヤ」

「先生邪じや魔ましないでくださいっ、お兄ちゃんなんですよ、だって、お兄ちゃんなんですよ、それなのになんなんですかこの男はっ、なんであたしのこと過去の……っ、亡霊だとかなんだとか、カッコつけて言わないでよ、バカーッ！」

「わ、私は君の兄ではないっ」

　リティーヤの手が緩ゆるんだ隙すきに、男は再びマスクをつけていた。

「お兄ちゃん、またそうやってわけのわからないことを──」

　リティーヤは再び男を捕つかまえようとしたが、その前にヤムセに脇わき腹ばらを抱かかえられ、引きはがされた。

　男はずりずりとリティーヤから後あと退ずさり、上うわ擦ずった声で言った。

「い、いいか、ただし先さき程ほど店でファルクロウなど知らんと言ったのは噓うそだ。私はファルクロウを知っている。あれは私の魂たましいの双ふた子ごっ！」

「だからアホなことを言うなっ！」

「ファルクロウは心の内ではおまえのことを大切に思っているのだっ」

「はあ？」

　マスクをつけた男は、リティーヤをヤムセが押さえつけていると見るや、咳せき払ばらいをして立ち上がった。

「いいかね、リティーヤ君。私はファルクロウの魂の双子だ。君のこともファルクロウから聞いている。君に、彼が戦地から故国に戻もどり、家族と再会したところから話して聞かせてあげようではないか」

「……え、ええ？　ちょっと、なんなの、ねえ、お兄ちゃん、頭打った？」

「たった今君の手によって散々壁に打ち付けられたが、私の頭は正常だっ」

　男は思わず興奮した自分を落ち着けるかのように、芝しば居いがかった仕草で黒いコートの埃ほこりを払はらい、びしりとヤムセに指を突つきつけた。

「いいかね、ヤムセ君、その跳はねっ返りをしっかり押さえつけていてくれたまえっ」

「先生っ、なんでお兄ちゃんの味方するのっ」

「これはおまえの兄なのだろう？」

　ヤムセはリティーヤの両りよう腕うでを背後でしっかり押さえつけ、床ゆかに無理矢理座らせて言った。

「話くらい最後まで聞いてやれ。兄を信じているのならな」

「ぐ……っ」

　リティーヤは、暴れようにもヤムセの拘こう束そくから逃のがれることもできず、渋しぶ々しぶ状じよう況きようを受け入れた。

「もうっ！　わかったよ、話して！」

「ふむ、わかってもらえて嬉うれしいよ」

　男は口元だけでふっと微ほほ笑えみ、窓まど枠わくに腰こし掛かけ──語り始めた。




　その物語は、戦争が終わり、ファルクロウが故国に戻ったところから始まった。

　ファルクロウが戻った頃ころには、故郷の開かい拓たく村はすでに失われていた。

　敗戦と同時に入植者たちは本国への帰き還かんを開始したのだ。その混乱の中で一家が離り散さんするというのも、そう珍めずらしいことではなかった。

　ファルクロウは、首都で再会した家族から、引き揚あげの途と中ちゆうで妹が行方ゆくえ不明になったと知らされた。彼は家族と一いつ緒しよに妹を捜した。首都で雑貨屋を経営していた伯父おじを頼たより、戦災孤こ児じの多く収容されているという孤児院を訪ねて回り、何年も、何年も、捜した。

　だが、見つからなかった。

　そこまで聞いて、リティーヤは思わず俯うつむいた。

「あたしは……その時には《学園》に……」

　リティーヤの心情を察したのか、男が慰なぐさめるように言った。

「別に責めているわけではない。君が無事で良かったんだ」

「でも……」

　とにかく、と男は先を続けた。

「やつは──ファルクロウは、もう国内に妹はいないのかもしれない、と考え始めた。その頃、軍隊時代の上官にちょっとした働き口を紹しよう介かいされた。西部一帯に支店を持つある貿易会社で働かないか、というものだ。少しでも妹についての情報が欲しいと思っていたやつはそれに飛びついた。……家族の許もとに自分だけがいることにいたたまれなさを感じてもいたしね」

　リティーヤは、小首を傾かしげた。

「……いたたまれない……？」

「……君の兄はね、再会した時、責めてしまったのだ」

「…………？」

「父や、母や、双子の姉を。どうしてあの子を一人にしてしまったのだと……自分だって、その場にいなかったくせにね」

　男は口元だけで笑った。

「勿もち論ろん、後から自分の間ま違ちがいに気付いたよ。しかし、言った言葉を元に戻すことはできないんだ。だから、やつは、自分が妹を捜さがし出して、連れて戻ると啖たん呵かを切って、家を出て……以来、家にも戻れなくなってしまったのだ」

　リティーヤは時折男の口元に浮うかぶ笑えみの寂さびしさに、その時にはすでに気付いていた。

　泣きたいような、叫さけびたいような、けれどどれも許されない中で、ただ拳こぶしを握にぎった。

　男はその後のことを詳くわしくは語らなかったが、紹介された会社を通じてレッドロック家の仕事を幾いくつか請うけ負ううちに、今の当主と出会ったらしい。……そしてやがて当主に気に入られて養子入りに至ったのだ。勿論、養子入りまでにはさらに一波乱も二波乱もあったのだろうが、それはまた別の時に語られるべき物語だ。

　話を聞き終えたリティーヤは、目を閉じて頭の中を整理した。

　この数週間抱えていた幾つかの疑問は、話を聞くことによって解決された。

　兄は家族を捨てたわけではなく、ただ、帰れなくなってしまっただけなのだ。

「……お兄ちゃんには、もう、新しい家族が、いるの……？」

　俯き、目をぎゅっと閉じたまま、そう囁ささやくような声で尋たずねた。

　答える声には、躊躇ためらいと、リティーヤへの気き遣づかいが含ふくまれていた。

「やつにとって、レッドロック家の当主は恩人なのだ。家族の許にも戻れず、妹も見つからず、自じ暴ぼう自じ棄きになっていたところを、救ってくれた。その恩を裏切ることはできない。レッドロック家の人間であるやつには、兄として君に会うことは許されない行こう為いなのだ」

「…………」

「わかってやってくれ。それでも、やつは君のことをとても大切に思っているし……本当は、何をおいても会いたいのだ。だが、できない。だから、やつは私に頼たのんだ」

「……《薔ば薇らの棘とげ》に？」

「そう。自分の代わりに、妹に、会って欲しいと……」

　リティーヤは黙だまり込んだ。ヤムセはすでに腕うでを押さえつけていなかったが、リティーヤの方ももはや暴れるつもりはなかった。

　ただ、顔を上げ、眉まゆをキッとつり上げて、男の目を見つめた。

「バッカみたい！」

「……ああ」

　男は項うな垂だれ、落ち込んだような声を出した。リティーヤは男の前に立つと、彼の胸をどんと拳で叩たたいた。

「ちょっと、《薔薇の棘》がそんな顔しないで！」

「リティーヤ……」

「仕方ないじゃない、七年も経たっちゃったんだから。あたしだって《学園》にいたし、会えただけでも……あ、いや、会えてないけど、とにかく、お互たがい無事だってわかっただけでも良かったんだから。他ほかの家族とは連絡取ってないの？」

「あ、ああ、手紙のやりとりはしている。皆みな、首都で元気にやっている」

「……そう」

　リティーヤは少しの間俯いてから、

「……良かった」

　囁いた。

「ヤムセ」

　その時、それまで黙っていたロードマスターが、本から視線を上げないままヤムセに声をかけた。

「あれ、ロードマスターいたんですね」

「いたよー、リティーヤ。ねえヤムセ、ちょっと、これ見て欲しいんだけど」

　ロードマスターに手招きされて、ヤムセが彼の指し示すページを覗のぞき込んだ。

「ここになんか、面おも白しろいものがあるんだけど」

　ヤムセは、ロードマスターの指すものを見た途と端たん、珍しく息を吞のんだ。

「魔ま術じゆつ……《昼の門》……？」

　へ、とリティーヤは訊きき返し、それが意味することを考えて、眉み間けんに小さな皺しわを作った。





３






「〈昼〉の台座は移動する」

　ヤムセがそう説明し、狭せまい教室に残っていた黒板の文字を綺き麗れいに拭ふき取り、改めて白はく墨ぼくで簡単な大陸の地図を描えがいた。

「〈夜〉、〈夢〉、〈流れ〉の台座は今まで一度も人類の前に姿を現していない。少なくとも記録にはない。だが、〈昼〉の台座は非公式な記録も含めて、何度か人類の前に姿を現し──そして、消えている」

　きゅ、と白墨が黒板の上を滑すべり、大陸の地図上、数カ所の地点に印がつけられる。

「これは〈昼〉の石板が失われたせいだと考えられている。ただしその出現周期や出現場所に規則性を見いだした人間はいない」

「で、その今言っていた《昼の門》っていうのは……？」

「その〈昼〉の台座の出現場所を予測するための儀ぎ式しき魔術だよ」

　そう言ったのは、紫むらさき表紙の本を抱かかえた、ロードマスターだった。

　彼はぼりぼりと顎あごを搔かきながら黒板を眺ながめた。

「ユローナは、過去の出現例からその時の大陸全土の気候に注目したんだ。《ヘビの一族》の記録も使ってる。氷床コアの魔力痕分ぶん析せきも──うん、これは結構な精度があるんじゃないかな？」

「《風と八月党》が狙ねらったのは、その《昼の門》っていう魔術なんですか？」

「その可能性が高いと思うよ。この本の中で、使えそうなのはこれだけだ。他は〈昼〉魔力がないと根本的に役に立たないものばかりだけど、これは〈昼〉魔力のあるなしは関係ないんだ」

「じゃあ、《風と八月党》が次に狙うのは〈昼〉の台座ってことなんですね……」

「いや、ところがね」

　ロードマスターは楽しそうに含み笑いを漏もらし、本を叩いた。

「後からつけられた注ちゆう釈しやくによると、《学園》版のここの項こう目もくは不完全らしいんだ。ご当主が言っていた欠落っていうのも、ここに関かかわるものだろう」

「何が足りないっていうんですか？」

　ロードマスターは、相変わらず楽しそうに、今度はこつこつと指で黒板を叩いた。

「《地図》さ」

　訝いぶかしげな視線が彼に集中した。それを満足そうに受けて、ロードマスターは説明していく。

「この魔術を完全なものにするには、《地図》が必要なんだ。特とく殊しゆな処置を施ほどこした《地図》上に〈昼〉の台座の出現場所が示される、っていう形だからね。この本には《地図》がついてるけど、《学園》版にはそれがないわけ」

「じゃあ、《学園》版だけじゃ、台座の出現場所はわからないんですね」

「うん。で、問題の《地図》だけど、たぶん、この完成版以外には──」

　ロードマスターは小首を傾げ、眉を顰ひそめた。

「ない、よねえ……でも、それだと《学園》版を盗ぬすんだ意味がなくなっちゃうよ。確かに貴重な魔導書だけど、それだけだ。書かれているのは実用できない魔術ばっかりだし、幾ら凄すごく踏ふみ込んだ論が載のっていたって、そのためだけに危険を冒おかすとは考えにくい。まあ、そりゃあ、《風と八月党》は《キツネ》狂きよう信しん者の集まりってことになってるから、理り屈くつなんてどうでもいいのかもしれないけど、それにしたって、ねえ……」

　リティーヤもロードマスターも口を閉じた。マスクを外したファルクロウは、一人壁かべに背を預け、無関心を装っている。

　口を開いたのは、ヤムセだった。

「《地図》なら、あります」

「どういうことだい、ヤムセ」

「見たことがあるんです。他の論文や魔導書同様、中央図書館の書庫にあります。少なくとも、六年前はそうでした」

「お、さすがユローナの唯ゆい一いつの弟子でし」

　ロードマスターはぱちんと指を鳴らした。

「でも、よくそんなのの場所知ってたね」

「……彼女の研究は、私が《学園》に戻もどってから一通り調べましたから」

「それ、禁じられてるよ」

「知っています」

　ヤムセの声は落ち着いていた。

「しかし、彼女を追うために有用であると思いましたので」

「それだけかな？」

　ヤムセの静かな目がロードマスターを見た。

　その目に浮うかぶ僅わずかに不快そうな感情に気付いて、リティーヤは慌あわてて視線を逸そらした。ヤムセにとって、ユローナのことは今もなお土足で踏み込むことを許さない領域なのだ。

　その領域を踏みにじることになんの抵てい抗こうも覚えていない様子で、ロードマスターは笑った。

「別に、ボクも彼女の研究成果を否定して全部闇やみに葬ほうむるなんてもったいないと思ったもんだし、良いと思うけどね、キミが引き継ついでも」

「私にはそのつもりはありませんし、今はそういった話をする時ではありません」

「はいはい──まあ、そういったことなら、すぐに調べて、今も《地図》が学内にあるか確かく認にんしよう。なければすでに何らかのルートで《風と八月党》に渡わたった可能性があるってことだし、あったらその《地図》こそが次の彼らの狙いってことになるからね」

「あの……」

　結論を出した雰ふん囲い気きのロードマスターに、リティーヤが声をかけた。

「でも、もし《風と八月党》がレッドロック家にその完全版があるってわかってるなら、彼らはそれを狙うんじゃないですか？」

「いやあー、学内から持ち出すのとレッドロック家の書庫から盗むのだったら、ボクなら絶対前者を選ぶなあ。ファルクロウが持ってるってわかってるならともかく。キミはどう？」

　ファルクロウは肩かたをすくめて答えた。

「俺もそうしますね」

「学内の重要書しよ籍せきの管理の悪さは、ボクもいつも問題視して、文句を言っているんだけどね」

「えー……と？」

　ヤムセが、きょとんとしているリティーヤに説明してくれた。

「《学園》本部は二百年前からここにある。蔵書も増える一方で、あちこちに分館が建てられているが追っつかない。古い書籍の補修も間に合わない状じよう況きようだ。管理もかなり……その、ずさんなところがある」

「対して、レッドロック家の書庫は蔵書量で言えば圧あつ倒とう的に《学園》に負けるけど、その分手入れが行き届くし、管理も厳しい。予算も潤じゆん沢たくなんだ。うらやましい限りさ」

　ロードマスターが本当にうらやましげにため息をついた。

　ファルクロウは笑えみを嚙かみ殺しつつ言った。

「偽ぎ書しよと真書の見分けもつかない素人しろうとが金にあかして数だけかき集めた、ともっぱらの評判ですよ」

「まあ、確かに質は一定じゃないけど。おっと、こんなところで話し込んでないで、ボクは早く対策練っておかないと。うん、ご当主によろしく伝えてね、助かったって。またあらためて手紙でも書くよ」

　ロードマスターのその言葉に驚おどろいたのは、ファルクロウの方だった。

「もうですか？　幾いくらなんでも、今日いっぱいはお貸しいたしますが……」

「いや、もうおなかいっぱい。これ以上この本から得られるものはないと思うし」

「…………」

「ね」

　ロードマスターは本をファルクロウの前に差し出すと、微ほほ笑えんで小首を傾かしげた。

「帰って、いいよ？」

　ファルクロウの目が、自分の胸むな元もとに突つきつけられた本を見下ろし、それからゆっくりとロードマスターを見つめた。視線の高さはほぼ同じ。ファルクロウは笑ってはいなかった。

　そのぶつかり合う視線に何かの気配を感じ、リティーヤは不安になってくる。

「あの……ロードマスター？」

「ロードマスター。率そつ直ちよくに申し上げます。レッドロック家はこの件に関して、全面的に協力させていただく用意があります」

「ふーん？　でもいいよ、もう十分」

「十分とは我々は考えておりません」

　本を受け取ることなく、ファルクロウは言った。

「あなたは、《風と八月党》がユローナの魔ま導どう書しよを奪うばったとおっしゃいました。そして、その《風と八月党》は《キツネ》狂信者の集団だとも。すでにご存じのことと思いますが、フレアバタンでも《キツネ》狂信者の一派が騒そう動どうを起こしました。そこの」

　と、そこでファルクロウの青い目がヤムセの方を向いた。

「ヤムセもまた、巻き込まれています。《貴族院》幹部襲しゆう撃げき事件です」

「うん、わかるよ。それで？」

「……《風と八月党》にはフレアバタンで事を起こした一派が合流しているという情報があります。我々としても、無関係というわけではないのです。もしも情報交こう換かんなどに応じていただけるのであれば、写本を作るだけの時間、本をそちらに預けることも……」

「へー。でも、いらないよ？」

　ロードマスターは改めてファルクロウの胸にぎゅうぎゅうと本を押しつけ、ついに手を離はなした。ファルクロウが落ちそうになったそれを慌てて受け止める。

「そっちが《キツネ》の情報欲しいのはわかった。だから協力って名目でこの件に一枚嚙ませろ、ってことね。でも、こっちはちらっと本見せてもらっただけだしね、情報くれって言われても困るなあ」

「写本を作れるんですよ？」

　信じがたい、という顔でファルクロウが確認するのを、ロードマスターはへらへらと笑って拒こばむ。

「やだなー。魔術式くらい、もう暗記したよー」

「…………!?」

「今見せてもらったもん。あれで十分」

「……噓うそでしょう？」

「ほんと」

「……俺も中身には目を通しています。《昼の門》の儀式手順と魔術式だけでも、五十ページはあるんですよ？」

　半ば自失状態のファルクロウに、ヤムセがなんとなく気まずそうに声をかけた。

「魔術師は、日ひ頃ごろ浴びるように魔術式を目にしている。そうしていると、ざっと見ただけでも、だいたいの構成を理解し、自分でも再構築できるようになるんだ。ロードマスターのは、確かに少し異常だが、できないことではない」

　ファルクロウはぽかんと口を開け、それから、その口が歪ゆがんで、最後には笑い出した。

「く……、ああ、わかりました、当主の言った意味が。あなたはたぶん応じないだろうと、あの人はそう言ったんです」

「ふーん？　で、応じなかったらどうしろって？」

「機密情報です」

　ファルクロウは優ゆう雅がに頭を下げた。

「それではこれで失礼いたします、ロードマスター。お役に立てたのなら幸いです」

「すごく役に立ったよ。ありがとう。ご当主によろしく伝えてね」

　別れの挨あい拶さつをして、ファルクロウはドアに向かう。リティーヤは自分の隣となりを通り過ぎる彼に声をかけようとしたのだが、視線が合った瞬しゆん間かん、何も言えなくなった。

「…………」

　ファルクロウも何も言葉を発することなく、立ち止まり、黙だまってリティーヤを見つめる。

　このままでは、これが別れになってしまう。

　リティーヤは焦あせり、言葉を探し、迷いながらも口を開いた。

「おに……」

「あ、リティーヤも出てってね。ちょっとこっちで作戦会議するから」

「は？」

　気がつくと、ロードマスターが、何故なぜかリティーヤの首根っこを摑つかんでいた。ネコでもつまみ出すような扱あつかいだ。

「だって、キミただの学生でしょ」

「そ……それはそうですけどっ、あたしにぶごっ」

　あたしにも関かかわることじゃないですか、と言いかけたリティーヤの口を、ロードマスターの手が塞ふさいだ。

「余計なことは言わないの、部外者の前で」

　ロードマスターが、眉まゆ根ねを寄せて、めっ、と子どもを叱しかるように言った。

　リティーヤは視線をこっそりファルクロウへ向ける。確かに、何も知らない彼の前で自分がこの件に関わる、と公言するのはまずい。

　リティーヤを解放すると、ロードマスターはファルクロウとリティーヤの背に手を当て、開けたドアの外へ押し出した。

「あ、ちょ」

　それでも一応抵てい抗こうしようとするリティーヤの鼻先で、ドアが閉まった。

「…………」

　リティーヤは、同じく廊ろう下かに出されたファルクロウの方を、おそるおそる窺うかがった。

「その……おに、」

「ふ、この《薔ば薇らの棘とげ》に何か用かね、リティーヤ君」

　その時には、ファルクロウは、すでにマスクをつけていた。

　リティーヤは脱だつ力りよくし、座り込んで頭を抱かかえた。

「どうしたのだね？　ん？」

「いや……なんか、まあ、いいんですけど。むなしいっていうか」

「ふっ、落ち込んでいたいのならばそうしたまえ。私には仕事がある」

「え。フレアバタンに戻もどるんじゃないの？」

「ふん」

　不敵な笑みだった。

　自信たっぷりに胸を反らし、男は言った。

「協力するなと言われたのはファルクロウ・レッドロックだ。私ではない」

「あー……そう来るのか」

「協力を断られたからと言ってこのまますごすご帰っては、当主に叱られてしまうからね。せいぜい嗅かぎ回らせてもらうよ」

「はあ……じゃあ、もうちょっと本こ部こにいるんだ」

「そうなるだろうね。それより」

　男はリティーヤの顎あごを摘つまみ、自分と視線が合うように顔を上げさせた。

「君はどうするのだね？」

「……？」

「私は私の仕事をする。君は？　君の仕事はなんだね」

「あたしは……」

「《学園》の魔術師は、どうするのだね。兄を……思って、嘆なげき悲しむばかりかね？」

「…………」

　リティーヤは、自分の顎を摑む相手の腕うでを摑み、それをゆっくりと下ろした。

「そんなこと、ない」

　マスクの奥の青い目を見つめ、はっきりと宣言する。

「あたしだって、その、がんばるんだからっ」

「ほう？　どうやって？　作戦会議だからと、追い出された学生が？」

「……自分だって追い出されたくせに」

「私は自ら出て行ったのだ。今後の活かつ躍やくのためになっ」

「じゃあ、じゃあ、あたしだって活躍する」

　腰こしに手を当て、出来る限り傲ごう岸がん不ふ遜そんに、相手を見上げる。

　男は、歯を見せて笑った。

「では、どちらが活躍できるか勝負だな、リティーヤ君っ！」

「お、おお、いいよ、受けて立ってあげる！」

「ふははっ、さらばだっ！　また会おう！」

　男はそう言うと、リティーヤに背を向け、廊下を笑いながら歩き去っていく。通行人がおかしな顔でそれを見送っているが、男も、リティーヤも、あまり気にしなかった。

　リティーヤは黒いコートが階段の向こうへ消えるまで見送り──。

　どっと疲つかれを感じ、ドアにこつんともたれかかった。




「はあー……」

　ため息をついてメインストリートを歩く。

　リティーヤは、家族連れや若者の集団が目立つ人ひと混ごみを、特にあてもなく流されていた。時折人が肩かたや背中にぶつかっては追い抜ぬき、あるいは通り過ぎていく。

『とにかく、お互たがい無事だってわかっただけでも良かったんだから』

　自分が兄に言った台詞せりふに吐はき気がする。

　いつから、自分はそんなに聞き分けの良い妹になったのだ？

「無事だってわかったけど、だからって、よかない、よね……」

　良いことなどありはしない。

　家族、家族と呟つぶやいていれば、今までは力が湧わいてきた。つらいことだって、寂さびしいことだって、自分には味方がいると思えば耐たえられた。

　それが、どうだ。

　勿もち論ろん、兄は自分を大切に思ってくれているだろう。それは、幾いくらなんでもわかる。『亡ぼう霊れい』などと言い切った、あの言葉が真実であるはずがない。あれはあくまで『レッドロック家の養子』としての発言だ。リティーヤの兄としての思いは、また別にあるはずなのだ。

　それを信じている。

　だが、もはや兄は自分の兄というだけではない。レッドロック家の養子、ファルクロウ・レッドロックなのだ。

　いや。

　その前からそうだったのかもしれない。兄は、ずっと、兄の人生を歩んできたのだ。リティーヤがリティーヤの人生を歩んできたように、家族だからといって常に味方なんて、そんな都合の良い話があるわけがない。

　自分が信じてきたものは、幻げん想そうだったのか。

「……っ、まっ……たく、あたしはなんでこう、……アホなことばっかり考えちゃうのかな」

「そこの学生さーん」

　……リティーヤは呼び声に反応して立ち止まり、通り過ぎた店の方を振ふり返った。

　古道具を売る店と古書を売る店との間の狭せまい空間に、敷しき物ものを敷しき、古着や古めかしい道具を置いた露ろ店てんがあった。周囲の店のような覆おおいがない分、ひどく寒そうだった。雪でも降れば店じまいは避さけられない。

「よくもこんなところに……」

「場所取れなくてさあ。無理矢理潜もぐり込んだんだ」

　売り子は、汚よごれた毛皮の帽ぼう子しを目ま深ぶかに被かぶり、継ぎの当たった上着を着て、寒そうにマフラーに口元を埋うずめていた。腰を下ろしているのは、どうやら木箱らしい。

　リティーヤは、店の前で立ち止まって、売り子をじっと見つめた。

「このネックレスとか結構掘ほり出し物でさー。あ、妙みような呪のろいはかかってないよ、ただちょっと笑えるいわくがあってね」

「どうして……」

「ん？」

「どうして、こんなところにいるの？」

　男は、帽子の陰かげからリティーヤを見上げ、にっこりと笑った。

「やだな。俺は、嬢じようさんのいるところなら、どこにだって現れるよ？」

　目を細めて、キツネ顔の男はじゃらじゃらとガラス玉のネックレスを揺ゆらした。
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「誰だれか……っ」

「無む駄だだよ。俺たちは石ころと同じさ」

　男はガラス玉のネックレスの汚れをぼろ布で拭ふき取りながら言った。

「俺を見ることができるのは、俺が見せたいと思った人間だけさ。見る、っていうか、意識する、って方が《学園》的かな？　《学園》ってのは、ずいぶん正確な言い回しにこだわるから。大した意味はないのにねえ。ガラスも、宝石も、同じように見えるんだったら、違ちがいはないんだよ──真実なんてものに、大した意味はないんだ」

　ガラス玉だったはずのネックレスが、ぼろ布で拭いたところから異様な輝かがやきを放ち始めた。人の意識を吸い込むような、ほの暗い輝きだった。

　周囲の人間が男の言葉通り自分たちを無視していくのに気付くと、リティーヤは腹をくくって相手のキツネ顔を睨にらみ据すえた。

「何の用？　最近は学内に乗り込むのが趣しゆ味みってわけ？」

「だって嬢さんあんまり外に出ないんだもーん」

「誰かさんのおかげでね」

「俺が〈昼〉魔ま力りよくを与あたえたせいだって言いたいの？　でも、そうしないと嬢さんは七年前に死んでたよ」

「……それもあんたなりの反骨精神、ってやつ？」

「んー？」

　男は──《始原のキツネ》は、弄もてあそんでいたネックレスを放ほうり投げてリティーヤを見上げた。

「あんたは、いつだって運命にあらがって来たんじゃないの、ってこと。あたしが死ぬところだったから、あんたは助けた。……二百年前、人類が全ぜん滅めつしそうだったから、ラガロに魔術を与えたみたいに」

《キツネ》の目にはっきりと愉ゆ悦えつの色が浮うかんだ。彼は好もしげにリティーヤを眺ながめ回した。

「ふうん？　そりゃ凄すごい。俺はなんてイイヒトなんだろう！」

「あんたが善意でそうしてるんじゃないってことくらいわかってる。あんたはただ、楽しみたいのよ。自分で、あるべき運命とか、流れとかいうものに逆らって、別の運命を与えることで」

「あらら」

「違ちがう？　助けたいだけなら別の方法もあったはずよ。でもそうじゃなくて、あんたは人類に魔術って運命を与え、あたしには〈昼〉魔術っていう運命を与えた。まるでそっちの方が目的みたいにね」

「俺は誰にもああしろこうしろなんて言ったことはないよ。ただ、みんなが勝手に踊おどるんだ」

《キツネ》はそう言うと、手慰みなのか、売り物のナイフで遊び始めた。ペンでも回すように、手の甲こうや指の先で回転させていく。

　そのナイフが、突とつ然ぜんぐにゃりと曲がる。

　曲がって、うねって、ねじれて、色づく。

　それは見る間に小さな、緑色の美しいヘビになって、しゅるりと彼の指に絡からまった。

《キツネ》がヘビの頭を撫なでると、それはお辞じ儀ぎをするようにリティーヤに頭こうべを垂れた。

「というわけで、俺とダンスはいかがでしょう、お姫ひめ様？」

　リティーヤは、自分に出来る限りの冷たい声で言った。

「……そんなことを言いに来たの？」

「そうだよ」

《キツネ》はにんまり笑った。相あい槌づちでも打つように、ヘビはちろちろと舌を出した。

「嬢さんがそろそろへこんでるかなーっと思ってさ。励はげましに来ました」

「来ました、じゃないわよ。あんたのつまんない冗じよう談だん聞いて、あたしが元気になるわけないじゃない。そもそも、別にへこんでないし」

「あれ？　ファルクロウ・レッドロックにはもう会ったんだよね？」

　ぴくり、とリティーヤの頰ほおが微かすかに震ふるえた。

「残念だったねえ、せっかく見つかったのにレッドロック家の養子だなんて」

　リティーヤは内心の動どう揺ようを示してしまったことに舌打ちしたい気分だったが、せめて毅き然ぜんとした態度でいようと、胸を張った。

「別に、平気よ。お兄ちゃんはお兄ちゃんだし、あたしの──」

「お兄ちゃん？」

　く、と低く、《キツネ》は笑った。くく、と堪こらえきれないように、肩を震わせ笑い続ける。

「お兄ちゃん、だって？　嬢さんのお兄さんは、もういないんだよ。この世のどこにも」

「い、いたじゃない！」

「アレは『ファルクロウ・レッドロック』。嬢さんのお兄さんじゃない。彼はもう、嬢さんのお兄さんであることを止やめたんだ。家族から離はなれたんだよ。他ほかの家族だってそうじゃないの？」

「！」

「お姉さんは結けつ婚こんしちゃってるかもしれない。お父さんとお母さんだって、もう新しい生活を始めてる。それって、悪いことじゃないよね？　ごく当たり前のことだ。嬢さんが《学園》に入って家名を捨てたように、彼らは自分たちの人生を生きているだけだ。嬢さんの時間が七年前で止まっていたって、彼らの時間は流れてる。もう、押しとどめようがない」

「違うっ！」

「違わない。ああ、可哀かわい想そうな嬢さん」

　歌うように《キツネ》は言った。相変わらずちろちろと見え隠かくれするヘビの舌は、ぞっとするほど赤い。

「親友はいなくなっちゃった。嬢さんのこと好きになってくれた人も離れて行っちゃった。今度はお兄さんも。そうして、嬢さんは得たものすべて失うんだよ。つらいつらい別れを何度も何度もしなくちゃいけない」

「そんなの……っ」

「俺には全部見えてるんだ」

　ヘビの絡まった指先が、リティーヤの前に差し出される。

　ヘビは鎌かま首くびをもたげ、リティーヤに対してかぱりと真っ赤な口を開いた。

　その口が、どんどん大きくなる。

　身体からだの三分の一まで裂さけ、鮮紅色の血が噴ふき出し、それが花弁となってはらりと白い雪の上に落ちる。

　次の瞬しゆん間かんには、ヘビの口は血のような色をした花弁を持つ花に、緑色の胴どう体たいは棘とげのある茎くきになっていた。

「全部……見えてるよ。嬢さんが、本当は人一倍寂さびしがり屋なのも」

《キツネ》はリティーヤの手の中に花を押し込め、満足げに笑った。

「だからせめて、この花に、心慰められてくれたらいいなあ、って」

　リティーヤは言葉を失っていた。思わず握にぎりしめた茎の棘が掌てのひらに刺ささり、その痛みで我に返った。

「な……慰める気なんかないくせに！　あたしのこと怯おびえさせて楽しんでるんでしょう！」

「いやー、そういうわけじゃないんだけどな。あ、じゃあさ、一いつ緒しよに行く？」

「は……!?」

　リティーヤは何か聞き間ま違ちがえたのかと思って、まじまじと相手の顔を見つめた。

　だが、《キツネ》はしれっと繰くり返した。

「だから、俺と一緒に行く？　辛つらいんなら、ぜーんぶ投げ出して、捨てちゃえばいいんだ」

　リティーヤは愕がく然ぜんとして目を見開き、口を開け、そして勢いよく首を横に振ふった。

「行かないっ！」

「あー、まあすぐに答え出るようなもんでもないよね。それなら、もうちょっと待ってあげる」

《キツネ》の手がリティーヤの目の前にぬっと突つき出された。リティーヤが何か言う前に、《キツネ》はその指をぱちんと鳴らした。リティーヤは思わず目を閉じる。

　次に目を開けた時には、《キツネ》の姿はそこにはなかった。

　ただ、彼がそれまで腰こし掛かけていた木箱だけが、ぽつんと店と店の隙すき間まに置いてある。

「あ……っ」

　リティーヤは慌あわてて周囲を見回した。

「嬢じようさん」

　声の聞こえてきた方を振り返ると、キツネ顔の男が、先ほどまで商品を置いていた敷しき物ものを丸めて肩かたに担かつぎ、人ひと混ごみの中で手を振っていた。

「あとでね」

　そう言って、人の流れの中に紛まぎれ込み、溶とけ合い、一つになって、消えていく。

　その様子を見つめ、きっと彼はこれまでもずっと、そうしてきたのだ、とリティーヤは直感的に思った。人間の皮を被かぶって、人々の中に紛れ込み、こっそりほくそ笑えんできた、キツネなのだ。

「…………」

　リティーヤはその消えた先をじっと見つめ、それから、手の中の真っ赤な花を見下ろした。

　季節はずれの深しん紅くの薔ば薇らは、ゆらゆらとリティーヤの手の中で揺ゆれていた。




「というわけで警備を強化してください」

　リティーヤはヤムセの目を真っ直すぐ見上げてそう言った。

　中央図書館の裏手から《学園》北部へ抜ぬける、細い道だった。

　メインストリートからは外れている上、催もよおし物の会場もないから、この辺りには一いつ般ぱん人は入ってこない。図書館でヤムセを見つけたリティーヤが、彼をここまで引っ張ってきたのだ。

「…………」

　ヤムセはリティーヤを見下ろしている。眉まゆ根ねを寄せ、不ふ機き嫌げんというよりは、訝いぶかしげな様子だ。

　リティーヤは、イライラと言葉を叩たたき付けた。

「なんですか。本当なんですからね。《キツネ》が現れて、あたしを外に連れ出すって言ったんです」

「それは疑っていない」

「じゃあ……」

「とりあえず落ち着け」

「落ち着いてます。落ち着いて考えた上で、先生に警備を強化してくださいっていっ──った、いたたたたっ」

　ヤムセがリティーヤのこめかみを指の関節で挟はさんで、ごりごりと圧あつ迫ぱくし始めた。リティーヤは暴れるが、力では勝てない。結局一通り悶もん絶ぜつした後、ヤムセの手が離れてようやく解放された。

　リティーヤは解放されると素す早ばやく距きよ離りを取って、小動物のように我が身を守りつつ言った。

「ぎゃ、虐ぎやく待たい反対っ」

「落ち着いたか」

「わああっ、寄るなっ、ちょ、」

　リティーヤは後ずさり、狭せまい道からはみ出して、雪に足を取られてずぼりと雪面に尻しり餅もちをついた。コート越ごしとはいえ、冷たい。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「誰だれのせいでこうなってるかわからないんですか!?」

　ヤムセは強ごう引いんにリティーヤの手を引いて、彼女を引っ張り起こした。

「うう、スカートまで濡ぬれた……っ」

「冷静に考えろ、と言っているんだ」

　ヤムセはため息混じりに、再び手を伸のばし、リティーヤのこめかみを挟み込んだ。

「ぎゃー、や、やめーっ」

「おまえはその《キツネ》が目の前にもう一度現れた時、自分にまともな判断ができると思うのか？」

「……？」

　痛みはなく、自分を押さえ込んでいるだけの師を、リティーヤはおそるおそる見上げた。

　相変わらず眉み間けんに皺しわを作った、面めん倒どうくさそうないつもの顔だ。

「おまえの前に現れる《キツネ》は《始原のキツネ》のはずだ。少なくとも状じよう況きようから、私たちはそう考えている。記録によれば《キツネ》は巧たくみに甘かん言げんを弄ろうしてすり寄ってくる。あらがいようのない誘ゆう惑わくを鼻先にぶら下げてな。ラガロが《キツネ》の誘さそいに乗ってすべてを捨てて魔ま術じゆつを得たのを忘れたか？　ラガロでさえそうなんだ、兄に会って精神的にぐらぐらゆらゆらのおまえが惑まどわされていないわけがないだろう」

「ぐ、ぐらぐらとかゆらゆらとか言わないでくださいっ」

「《キツネ》への怒いかりからか他ほかの何かからかは知らんが、おまえは今平静さを欠いて……いや、まあ、おまえが平静であったことがあるのかは謎なぞだが、とにかく、おまえは今自分がどんな精神状態なのか、理解していない。警備強化をしたところで、守られているおまえ自身にまともな判断ができなければ勝敗は決まっている。目に見えるようだ、おまえが《キツネ》に突っかかっていってついでに捕つかまるところが」

「う……っ、そ、そんなこと……っ」

　リティーヤは否定しつつも、視線を逸そらしていた。

「だから落ち着けと言うんだ。《キツネ》に何を言われたか、全部話せ」

　リティーヤは悔くやしさのせいで口をつんと突き出しながらも、一応相手に理があることを認めた──一応。

「だ、だから、家族のこと……です。お兄ちゃんは、もう、いないとか、そういう。それで、辛いなら……その、全部捨てて、自分と……一緒に来い、って」

「おまえは本当にそんなことを望んでいるのか？」

「違ちがいますっ」

「それは良かった」

　ヤムセは大して感情も込めず、吐はき捨てるように言った。

「おまえがそんなことを望んでいないのなら、やつの誘いに引っかかる道理もないわけだな。で、他に何を言われた？」

　そう、正確についてくる。




『そうして、嬢さんは得たものすべて失うんだよ』




　リティーヤは乱れた鼓こ動どうを聞かれてしまう気がして、咄とつ嗟さに心臓の上を押さえた。

「べ……つに」

「ほう。ではおまえは望んでもいないことを言われてそんなに動どう揺ようしているのか？」

「う」

　ヤムセは黙だまり込んでしまったリティーヤを一いち瞥べつすると、口から白い息を漏もらしつつ、太陽の隠かくれた空を見上げた。

「……曇くもってきた。どこかに入るか」

　そう言うと、リティーヤの答えを待ちもせず、雪の中の道を歩き始める。リティーヤは慌ててその背を追った。

「先生っ、そのですね……」

「責めているわけではない」

「は？」

「仕方ないことだ」

「……？」

　振ふり返りもせず、ヤムセはぶつぶつと言う。

「警備はつける。罠わなも張る。《キツネ》に何を言われたにしろ、夜までには自分の中でしっかり消化してしまえ。人に相談するのでも良い。私に言えないことなら、他の人間に言え。なんでもいいから吐きだして覚かく悟ごを決めておけ。残念ながらと言うべきか、当の相手は出張中だがな」

「えーと……いや、その？」

　狭い道では隣となりに並ぶこともできない。リティーヤは背後から一いつ生しよう懸けん命めいヤムセの顔を見ようとしたが、結局彼がちらりと振り向いた一いつ瞬しゆんしか視線は合わなかった。

「ゼストガのことを言われたんだろう」

　面倒くさそうな鬱うつ陶とうしそうな、心底やる気のなさそうな目だった。

「《キツネ》だ。やつがおまえの願望をつくのなら、今のおまえの悩なやみを逃のがすわけがない。ゼストガのことも言われたはずだ」

「…………言われた…………かな？　ん？　でも、それが……」

　リティーヤは、自分の言葉に気付くところがあって、急に口を閉じ、ついでに足も止めた。

「だから手を出すなと言ったのに、あの男は……」

　ヤムセはぶつぶつ言いながら歩いていく。途と中ちゆうで気配がないことを察したのか、立ち止まってリティーヤを振り返る。

「？　何してる」

　リティーヤは自分の頰ほおや首筋が妙みように熱くなっているのを感じながら、出来る限りの早口で、急いで言った。

「あたしは別にそのっ、ゼストガさんのこと、その、そういうんじゃなくってですねっ！　ただ、その、色々あって、わかってきて、ちょっと見方変えなきゃダメだなって、その、思った時にああいう感じになっちゃっただけでっ！」

「別に全力で否定するほどのことでもないだろう。恋こいだのなんだの、人間なら多少の──」

「うわああああっ、違いますっ！　恋とかじゃなくて！」

「…………」

　ヤムセはしばらく訝いぶかしげにリティーヤの顔を眺ながめた後、ああ、と一言呟つぶやいた。

「そうか、タイミングが悪かったのか、ゼストガは。一いつ拍ぱく早かったんだな？」

「何のことですかああああっ」

「あいつも運のない……自じ業ごう自じ得とくだが」

「人の感情について勝手に納なつ得とくしないでくださいっ！　先生はっ……」

　リティーヤは反論しかけたが思いとどまった。これ以上こんなことを大声で話すのは嫌いやだったのだ。ヤムセの方にずんずん歩いていき、彼の目の前で立ち止まってからあらためてぐいと顎あごを反らして相手を見上げる。

「先生は、あたしがゼストガさんと駆かけ落ちしてた方が良かったって言うんですかっ」

「誰もそうは言っていない。単におまえの心理を分ぶん析せきしただけだ」

「あたしはお兄ちゃんのこともゼストガさんのことも別に、その、後こう悔かいとかしてませんっ、《学園》にあたしが今いるのは、あたしの意志で、《キツネ》にどうこう言われたって変えるつもりはありませんっ！」

「……春が来たわけではなかったということか」

「はあ？　春って、だって当たり前じゃないですか、冬ですよ、今」

　ヤムセは呆あきれたような顔をした。

　だが、すぐにその口元にかろうじてわかる程度の笑えみを浮うかべる。
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「……では、冬の時代を終わらせるための、ヒントをもらうとするか」

「はい？」

「《始原のキツネ》は、その最初にいたんだ。それなら、何かしら知っているはずだろう──大陸の寒冷化と、《グリーンワードの魔ま導どう書しよ》について」

「…………でもあいつが素す直なおに話なんて」

「捕まえて口を割らせれば良い」

「……………………はああ!?」

　二百年の《学園》の歴史の中でも、こんなことを言った魔術師はいなかっただろう。

　確かに魔術師にとって《始原のキツネ》はおとぎ話の登場人物などではなく現実の存在だ。二百年前から今日まで《キツネ》の登場は噂うわさとして時折聞こえてはいたし、実際リティーヤも何度も会っているが、だからといってふんじばって無理矢理話を聞き出せば色々わかるじゃないかとか、そういうことを言い出す魔術師というのはいなかった。強ごう引いんな手法をしばしば用い、辣らつ腕わんで知られる魔導書調査委員会事務局のグレイビル局長だって、そんなことは言っていない。

「……あ、え、でも、どうやって……だって、あいつが《始原のキツネ》なら、どんな力があるかわからないですよ。凄すごい魔術を使って、この本部丸ごと壊こわしちゃうとかあるかも……」

「ここは私たちの城だ。結界もあるし、そう簡単には攻こう略りやくされん。確かに捕まえるにはもっと相手についての情報が欲しいところだが、向こうから攻せめてくるのだから仕方がない。それに、こちらは敵の弱点を知っている」

「弱点……って」

「おまえへの執しゆう着ちやくだ」

「…………」

「おまえ自身が餌えさだ。ほだされている暇ひまはないぞ。だから言っただろう、覚悟を決めろ、と」

　リティーヤは呆あつ気けにとられながらも、その言葉の意味するところに気付いて顔をしかめた。

「……あたしが囮おとりってことですよね。それじゃ結局いつもと同じじゃないですか」

「いやか？」

　答えを確信しつつ尋たずねるヤムセに、リティーヤはぷうと膨ふくれて返事をした。

「いーえ！」

　ちらりと笑みを見せる師の顔へ、雪玉を投げつけつつ。





２






　ヤムセはリティーヤを店に送り届けると、警備を治安維い持じ局の人間に任せ、一人になった。ロードマスターに《キツネ》が現れたという現状と、それについての自分の考えを説明しなければならなかったのだ。

　説明を聞いたロードマスターがヤムセの案を検討するために評議会を招集する間、ヤムセは準備のために一いつ旦たん部屋に戻もどった。

　正魔術師は、《学園》内に十分な居住スペースを得ることができる。

　ヤムセも《学園》の東北部にある高位魔術師用の居住地区に部屋を借りている。アパートメント形式の建物は、百年という築年数を経へて、ほどよく今の住人たちの肌はだに合っていたが、メインストリートに近く、日中は少々騒さわがしかった。

　二階にある自室のドアの前に立った瞬しゆん間かん、ヤムセは異常を感じてノブにかけようとしていた手を止めた。何が、と言葉で表すのも難しいような、些さ細さいなこと──空気の感じ、温度、通りを行く若手魔術師たちの声、そういった何らかの要素が、普ふ段だんと違ちがっているように思われた。自分の感じたものを一つ一つ検討し直し、すぐに違い和わ感の原因に気付く。

　ノブだ。

　手を伸のばした時に冬場いつも感じるあの冷えた気配がない。それに、よく見れば小さな傷が鍵かぎ穴あなにはっきりと見える。

「…………」

　誰だれかがこのノブに手をかけ、鍵かぎを開け、室内に侵しん入にゆうしたのだ。

　そうとわかると、僅わずかに人の気配がするようでもある。

　ヤムセはドアを見つめて一瞬考えたが、自室のドアを蹴け破やぶるのは後々のことを考えると面めん倒どうだった。警護のために携たずさえていたサーベルに手をかけ、無造作にドアを開ける。

　ドアを開けた先は玄関、その続きに居間があって、暖だん炉ろの周りに簡素なソファがある。テーブルにも床ゆかにも雑然と本や資料が散らばり、壁へき面めんには書しよ斎さいからはみ出した書しよ架かが並んでいる。

「あ」

　そして、暖炉の前に座り込み、火かき棒で燃えさしをつついていたのは、やや小こ柄がらな体たい軀くの男だった。ヤムセとは同年代で、愛あい嬌きようのある笑みを浮かべ、立ち上がる。

「よお、ヤムセ。久しぶ──」

　言葉が、途と中ちゆうで止まる。

　距きよ離りを詰つめたヤムセのサーベルが、その喉のど元もとにひたり、とあてがわれていた。

「……容よう赦しやのないことで」

「正気か？　イルザーク」

　ヤムセはサーベルを下ろさないまま、旧友の目を見つめて言った。

「ユローナに協力していた人間が《学園》の本部に足を踏ふみ入れて、ただで済むと思うのか？」

「私が頼たのんだんです」

　そう言ったのは、イルザークの傍かたわらでソファに座っていた少女だ。彼女は立ち上がると、サーベルの刃はを恐おそれる様子すら見せず、ヤムセとイルザークの間に割って入った。

「私たちに敵対する意思はありません。私は、話をしに来たんです」

　ヤムセはさらに数秒イルザークを睨にらみつけた後、サーベルを下ろして鞘さやにしまった。

「一度だけ見み逃のがす。行け」

「あれ、珍めずらしいな。どうしたんだ、融ゆう通ずうの利きくおまえなんて気持ち悪いだけだぞ」

「貴様にはフレアバタンでリティーヤが助けられた」

「……律りち儀ぎなやつ」

「でも、欠片かけらはどこですか？」

　少女が、突とつ然ぜんそう呟つぶやいた。

　ヤムセは少女──ミカへ視線を転じた。

　ミカは、ヤムセが最後に見た時から、あまり変わっていなかった。

　三つ編みと眼鏡めがねは《学園》を出しゆつ奔ぽんした直後から同じだし、服装も相変わらず地味なドレスとマントだ。

　彼女は、自分よりだいぶん背の高いヤムセを見上げて、淡たん々たんと続けた。

「《グリーンワードの魔導書》の、〈昼〉の石板です」

「…………」

「私はユローナが死に至るまでの記き憶おくを有しています。彼女が死の間ま際ぎわにあなたに石板の欠片を託たくしたのもわかっています。でも、その欠片は《学園》に渡わたっていません。いったいどこにあるのでしょう？」

　眼鏡の奥の目は、十六か七の少女とは思えないほど、冷静だった。

「……あの場に魔導書調査委員会はいましたが、彼らは揺ゆれと落らく盤ばんに阻はばまれ、あなたたちのところへはたどり着けなかった。彼らはあなたがユローナから受け取ったところを見てはいない。見ていたのは、リティーヤだけ。欠片は小さく、あの場での秘ひ匿とくは容易たやすい。……違ちがいますか？」

　ヤムセはすいと目を細めた。脳のう裏りにまざまざとその時のこと──血で濡ぬれたユローナの手の感かん触しよく、それがずるりと滑すべり落ちていく恐きよう怖ふ、手が軽くなった瞬間の時が止まったような絶望、そして、託された石板の感触を思い出す。

　ユローナの最後の温ぬくもりを残した、ちっぽけな欠片。

　確かに、ユローナから託されたそれを魔導書調査委員会に渡すという思考は、彼にはなかった。

「私の話を聞いてください。リティーヤに関わることです」

　ミカの言葉は事実だったが、彼女の証言以外の証しよう拠こはない。秘匿された石板の欠片自体を示さない限り、ヤムセの行こう為いを証明することはできない。

　だが、ヤムセは興味を覚えた。

　この少女は、噂で聞いていたよりも、ずいぶんとたくましい。

　実際、証拠のあるなしにかかわらず、漏もらされたくない情報でもあったので、彼はひとまずこの脅おどしに乗ることにした。




　ヤムセとミカは向かい合う形でソファに腰こしを下ろし、イルザークはミカが座ったソファの背に寄りかかった。

「《キツネ》がリティーヤに接せつ触しよくしましたね？」

　ミカは最初にそう言った。行ぎよう儀ぎ良く手を膝ひざの上に置き、真っ直ぐにヤムセを見つめている。

「……した」

「ああ……遅おそかったようですね」

　ヤムセの視線に応こたえて、ミカが、実は、と切り出した。

「以前ある逃にがし屋を頼たよったのですが、たまたま彼らが今度は《風と八月党》のために動いている、という話を聞いたのです。《風と八月党》は《キツネ》の息のかかった組織ですから、《キツネ》の動きも気になって調べてみました……方法については詳くわしくお話ししませんが、私と《キツネ》には、ある種の魔ま術じゆつ的なつながりがあって、彼のことなら少しだけわかるんです。それで、近々何かやらかすらしい、というのがわかった次し第だいです。……リティーヤに直接接触するとあの子のことですし騒ぎ出してしまいます。ですから先生の方に伺うかがいました」

「どうやって潜もぐり込んだ？」

「え？　《キツネ》のことですから、いつもの──」

「君だ」

　ミカは一つ瞬まばたきしてから、表情を緩ゆるめ、穏おだやかな微び笑しようを浮うかべた。年よりも遥はるかに上に見える、ヤムセの記憶の縁ふちに引っかかる笑えみだった。

「ユローナの記憶が、私には受け継つがれていますから。警けい戒かい態勢の穴も知っています。……爆ばく破は予告のおかげで警備体制がきつくなっていましたが、完全に抜ぬけ道を塞ふさぐことはできません」

　ミカは壁かべ際ぎわの書架に顔を向けた。

「私が接触の相手として、リティーヤ自身ではなくあなたを選んだのは、リティーヤをこれ以上混乱させないためでもありますが、それ以上に私とあなたの本質が似ているからです。私たちは、ともにユローナの後こう継けいなんです」

　ミカの視線を追い、ヤムセは自身の書架を眺ながめる。さすがにユローナの著作を書架に並べるような真ま似ねはできないが、それでも書しよ籍せきの並びには、ユローナの影えい響きようが色いろ濃こく見えるのだろう。

「私はユローナの絶望も、痛みも、受け継いでいます。でも、あなたにはあなたが受け継いだものがあると思います。……そうだ、もし良かったら、どうしてユローナがあんなにもリティーヤにこだわったのか、教えていただけませんか？」

「…………？」

　ユローナがリティーヤにこだわったのは、リティーヤが〈昼〉魔術を使うからだ。

「私の記憶は完かん璧ぺきではありません。わからないこともあるんです」

　妙みような話だった。

　ユローナから受け継いだ記憶が完璧でなくとも、イルザークはそれを知っているはずだ。

　ヤムセはミカの背後でソファの背にだらりともたれている男を見た。イルザークは、笑みを消していた。暗く、静かな目で、ヤムセを見つめ、その視線をそっとミカに向けた。

　この子ミカには黙だまっていろ、というのだ。

　イルザークの意図は計りかねたが、どのみち言うつもりもなかったヤムセは、ミカに視線を戻もどした。

「……悪いがさっさと用件に入ってくれ。時間がない」

　ミカは少女らしく、あ、と声を上げてそもそもの目的を思い出したようだった。

「そうでした。先生もリティーヤの警護に戻りたいんですね。わかっています、部屋にはこれを取りに来たんでしょう？」

　ミカは低いテーブルの上に置いてあった本を一冊取り上げ、それをぱらぱらとめくった。

「ユローナの創作魔術が載のっている魔導書ですね。《キツネ》捕ほ縛ばくに使うおつもりでしょうか。ああ、話というのは、私も《キツネ》対策に一枚嚙かませていただきたい、ということなんです」

「…………どこでそれを聞いた？」

「なんとお答えすれば良いのか……ユローナが使い魔研究に時間を割さいていたことはご存じですね？　私も、幾いくつかその研究を──」

　その時、ミカのマントの中から、小さな白いネズミがちょろりと顔を出し、彼女の肩かたに座り込んだ。

　ヤムセはミカの言葉を手で押しとどめた。

「言いたいことはわかった。もういい」

　ミカはネズミの鼻はな面づらを撫なで、申し訳なさそうな顔で言った。

「結果として、盗ぬすみ聞きのようになってしまったのはお詫わびします」

「のように、じゃなくて、盗み聞きだって、完全に」

　茶々を入れるイルザークを、ミカは振ふり返って軽く睨にらみつけた。

「仕方ありません。リティーヤの身に危険があったんです。私があの子に近づくと、《キツネ》に勘かんづかれる可能性も高くなりますし」

「…………で？」

　ヤムセが、思案げに肘ひじ掛かけに肘ひじをつき、こめかみの辺りを押さえた。

　ミカはヤムセに視線を戻し、手元の魔導書を撫でた。

「私はこの魔導書に載っている魔術について、もう少し詳しく知っています。ユローナが書かなかったことも。そういった知識を提供する用意があります。きっと《キツネ》捕縛にも役立ちますよ？」

「君は何を得られる」

「リティーヤが守られればそれで十分です。私は、ここでは派手に動けませんから、あなたに代わりにやってもらいたいだけです」

　ミカはそう言って微ほほ笑えんだ。





３






　ファルクロウ・レッドロックはがつんがつんと頭を木の幹にぶつけていた。

　その様は、煩はん悶もんしている時の実じつ妹まいのそれによく似ている。

　基き礎そ課程用講義棟とうの裏手である。人ひと気けはなく、彼が頭をぶつけるたび、木から落ちる氷や枝が周囲の雪面にずぼずぼと穴を開けていく。

　……やがて落ちるものがあらかた落ち終わった頃ころ、彼は拳こぶしを強く幹に打ち当てた。

「くそ……っ！」

　呟つぶやいてきつく、きつく、歯を食いしばる。

　握にぎりしめた拳の中の、薄うすっぺらなマスクを睨みつける。

「何をやっているんだ、俺は……」

　頭を占しめるのは、悲しそうな寂さびしそうな、妹の顔だ。

　事態を理解し、兄の心情を推おし量った彼女は、兄の状じよう況きようを受け入れてくれた。

　一生懸けん命めい笑顔を作って、元気に振る舞まって、それでも時折ちらりと悲しみが覗のぞく。

　その態度に、胸が痛んだ。

　これでは妹に無理をさせているだけだ。

　きちんと向き合わなければダメだ。

　マスクなど取り払はらって、正面から話し合うのだ。今の自分の考えも、今後のことも、何もかも。レッドロック家のファルクロウではなく、特務警察のファルクロウではなく、彼女の兄としての、それが責任であり、別れてしまった家族への最後の義務だ。マスクなど取り払って、素すの自分で──。

「ってそんな簡単にできたらマスクなんか最初っからしてないっての！」

　彼は再び懊おう悩のうの波に捕とらわれ、ごんと拳で幹を殴なぐった。

「うううう、リティーヤに会える会える会えると思ってきたのにっ、きたのにっ！」

　彼はついに頭を抱かかえてしゃがみ込んだ。そこは学生が通り抜けに使うらしい細い裏道で、煩悶する彼の周囲だけ、積もった雪がどんどん崩くずされ、踏ふみ固められていく。

「どの面つら下げて会えばいいんだ……!?」

　問題は、そこだった。

　ファルクロウだって勿もち論ろん妹に会いたい。今この拳の中に握りしめているマスクなど捨てて、兄として彼女を慰なぐさめ、再会を喜び、励はげましの言葉をかけて、家族のところに連れ帰ってやりたい。

　だが、そうすることは、レッドロック家の養子としての彼の倫りん理りに引っかかる。故国の家族とは今も手紙のやりとりはしているが、養子入りしてからは一度も会っていない。それがけじめだと彼は考えている。戦地から帰ってきて妹がはぐれたと知らされた当時の自分が、家族にひどい言葉を投げつけ、深く傷つけたのも、忘れてはいない。

　妹に会うことで、そのけじめが揺ゆらぐような気がしてしまうのだ。

　それに、今の自分はどう偽いつわっても、結局はレッドロック家当主に忠誠を誓ちかう特務警察のファルクロウ・レッドロックだ。兄としてリティーヤに会うことで、彼女に何か余計な期待を持たせ、絶望させてしまうような真似は絶対に避さけたい。

　傷つけたくないからこそ会えないが、だからといって現状でも十分に彼女を傷つけている。

　ファルクロウは、マスクを握りしめた拳を、再び幹に叩たたき付けた。

　それでも、伝えなければならないことがあるのは、十分わかっていた。

《学園》に行くと決まった時から、何度も何度も考え続けていた言葉を告げるために、ファルクロウはもう一度、マスクを身につけなければならなかった。




　リティーヤは店に戻っていた。

　兄を追い、ヤムセと今後のことを話し合い、ばたばたしている間に昼食時は過ぎてしまったが、日のある内は客足が絶えることはない。店頭から漂ただよう甘いミルクと砂糖の香かおりに子どもがふらふらと引き寄せられ、多少気の大きくなった大人が財さい布ふの紐ひもを緩ゆるめる限り、仕事が終わることはないのだ。

　そしてカウンターの皿を片づけた途と端たん新たな客の気配を感じたリティーヤは、精せい一いつ杯ぱいの笑え顔がおで振り向いた。

「いらっしゃいま──」

「ふあっはははははは！」

　妙みような高笑いが耳をつんざいた。

　マスクをつけた黒コートの男が、颯さつ爽そうと店に入ってきたところだった。

　リティーヤは、まったく同じ状況がほんの数時間前にもあったなあなどという回想をねじ伏ふせ、事務的に尋たずねた。

「……なんかご用ですか」

「わはははははは！　は、げ、げほっ、ごほっ」

「ちょ、大だい丈じよう夫ぶ、お兄ちゃ……いやえーと《薔ば薇らの棘とげ》さん」

「げ、ほ、だいじょ、う、ぶだっ」

「…………」

「心配には及およばないっ」

「……はい、メニュー」

「何？」

　リティーヤにメニューを押しつけられた男は困こん惑わくした声を上げた。

「何、って、食べるか、飲むかしにきたんじゃないの？」

「……ま、まあ、そうだな」

　男は妙にぎくしゃくした動きで椅い子すに座り、コーヒーと日ひ替がわりケーキのセットを頼たのんだ。

「……ねえ、リティーヤ」

　リティーヤがカウンターの奥に引っ込んだ時を狙ねらって、ずっと話しかけたそうにしていた友人が、ちょいちょいと袖そでを引っ張って呼びかけてきた。

「さっきも来たよねあの人？　あんたさ、あの人のこと、お兄ちゃん、って呼んでた？」

「ああ……」

　リティーヤは返答に窮きゆうし、斜ななめ上方へ、視線を逸そらした。

「あれは……人ひと違ちがい……かな？」

　なんだか自分で言っていて悲しくなってくる。

「え……あ、ほんとに？」

「うん」

「ご、ごめんね。そっか、んー……そっか」

　そっか、と、ごめん、を繰くり返す友人を前に、妙に申し訳ない気持ちになってしまったリティーヤは、そそくさとコーヒーとケーキの用意をした。

「お待たせしました」

　ケーキセットを男の前に置いて、できるだけ視線を合わせないように、早口で言う。

「コーヒーと《十月の豚ぶたパイ》のセットになります」

「待て」

　それなのに、男はリティーヤの腕うでを摑つかんで止めた。

「その……待ってくれ」

　マスクをした上に俯うつむいているため、男の表情はよくわからない。ただ絞しぼり出すような声が胸に響ひびき、リティーヤはきゅっと唇くちびるを嚙かんだ。苦労して、普ふ通つうの声を出す。

「どうしたの、《薔薇の棘》さん」

「今、なんと言った？」

「え」

「コーヒーと……なんだって？」

「……《十月の豚パイ》？」

「……なんだそれは」

「だって、日替わりケーキセット頼んだから……」

「いや、待て。確かに頼んだが、そんな名前のものだとは聞いてないぞ」

「中身はクルミのミルクキャラメルパイだよ」

「……それがどうして《十月の豚パイ》なんだ」

「……木の実が落ちる頃ころ、森に豚連れてって太らせたじゃない、昔は」

「だから豚パイか!?」

「何よ文句あるの!?」

「おまえのセンスには本当に絶望させられるな！」

「な……っ！」

「もう少し良い名をつけられんのか？　オトモダチだって苦労してるだろう、なあ、そうだろう？」

「えっ」

　いきなり話を振ふられた友人はひたすら驚おどろき、答えられず目を丸くしている。

　リティーヤはむかむかと怒いかりが湧わいてくるのを感じ、エプロンをぎゅうっと握にぎった。とはいえ、ここで怒ど鳴なり合うわけにはいかない。何しろ、今は接客中で──。

「だいたいおまえは昔からそうだった。ネコに《カエル》なんて名前つけるバカがどこにいる！」

　リティーヤは反射的に怒鳴り返していた。

「だってアレはあの子がカエルっぽい声で鳴くからっ」

「それはおまえが踏みつぶしたからだろうっ！　可哀かわい想そうにっ」

「ちょっと間ま違ちがえただけよ、暗かったから！　だ、だいたいお兄ちゃんのセンスだって最悪だったわ！　何が《泉の乙女おとめ》よ、ただの井い戸どのつるべに大層な名前つけて──その名前だって相当アレよ、《薔薇の棘》って何!?」

「何ってなんだ！　《薔薇の棘》はこう、薔薇の棘のように、美しい乙女の心をちくりと傷つける何者かに私はなりたい、という思いを込めてだな！」

「わけわかんないわよバーカ！」

「美しさと尖とがり感に溢あふれた素す晴ばらしい名前だろう、簡潔だしっ。そうだ、だいたいこの店の名前も入る前から妙だと思っていたんだ、どうせおまえの考えだろう！」

「うちの店の名前のどこがおかしいっていうの！」

　男はいきなり立ち上がって店を飛び出したかと思うと、店の前に置いてあった看板を勝手に持ってきて怒鳴った。

「《乳喫茶》のどこがまともだというんだ!?」

　確かに、そのリティーヤの腰こしくらいまでの高さの看板には、でかでかと、《乳喫茶》の文字がある。

　リティーヤは胸を張った。

「良い名前じゃない、だってミルク中心の喫茶だもの！」

「愚おろか者！　こんな紛まぎらわしい名前をつけて騙だまされる男どもを哀あわれに思ったことはないのか！」

「紛らわ……？」

　男はリティーヤのその胸を指さして断言した。

「これはおまえのような貧乳が名乗って良い名前ではない！」

「貧乳言うなああああああああ！」

「何を言う、七年前から成長のない体格をしてからにっ、お兄ちゃんは悲し──ぐあっ」

　リティーヤは持っていた盆ぼんですかさず男の頭を叩たたいた。べごっという音がして、盆がへこんだ。

「ちょ……リティーヤ、何やってんの！」

　呆ぼう然ぜんと兄きよう妹だいのやりとりを見ていた友人が、そこでようやく我に返ってリティーヤに摑みかかって止めた。周囲の客もさすがに注目し始めている。生き別れの兄妹らしい、とか、いや、これも何かのパフォーマンスだ、とか、やっぱり名前に騙されたのは俺だけじゃなかったのか、とかいう囁ささやきが聞こえてくる。

　その中で、リティーヤとマスクの男はともに肩かたで息をし、睨にらみ合っていた。

「今日、夕刻っ」

　男が言った。

「メイン会場で待つっ！」

　そして、コートを翻ひるがえし店を飛び出す。

　少し多めの料金と、手つかずのケーキセットが、カウンターに残された。




「バカじゃないの」

　リティーヤはマフラーに顎あごから鼻の下まで埋うずめていた。

「メイン会場なんて言ったって広いし。夕刻って時間帯広すぎてわかんないし。もうちょっと限定してよねっ。そもそも、あたしが返事する前から飛び出して行ってさ。あたしが行かなかったらどうするのよ。もう」

　今度は先ほどとは違ちがってきちんとコートと帽ぼう子しとマフラーと手て袋ぶくろを身につけていたが、日も暮れてきて、気温はまた一段と下がり始めていた。きんと冷えた空気が、スカートの裾すそから腿ももへと這はい上がってくるようだ。

「うー……」

　大陸の冬は長い。一年の半分が雪に閉とざされる。今はちょうどその長い冬の前半期で、降り積もった雪が屋根やガラス窓を圧あつ迫ぱくし始める頃だ。気温も氷点下は当たり前、夜ともなればあまりの冷えに、鼻やら耳やら、顔から飛び出しているところがもぎ取られそうに痛む。

　太陽はまだ西の空にあったが、リティーヤは、今夜はまたいっそう冷えるかもしれない、とぼんやり思った。

　メイン会場は、メインストリートを真っ直ぐ北上したところにある。基き礎そ課程用の講義棟とうの向かいに広い空き地があって、そこに特設舞ぶ台たいが組まれているのだ。前夜祭ではここで優ゆう秀しゆう学生の発表だの何だのがあったらしいが、リティーヤは悲しいくらい関係ないので、今日まで足を運んでいなかった。

　日も沈しずもうというのに、客は、野ざらしの、火ひ鉢ばちが幾いくつかあるだけの会場に、ぎゅうぎゅうに詰つめかけていた。

　中央の舞台では、毎年恒こう例れいの《白のラガロ》が上演されている。用意された百ほどの椅い子すに座りきれない見物人が、客席の周りを囲んでいる。舞台はその客たちのさらに外側に陣じん取どったリティーヤにもなんとか見える高さにあった。

　軽く背せ伸のびをして見れば、物語はちょうど終しゆう盤ばんの山場にさしかかったところだった。

《始原のキツネ》から三系統の魔ま術じゆつを教えられ、〈昼〉の石板の欠片かけらを手にしたラガロは、戦おののきながら頭を上げ、周囲を見回す。

「《キツネ》よ、《キツネ》。どこにいる？」

　不安げな声がそう囁ささやく。屋外でこれほどはっきりと聞こえるということは、魔術で拡声しているのだろう。リティーヤはその声を聞くともなしに聞きながら、マスク姿の男を捜さがした。

「おまえに従い私はすべてを捨てた。森も、家か畜ちくも、畑も、家も、家族も、私のたった一人の妹も捨てた。私は妻も娶めとらぬし、子も作らぬ。さあ、《キツネ》、姿を見せろ。私はすべてを捨て去った。私に世界の秘密を、その欠片を、おまえに辿たどり着く導しるべを示せ！」

　客席は舞台に集中している者が多いが、その周りはかなり騒さわがしい。舞台を遠巻きに屋台がぐるりと並び、飲み物だの、軽食だの、あるいはちょっとしたお守りだの、古本だのを売っている。客層は一いつ般ぱん人と学生。たまに正魔術師の姿も見えるが、彼らは学生ほどお祭り騒ぎに熱中しない。大たい抵ていはちょっと買い物をする程度、中には祭り期間中も居住区と研究棟の往復で済ましてしまう者もいる。

　また一部の者は警備やら取り締しまりやらで忙いそがしい。数年に一度、魔術師や魔術師組織に敵対する集団が、舞台を占せん拠きよして演説をぶちかますことがあるのだ。わざと騒ぎを起こすような連中も、毎年一人や二人はいる。それを治めて円えん滑かつに祭りを取り仕切るのは、専門課程の学生と正魔術師の若手からなる実行委員会だ。それから、《学園》警備の要かなめと言える治安維い持じ局──。

　ふと、その治安維持局を示す腕わん章しようを巻いた人物の姿が目に入った。

　コートを着て腕章を巻いた魔術師が数人、ばたばたと忙しく走り過ぎていく。

「……？」

　何かあったか、とリティーヤは警けい戒かいし、周囲の様子を探さぐった。

　だが、火の手が上がっているとか、怒ど号ごうが聞こえるとか、そういったことはない。

『身を守る上で最も重要なことは、危険なところに近寄らないことだ』

　ヤムセの言葉がふと頭に蘇よみがえる。護身術の訓練中に言われた言葉だ。

　一人で勝手に出歩かない、行き先を必ず誰だれか知り合いに伝えておく、人通りの少ないところには近寄らない──等々。

「……護衛撒まいてないから一人じゃないはずだし、一応友達にどこ行くか伝えたし、人通りだって多いよね」

　言われたことはすべてきちんとやっている、そのはずだ。

「それでも問題起こるとしたら、あたしの体質的な問題なのかな……？」

「そうとも言えるな」

　そういう声とともに、突とつ然ぜん腕うでを引っ張られた。問答無用で木立と屋台の陰かげに連れ込まれる。悲鳴を上げそうになったが、その開きかけた口を手で塞ふさがれる。咄とつ嗟さに手に嚙かみついてやろうかと思ったが、目が合ったのでやめた。

　ゆっくりと手が離はなれていき、リティーヤは再び口を塞がれないよう、小声で責めた。

「何するの、《薔ば薇らの棘とげ》さん」

「仕方なかろう」

　男は天幕を張った屋台の裏にリティーヤを引っ張り込んでいた。メインストリートからは木立で見えないし、会場からも店が邪じや魔まで見えない。周囲は店の裏ということもあって、祭り特有のゴミが目立ち、少々すさんだ風ふ情ぜいだった。

「何……追われてるの？」

　リティーヤが尋たずねると、男は通りや会場の様子を気にしながら、頷うなずいた。

「まあ、そんなようなものだ」

「何かいけないことしたんじゃないでしょうね」

「なんだね、いけないこととは。私は善良な一般市民だよ。自由に動かせてもらうために少々鬱うつ陶とうしいのは撒いたが」

「…………」

　鬱陶しいの、というのは、おそらく監かん視しか護衛だろう。この目の前の男はマスクなど被かぶっていてもレッドロック家の要人だ。《学園》側も今年は爆ばく破は予告があったとかで入場者については厳しくチェックしていたから、彼がレッドロック家や古王国の関係者だということはすぐにわかっただろう。それで見張りの一人や二人、つけていない方がおかしい。

「じゃ、さっき走ってた治安維持局って……」

「ふ、この《薔薇の棘》を甘く見たツケだ」

　治安維持局にしてみれば問題を起こされるのも問題に巻き込むのも避さけたい相手だ。後でどんな難なん癖くせをつけられるかわからない。だからこそ、護衛なり監視なりをつけて安全に注意を払はらっていたのだろうが──。

「あのね」

「ふふ、ついでに向こうで騒ぎを起こしたからな、おまえの監視もそっちに気を取られているはずだ、ありがたく思え」

「あのね、お兄ちゃん、ううん、《薔薇の棘》さん」

　リティーヤは、真っ直ぐに相手を見上げた。こちらのようすに気付いたのだろう、笑っていた男の顔が引き締まる。

「何考えてんの？」

「……どういう意味だね」

「どういうも、何も、ないって。お兄ちゃんがあたしに会えないってのはわかったよ。もういい。でもさ、騒動起こして、何をする気？　忘れてるかもしれないけど、あたしは《学園》の学生なんだよ。そっちが引っ搔かき回す気なら、あたしは先生とかロードマスターとかに報告しないといけない。わかる？」

「…………」

「……ねえ、聞いてるの？　何か意味があってあたしを呼び出したのなら、教えてよ。そうじゃないなら、もう……」

「私には伝えねばならない言葉がある」

　急に男がそう言ったので、リティーヤは口を閉じて相手の顔を見つめた。

　彼は、悪ふざけではない、真しん剣けんな顔をしていた。

「私は君を家族の許もとに連れ戻もどしに来た。リティーヤ」

　リティーヤの大きく見開かれたアイスブルーの目に、相手の顔が映っていた。
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「ずっと伝えねばならないと思っていた。だが、なかなか言い出せず……」

　男の後について、人ひと気けのない古い講堂に至る雪道を歩いていた。雪は数日降っていなかったため、人通りの少ないそこも、十分に踏ふみ固められていた。ただ、少し凍こおっていて滑すべる。

「本当なら、君に会った時点でそう言うはずだったのだ。そう決めて、ここまで来た」

「ま……待ってよ、お兄ちゃんが来たのはレッドロック家の養子として、ロードマスターに渡わたすものがあったからなんでしょう？」

「確かにそうだ。だが、私が来たのは君のためだ。君をブルーライドで見かけてからずっと機会を窺うかがっていた」

「ブルーライド……え、えええっ、いたの!?　あの時、あそこにお兄ちゃんいたの!?」

「いたとも。一いつ緒しよにいた男が《学園》の関係者だとわかって、それから君が《学園》の学生だと突つき止めた。だが連れん絡らくを取ろうにも、《学園》では学生の家族の手紙などろくに届かないだろう？　だから、潜もぐり込む方法を考えて……やっと機会が来たのだ。私は君のために来た。ファルクロウはレッドロック家の使いで来たが、私の目的は最初から君だけだ」

「……本気で……」

「本気だとも。私はファルクロウの代わりに君に会いに来た。それは君を家族の許に──君の父と、母と、姉の許に、連れて行くためだ」

「…………」

　リティーヤは思わず立ち止まった。男はそれに気付いて、同じく立ち止まり、リティーヤを振ふり返る。

「君を連れて帰るのが、ファルクロウ・レッドロックに託たくされた私の仕事だ」

「あんた《キツネ》？」

「…………何？」

　リティーヤは突とつ然ぜん男の両りよう頰ほほを指でつねった。

「《キツネ》が化けてあたしを騙だましてるの？　だったら許さないよ？」

「…………」

　男は途と方ほうに暮れた顔で、されるがままになっている。リティーヤはかなり力を入れてつねっていたが、振り払おうともしないし、痛がりもしない。

　しばらくしてリティーヤが手を放すと、頰ほおは赤くなっていた。

　それでも、男は黙だまってリティーヤを見ている。

　リティーヤはふと、この目の前の男が実は《キツネ》の化けたものだろうが、本当の兄だろうが、《薔薇の棘》だろうが、なんだろうが、とにかく答えは変わらないことに気付いて、俯うつむいた。

「ごめん。……あたし、《学園》離れられないから」

「何故なぜだ……」

「…………」

　何故、の問いに答えるのは、少し難しい。

　リティーヤは〈昼〉魔術の行使者で、《風と八月党》に狙ねらわれていて、《キツネ》につきまとわれている。そんな状態で家族に会いに行っても迷めい惑わくがかかるだけだし、《学園》がリティーヤを手放すとは思えない。かといって無理に兄に連れ出されたら、もう二度とこの《学園》に戻ることはできない。魔術師になることだって、不可能だ。

　けれど、そんな事情を知らせるわけにはいかない。

「戻るなら、お兄ちゃん一人で戻って。あたしは戻れない。無理なの」

「……《学園》が学生を手放さないという話なら、心配はいらない。私がきちんと話をつけてやろう。一緒に家族のところに戻るのだ。君がこんなところにこれ以上いる必要はない」

「やめて」

　食いしばった歯の間から絞しぼり出すように、リティーヤは言った。

「こんなところなんて言わないで。あたしは自分の意志でここにいるの」

「……待ちたまえ、どこからどこまで本気なのだ？　君はここにいるというのか？　家族はどうする？　放ほうっておくのか？　君を捜さがして──……っ、ずっと捜していたんだぞ！」

　すでに男は《薔薇の棘》としての体てい裁さいを捨てかけていた。

　家族の顔が浮うかんで、リティーヤは目を固く閉じた。だが目を閉じたところで、それはすっかり瞼まぶたの裏に焼き付いてしまっている。

　男の奥歯がぎりりと鳴った。それでも彼は激情を抑おさえ込み、掠かすれた声で言った。

「《学園》の学生でいる、というのか。いつまでだ？　いつまでそうしているつもりなんだ」

「ずっと」

「ずっと？　言っておくがな、リティーヤ。俺はおまえがここにいるとわかって調べまくったんだ。おまえの成績だって素行だって知ってる。おまえは魔ま術じゆつ師として優ゆう秀しゆうとは言えない。ここに残っても良いことなんかない。……おまえもそろそろ飽あきたんじゃないか？」

「バカにしないでっ！」

　リティーヤは鋭するどく言って、顔を上げた。怒いかりを込めて睨にらみつける。

　だが、男は冷ややかに言った。

「魔術師の一生がどれほど過か酷こくなものか、おまえは本当にわかっているのか？」

「あたしだって《学園》の学生だもん、そんなのわかってる！」

「俺は魔術師も魔術師組織も色々見てきた。はっきり言うが、ろくでもないぞ。特にフリーの魔術師などテロリストと大して変わらん。パトロン次し第だいで、なんだってする。おまえは純じゆん粋すいに〈昼〉の石板だの《キツネ》だの、そんな研究をしたいのかもしれんが、それができるのは一ひと握にぎりの魔術師だけだ。《学園》だって、ばたばたと仕事に追われてそれどころじゃなくなってるのが現実だ。断言してもいい、おまえは幻げん滅めつする」

「お兄ちゃんのバカ！　何にも知らないのはそっちじゃない！　あたしだって──」

「七年だぞ！」

　突然男がリティーヤの腕うでを摑つかんだ。

「おまえがいなくなって七年だ。その間、親おや父じやお袋ふくろがどんだけ心配して、おまえのことで泣いて、怒って、絶望して、苦しんできたかわかってるのか？　娘むすめが突然いなくなった、その苦しみがわからないのか？　その家族のところに、どうして帰れないんだ！」

「…………っ」

　リティーヤは顔を背そむけようと首を捻ひねったが、男はその顎あごを摑み、強ごう引いんに引き戻した。

「戻るんだ、リティーヤ！」

「できない……っ！」

　リティーヤは男の胸を押し、突き飛ばした。

　男は一歩後あと退ずさり、信じられない顔でリティーヤを見た。

　ややあって、彼の方から視線を逸らし、低く、絞り出すような声で言った。

「……わかった。おまえが《学園》をやめるとか、やめないとかって話は、今じゃなくていい。だが、顔を見せに帰ろう。俺が送ってやるから」

　リティーヤはすべて喋しやべって、さらけ出して泣きつきたい思いを堪こらえ、首を振った。

「それも……できない」

「……なんだと？」

　男は──いや、兄は、今度こそ、心底驚おどろいた顔でリティーヤを見た。

「何言ってるんだ。早く帰って、安心させてやろう。別に良いだろう、一度帰るくらい。休みだのなんだのって問題なら、俺が交こう渉しようしてやるから──」

　リティーヤがもう一度首を振ると、ファルクロウの顔に、驚きに加えて不安と、焦あせりが混じった。

「おまえ……本気で言ってるのか？」

「…………」

「何故だ？　何か問題があるのか？　忙いそがしいのか？　だが、いいか、親父もお袋も年を食ったんだ。俺から無事を知らせることは勿もち論ろんできるが、それ以上に、おまえが帰って、直接顔を見せるのが一番なんだ。おまえが会って、安心させてやるんだよ」

「……お兄ちゃんが戻もどれないから？　だから代わりにあたしを戻すの？」

「リティーヤ!?」

　リティーヤは、マスクから覗のぞく兄の目を見つめた。

「あたしは戻れない。もうあたしに関かかわらないで、お兄ちゃん」

　そのまま、背中を見せて逃にげ出した。

　それから、日が沈しずむまで泣きじゃくった。




　ファルクロウ・レッドロックはすとんとその場に座り込んだ。雪がコートにつくとか、尻しりが濡ぬれるとか、そんなことはどうでも良かった。

　呆ぼう然ぜんと、妹の走り去った方向を見つめていた。

　祭りのざわめきはそこでも微かすかに聞こえている。拡声された役者の声も。

　人類最初の魔術師、《学園》創立者の言葉が、風に乗って微かに鼓こ膜まくを震ふるわせる。

「──る。……つか、……に、現れ──」

　風が吹ふいて、凍こおって舞まい上がることもなくなった雪面を撫なでていく。

「──私の、後こう継けい者しやが、現れ──」

　ああ、とファルクロウの口から吐と息いきが漏もれた。白い息はしゅるりと口の横に流れる。

「──この地の雪を、溶とかすだろう。幾いくつもの意思の積み重なりを、私は信じよう。私に続く者の意思を。ゆえに、いつか、その時まで、さらば、さらば、我が、故郷──」

　丘おかの上からは、目の前の道を下った先にあるメイン会場を一望できた。気がつけば太陽は西の山並みに消えて、雲間からちらちらと覗く空も、薄うすい水色から濃のう紺こんへと変化しつつあった。会場にもいつの間にやら灯あかりが目立つ。

「…………何故だ…………」

　ファルクロウ・レッドロックは、混乱の極きわみにあった。

　彼には妹の変節が──そういう表現を十六の妹に当てはめるのはおかしいのかもしれなかったが、とにかく変化だ──信じられなかった。少なくとも七年前まで、彼女はきちんと周りの人々の気持ちを考えられる子どもだった。それがいきなり自分勝手な理由でこんな道を選ぶとは思えない。《学園》が大切で、離はなれられないにしても、家族と一度会うくらい、彼女だって望んでいるはずだ。

　それに、あの涙なみだはなんだ。

　何かあったのだ──何か事情がある。

　ファルクロウは混乱の中からその思考を拾い上げ、立ち上がった。

　それから、走り出した。

　まずは、先刻撒まいた治安維い持じ局の人間を捕つかまえるのだ。




「ヤムセ！」

「困ります、あのっ！」

　ばん！とドアを蹴けり開け、室内に入った。背中に維持局の監かん視し兼けん護衛がしがみついて必死に彼を止めようとしているが、おかまいなしだ。

　ファルクロウが乱入したその部屋は、祭り会場から外れた、西地区にあった。《学園》内部機関のための施し設せつが建ち並ぶ辺りで、中には治安維持局の本部もあった。

　ファルクロウは、その煉れん瓦が色いろの建物の二階会議室に乱入したのだ。

　会議室には二十名ほどの魔術師がいて、円えん卓たくを囲んでいた。

　その中から名指しされ、ヤムセが立ち上がった。

「ファルクロウ。客人なら、少し客人らしく──」

「俺の妹に何をした！」

「…………」

　ヤムセは周囲の視線を感じたのだろう、不快げに眉まゆを顰ひそめた。

「何か今、非常に誤解を招きかねない表現をされた気がしたのだが」

「じゃあ説明しろ！」

　ファルクロウはしがみついていた監視兼護衛を振ふり払はらい、声を荒あららげた。

「いったいリティーヤをどんなことに巻き込んでいるんだ!?」

「……それは、レッドロック家の使者としての問いか？」

「違ちがう！」

「学生の父ふ兄けいの質問には答えられない」

　ヤムセはファルクロウの背後に控ひかえる護衛に向かって、手を振った。

「つまみ出せ」

「ヤムセッ!!」

　ファルクロウを、背後から屈くつ強きような腕が伸のびて搦からめ捕とった。
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　息が切れてしゃがみ込んだ。

　コートが熱を外に漏らさないため、全身汗あせまみれで、シャツも髪かみも肌はだに張り付いていた。そのくせ喉のどはカラカラに渇かわいて、唾つばは一いつ滴てきも出ない。足はがくがく震えて生まれたての子馬のようだ。

「ひっ……、ぜっ」

　顔を濡らしているのが、汗なのか、涙なのかもわからない。

「ぜっ、ああっ、ぜっ」

　胸を押さえて、人ひと気けのない閉へい鎖さ中の食堂の入り口前にしゃがみ込んでいた。

　ああ、と思う。

　ああ、アホだなあ、と。

　涙は次から次へと溢あふれて、顔もマフラーも濡らしてしまう。気付いて、リティーヤはマフラーを取った。

「あ……っ、は」

　少し、呼吸が楽になった。

　どうしてもう少しうまく言えなかったのだろう、と思う。

　衝しよう撃げきを受けて固まっていた兄の姿が目に浮うかぶ。全力疾しつ走そうのせいではなく、胸が痛む。

　自分は、彼を、傷つけたのだ。

「う」

　ぶわ、と涙がまた視界を埋うめる。

「あああああ、ううう、ひっ」

　しゃくり上げ、雪の払われた玄関前の冷たい石階段にぺたりと腿ももをつけて座り込む。

「ああああああああああっ」

　どうしてもっとうまく言えなかったのだろう。どうしてちゃんと言えなかったのだろう。どうしてあんなふうに言って逃げ出してしまったのだ。どうして、せめて、もっと、もっと早く。

「うあっ」

　せめてもっと早く、〈昼〉魔ま術じゆつで自分の身辺が騒さわがしくなる前に、兄に会えていたなら。

　そうしたら、仮面をつけた兄を叱しかって、なんだかんだと理由をつけてこっそり《学園》を抜ぬけだして、家族に会うことだって──いや、それならいっそ。

　いっそ、七年前のあの冬にでも、巡めぐり合えていたなら。

「あああああああああああああああああああああっ」

　そうしたら、兄はまだレッドロック家の養子なんかではなく、自分だって《学園》の学生なんかではなく、家族は元のように、すっかり、何もかも、元のように──。

　バカだなあ、と思う。

　こんなことを考えて、ありもしなかった過去を想像して泣いて、自分は本当にバカでアホでどうしようもないなあ、とリティーヤは思う。

　それでも涙は抑おさえきれず、嗚お咽えつも止められず、リティーヤは一人で泣いていた。

　周囲が暗くなって、街灯が灯ともるまで。




「…………」

　泣き続けて疲つかれ切ったリティーヤは、ぼんやりした頭で、汗が急速に冷えていくのを感じていた。顔も冷たいとかいう状態を通り越こして、痛い。手て袋ぶくろの中の指先は感覚がない。ブーツの中も同様だ。ぺたりと腿をつけて座っていたから、体温で解けた氷や雪がスカートやらタイツやらを濡ぬらしていた。そして日が落ちて急激に低下した気温が、それらを凍こおらせている。

「…………」

　どこか屋内に入らなければ。

　それだけを考えてようやく立ち上がったところへ、声がかかった。

「やあ」

　リティーヤは息を吞のんで背後を振り返る。

「嬢じようさん」

　通りにある街灯の照らす範はん囲いから、少し外れた木こ陰かげ。

　そこに、《キツネ》が立っていた。

　彼はポケットに手を突つっ込み、マフラーの上でニカッと笑った。

「あー、ダメだよ、そんな恰かつ好こうでいつまでもこんなところにいたら。風邪かぜ引くだろ？　寒気は？」

　リティーヤは一歩後あと退ずさった。

　背中が、食堂の正面ドアに当たった。食堂は閉鎖中だから、ドアには鍵かぎがかかっているはずだ。

　それがわかっているのか、《キツネ》は焦あせる様子もなく、ゆっくりとリティーヤとの距きよ離りを詰つめてくる。石段を、一つ、二つ、と上がってくる。

「随ずい分ぶん泣いちゃったね」

《キツネ》は、リティーヤから僅わずか一歩の距離で立ち止まり、腕うでを伸ばして指先でリティーヤの頰ほおを撫なでた。涙なみだの跡あとを、赤く腫はれた目元を拭ぬぐい去り、うっそりと微ほほ笑えむ。

「じゃあ、行こうか」
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　立ちつくすリティーヤの首に、《キツネ》は自分のマフラーを外して巻いた。

「言った通りだったろ、なんて言わないよ」

　ぞっとするほど優やさしい笑えみだった。

　彼はリティーヤの肩かたに手をかけ、視線を合わせて、あけすけに言った。

「俺ね、嬢さんだーいすき。嬢さんがそばにいてくれたら、他ほかはなーんにもいらないよ？」

　リティーヤは額がぶつかる近さにあるその顔を、その二つの獣けものじみた光を宿す目を見つめ、泣きすぎて嗄かれた声を漏もらした。

「そんなの……」

　信じられるわけがない。

　だが、最後まで言わないうちから《キツネ》も頷うなずいた。

「わかってる。でもね、運命は嬢さんにこれ以上の停てい滞たいを許さない」

「……？」

「考えてごらん。《学園》は幾いくつかの石板を手に入れた、嬢さんがいたからだ。でも、《学園》は簡単に台座に石板を戻もどすようなことはしない。彼らはとっても慎しん重ちようだ。無む駄だな調査と研究と検査に長い時間を費ついやして、石板を戻せば確かに寒冷化が収まるとわかってから、おもむろに台座を捜さがし始める。それまで、いったいどれだけの時間がかかると思う？　十年？　二十年？　もっとかも」

　それは、そうだろう、とリティーヤも泣きすぎて鈍どん痛つうを覚える頭で思う。《学園》は《キツネ》の言葉を妄もう信しんしているわけではない。《風と八月党》のような信しん奉ぽう者集団とは違ちがうのだ。《学園》は大陸最大の魔術師組織で、その責任がある。少なくとも《学園》はそう自負している。石板をすべて集めたところで、結果もわからないのに軽はずみな行動を取るわけがない。

　相手の真意を理解できず戸と惑まどうリティーヤに、《キツネ》は額をこつんとぶつけて言った。

「嬢さんの運命は〈昼〉の魔力だ。こいつは石板を元に戻したがっている。《学園》にいれば石板が台座に戻されることはないってわかったら、嬢さんを《学園》から引き離はなすよう動くだろう。ほら、お兄さんが、《学園》とあんまり仲良くないレッドロック家の人間だったりするみたいにしてね」

「!?」

　リティーヤは目を見開いて《キツネ》を突き飛ばした。

「じゃあ、お兄ちゃんのことも、魔力とか運命とかのせいだってあんたは言うの？」

「その可能性はあると思うよ」

「バッカみたい、そんなの──」

「このまま《学園》に留とどまれば、運命はもっと色々細工をするかもね。今度は誰だれだろう？　お母さんかな、お父さんかな、お姉ちゃんかな？……それとも、先生さん、かな？」

　びくりとリティーヤは震ふるえ、《キツネ》を見つめた。

《キツネ》が同情した顔で、そのくせ目に勝ち誇ほこった笑みを浮かべて言った。

「わかってるよ。なんだかんだ言って、先生さんのこと、今、一番信しん頼らいしてるでしょ？」

「……あんた、何……ふざけたことを」

「俺のせいじゃないよー。ただ、運命の方も、必死だってこと。でもって俺にはちょこっと未来が見えるんだけど──」

「噓うそよ！」

　言葉とは裏腹に、リティーヤの胸は震え続けていた。指も、膝ひざも、唇くちびるも、瞼まぶたも震えていた。

《キツネ》は愛めでるようにその様子をじっくりと眺ながめて言った。

「嬢さんだって考えたことあるでしょ。先生さんって《Ｋキング》の位階にあるけどさ、お師し匠しようユローナだし、《学園》で何かと目つけられてるじゃない？　先生さんには故郷もあるし、実際ユローナが出しゆつ奔ぽんした後、故郷に戻って暮らしてたことあるんでしょ？」

「そうだけど、でも、先生は戻ってきたもん！」

「ユローナを追うためにね」

《キツネ》の言わんとするところを察した瞬しゆん間かん、リティーヤは目を見開き、口元に手を当てた。あ、と出かけた声を飲み込む。

「あはは！　わかっちゃった？　そう、ユローナが死んだってことは、先生さんには《学園》に留まる理由がないってことなんだ！」

「噓……」

「ドキドキしてる？」

《キツネ》の手がするりと伸のびて、マフラーの下に潜り込み、リティーヤの首筋を覆おおうように当てられた。

　リティーヤは、ひゅっと息を吞む。

「可哀かわい想そうな嬢さん。俺は嬢さんが大好きだよ。だって嬢さんはとってもあったかいんだもん」

《キツネ》の指が頸けい動どう脈みやくの上で止まった。《キツネ》の指の下で、それがどくんどくんと脈打っているのが、リティーヤにもはっきりと感じられた。

「ほら、嬢さんは、こんなにあったかい。俺は嬢さんを通じて、熱を感じられるんだよ。この世界から失われた、熱を……」

「あたし、は、あったかく、なんか……」

「ねえ、嬢さんならどうする？」

《キツネ》の目が、たとえようもなく優しい笑みの形に、歪ゆがむ。

「世界で一人きり、残されたら？　この冷たい世界で、寄り添そう同族もなく……父も、母も、友も、師もなく。ただ一人、残されたなら……」

　かくん、とリティーヤの膝から力が抜ぬけた。

「……嬢さん？」

「あたしは……っ」

　一人、という言葉が、頭の中で何度も繰くり返される。指先を凍いてつかせる冷たさを、瞼を重くする雪を思い出し、震えが止まらない。リティーヤにとって孤こ独どくは七年前の冬に直結する。家族とはぐれ、長い冬を見知らぬ町で過ごし、ただ一人、アパートメントの前に倒たおれていた時のことだ。実際に倒れていた時間は一時間もなかっただろうが、その時の、通り過ぎていく人々の完全な無関心は今でも忘れられない。彼らはリティーヤなど見ていなかった。死体どころか、街灯の一基と同程度にしか見ていなかった。存在を認にん識しきしていなかった。

　あの時、あの場所に、リティーヤは存在と意味を否定されて横たわっていた。

「あ、ぁあああっ」

　身体からだが熱かった。

　感情の高ぶりが、〈昼〉魔ま力りよくを呼び起こしかけている。

　リティーヤは慌あわてて平静さを自分に押しつけ、こみ上げてくる怒いかりとも悲しみともつかない激情を飲み込もうとした。だが胸の内からはさらなる感情が、記き憶おくが溢あふれ出し、彼女をひどく揺ゆさぶった。

　凍てつく大気の中、誰も、誰一人、彼女を振ふり返りはしなかった。

　誰一人──。

　違う、違う、違う、とリティーヤは強く抗こう議ぎする。

　リティーヤには、虹ドロさんがいたのだから。

　そう思うと、冬の朝に火の入った炉ろ端ばたに辿たどり着いたような安あん堵どを覚える。

　だが、その思いとは別に、不思議な光景がリティーヤの頭の中で像を結んだ。高い尖せん塔とうを幾つも持つ、訪おとずれたこともないきらびやかな都。そこにさまようのは、人類ではなく、もっと知的で、もっと洗練された仕草の人々。

　見たこともない都だ。

　リティーヤは驚おどろき、自分の記憶に紛まぎれ込むそのイメージを一度は否定した。

　だが、その時、それまで閉とざされていた扉とびらが突とつ然ぜん開いたかのように、凄すさまじい量の感情の奔ほん流りゆうがリティーヤの意識を飲み込んだ。

　それは強きよう烈れつな感情だった。強すぎて、最初はいったいどういう種類の感情なのか、喜びなのか怒りなのかもわからなかった。ただ、少なくとも、あまり気分の良い種類のものではないことは明らかだった。ひどく、胸が重苦しい。

　やがてそれは何かを嘆なげいているらしい、ということがわかってきた。

　誰かが、何かを、嘆いているのだ。

　誰が、何を？

　リティーヤはある可能性に気付いて、ゆっくりと視線を上げた。

　彼女はその時になって自分が《キツネ》の腕うでを摑つかんでいることに気付いたが、それをそのまま、自分の方に引き寄せた。《キツネ》は突然腕を引かれ、リティーヤの方につんのめった。

　額がぶつかり、かなりの痛みがあったが、リティーヤは頓とん着ちやくせずに言った。

「今の、あんた？」

「……嬢じようさん？」

《キツネ》は珍めずらしくすっかり当とう惑わくしていた。

「あんたの記き憶おく混じってる。どこかで……きっと、あたしに〈昼〉魔力をくれた時に、混ざったのよ。あれは……あんただわ」

「なに……？」

　リティーヤはイメージを探った。嘆きの声は強くなる一方だった。その嘆きの主は、たった一人、孤独のうちにあの都にいた。絶望の中にいた。彼の心が流れ込み、手に取るように伝わってきた。

「あたしは七年前から寒くて怖こわかった。でも、あんたは、そのずうっと、ずううっと前から、寒くて、一人が怖かったのね……」

　リティーヤはすべて得心いった気分で、《キツネ》の腕を痕あとが残りそうなほどきつく摑んだ。

「あんたは、誰からも助けられなかったことがあったのね」

「…………俺じゃない」

「子狐ぎつねだった。同族もなく……？　そうね、だからあんたはずっと、求めてた……」

「俺じゃない！」

《キツネ》がそんなふうに声を荒あららげたのは、リティーヤには七年ぶり、あの冬の日以来だった。彼の顔は青ざめて、目はぎらぎらと輝かがやいていた。

「あんたよ……綺き麗れいな……同じ毛並み」

　その怒りと恥ち辱じよくに燃える目を見つめ、藁わらのようにぼさぼさの、手入れのされていない金茶の髪かみの中に指を突つっ込み、リティーヤはぼんやりと呟つぶやいた。

「やっと、見つけた。あんたの……ほんとの、こころ……」

「違ちがう！」

　そうして、リティーヤは《キツネ》の首に自分のすでに冷たくなったマフラーを巻き付けた。

《キツネ》は唐とう突とつに巻き付けられたマフラーを訝いぶかしげに見つめた。

「…………嬢さ……ん？」

　その瞬間その顔色が変わった。ハッとして、彼は自分の首に巻かれたマフラーに触ふれる。その布地越ごしに硬こう質しつの感かん触しよくを知った時、彼の顔に理解が訪れる。
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「嬢さ……っ!?」

「ごめんね」

　そしてリティーヤは合い言葉を呟いた。

《キツネ》の全身が痙けい攣れんし、力を失ってがくりと膝ひざを突く。

　リティーヤは荒い息をついて、《キツネ》を見下ろした。

「儀ぎ式しき具に封ふうじの魔術込めてもらってたの。合い言葉で発動するようにね。魔力と、随ずい意い運動の大半を封じるやつ。……首から上は動かせるはずよ」

「……よく、まあ……」

《キツネ》は俯うつむいたまま動きを止めていたため、見下ろす恰かつ好こうになったリティーヤからは、彼の表情はわからなかった。だが、彼のその声には純じゆん粋すいに驚きの響ひびきがあった。

「俺を騙だました、ってわけ？　最初から……」

「噓うそついたらあんたわかるでしょ」

　リティーヤはいつの間にかまた濡ぬれていた頰ほおを拭ぬぐった。

「仕掛ける隙を狙ってたのは確かだけど。全部、ほんとのことよ。あたしの……」

　先ほどの衝しよう撃げきがまだ身のうちに残っていて、自然と言葉数は少なくなった。

《キツネ》の記憶が自分に混じっている。

　それは驚くべきことだったが、リティーヤは不思議と嫌いやだとは思わなかった。ひどく自然なことにすら感じられた。あたしは結構こいつのことを理解できるのかもしれない、という思いは、妙みような興奮と結びついて、リティーヤの胸を感動に近いもので満たした。

「知的好こう奇き心、かな？」

「は？」

「違うか。いいの、なんでもない」

　そう呟いて思いに一いつ旦たんけりをつけ、周囲を見回す。僅わずかな街灯で照らされた、人ひと気けのない景色は変わらない。近くに潜ひそんでいるはずの治安維い持じ局の護衛とヤムセに合図しようと、片手を上げた。が、闇やみはすでに周囲を覆おおい尽つくしている。護衛がどこに配置されているか教えられていなかったリティーヤは、あちらからも見えていないのではないかと怪あやしみ、声をかけることにした。

「もう終わ……」

「護衛は俺が全部適当にあしらっておいたよ。近くにはいない」

《キツネ》が、笑えみを含ふくんだ声でそう囁ささやいた。

　リティーヤはぞっとして、しかし顔には出さずに《キツネ》を見下ろした。

「何よ、そんなこと言ってあたしを動どう揺ようさせようったって……」

　ちゃり、と金属の触れ合う音。

　動かないはずの《キツネ》の腕が、ゆっくりと持ち上げられた。

　その指に絡からみついているのは、細い鎖くさりと、それに結びつけられた小こ振ぶりの石。

　マフラーと一いつ緒しよに《キツネ》に巻き付けたはずの、封じの儀式具だ。

「…………あん、た」

「これなーんだ」

《キツネ》は一転して明るい声でそう言い、ぱっと顔を上げた。

　満面の笑みで、手にする儀式具を弄もてあそぶ。

「そう、嬢さんが隠かくし持っていた封じのための儀式具でーっす。これ、俺に使おうとしたんでしょ？　俺の油断を誘さそってさ。うーん、タイミングがちょーっとだけ遅おそかったかな。ま、何にしろこれで完全に俺たち二人っきりー」

　二人きり。その事実に、リティーヤはさらに猛もう烈れつな寒気を覚えた。もしも《キツネ》が言葉通りに護衛を遠ざけていたら、閉鎖されている食堂を訪おとずれる者などいないだろう。その上彼は、あの出店の並んだ通りでやってみせたように、人の心をいじって自分を無視させる魔ま術じゆつを得意としているのだ。

「惜おしいなあ……」

　舌なめずりが聞こえてきそうだ。

「惜しいよ。すっごく良かった。でも、もう一歩及およばなかったね、嬢さん」

「あ……」

　リティーヤはそこが階段の上であることを忘れて後あと退ずさった。当然のように引いた足の下に地面はなく、彼女の身体からだはバランスを失って後方へ倒たおれ込む。

　たった三段の階段を踏ふみ外し、踏み固められた雪の上に転がる。

「つ……」

　腰こしを打ち付けた痛みに耐たえて起き上がった時には、吐と息いきがかかりそうな距きよ離りに《キツネ》の顔があった。

「ねえ嬢さん。やっぱりお仕置きは必要だよね」

　目の前に立つ《キツネ》を見上げ、リティーヤは唾つばを飲み込んだ。ここまで来て助けが来ないということは、真実護衛は遠ざけられているのだろう。計画は狂くるった。それを理解した途と端たん、ヤムセの自信に溢あふれた顔が胸を過よぎる。無事に戻もどれたら、恨うらみ言の一つも言ってやる──いつもいつも自分を巻き込んで何食わぬ顔をしているなど、本当にろくでもない師だ。そのくせこういう時に浮うかぶのがその顔であるのが、またろくでもないことだと心から思う。

　そしてリティーヤのそういう心を知ってか知らずか、目の前の男は楽しげに自らの考えに没ぼつ頭とうしている。

「うーん、どんな苛いじめ方にしよう。ねえ、嬢じようさん、どんなのがいい？　候補としてはね、もの凄すごい強きよう迫はく観念を植え付けちゃうとか、そういう感じなんだけど。あ、さっきも様子おかしかったね、やっぱり寒さ系にさらに弱くしちゃおうかな。一人っきり、雪原でさまようイメージとかすり込んであげようか？　三日間くらい連続で悪夢見せるとか」

　リティーヤは必死で知恵を振ふり絞しぼろうとした。一人でなんとかこの場を逃のがれる方法を考えるのだ。なんとか、一人……。

　一人。

　リティーヤはやけに痛む胸を押さえ、歯を食いしばった。今はそんなことを考えている時ではない。《キツネ》の言葉など忘れてしまわなければ。

　しかし《キツネ》は、楽しげに手を打ち合わせて言った。

「よし、決めた。嬢さんに俺の見えてる未来をちょこっと見せてあげる。嬢さんの、ひとりぼっちの未来を」

「やめ……っ」

「親友だって姿を消して、嬢さんのこと好きになった男も、家族もいない未来。全部失って、辛つらくて、寂さびしい未来を見せてあげる。そうしたら、ちょっぴり反省してくれるかもしれないね。ああ、泣きじゃくって謝る嬢さん見てみたいなあ……勿もち論ろん許さないけどっ、あはは！」

「やめてっ！」

　リティーヤは《キツネ》から離はなれようとした。だが、あっさりと腕うでを摑つかまれ、反対に引き寄せられる。

　──その時だった。

「君は一人ではないぞ！」

　朗々たる声が、響き渡わたった。
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「とうっ！」

　リティーヤが声の主を見つけられないうちにそういうかけ声が上がり、同時に、頭上を見上げた《キツネ》がリティーヤを抱だきかかえて横に飛んだ。

　その、リティーヤが直前までいた場所に、重いものが降ってくる。

　人間だ。

　黒いコートを着て、目元をマスクで覆った人間──《薔ば薇らの棘とげ》だ。彼はすっくと立ち上がると、コートを翻ひるがえして《キツネ》を指さした。

「ふあっはっはあ！　よくは知らんがこの変質者め、リティーヤに手を出させはせんぞお！」

　リティーヤは呆ぼう然ぜんと、現れた《薔薇の棘》と、一筋の汗あせを浮かべる《キツネ》とを見比べ、やっと今何が起こっているか理解して叫さけんだ。

「今なんかもしかしてあたし踏み潰つぶしかけてなかった!?」

《薔薇の棘》は、ふ、と笑ってごまかした。

「計算は正確だった。屋根の雪で足が滑すべっただけだ！」

「妹を殺す気かああああ！」

「この悪漢め、すぐにリティーヤから離れろ！」

「どっちが悪漢だーっ！」

　リティーヤが怒ど鳴なって身をよじると、《キツネ》はあっさり彼女を雪の上に下ろした。が、離れる前に手首を摑まれる。

「ちょっと待って！　お兄ちゃん何も知らないのよ、傷つけたりは──」

「失礼な！　私は何でも知っている！　具体的にはおまえが何やら妙なやつに狙ねらわれているという話をヤムセ君から聞いている！」

「えっ、先生が」

「会議室に乱入したらつまみ出されたが、後からこっそり教えてくれたのだ。彼はなかなかのナイスガイだな！　ふあっはははは！」

「えーと、ちょっといいかな。なんであんた、ここに来られたの？」

《キツネ》が遠えん慮りよがちに声をかけた。

「ふ、たやすいこと！　勿論私はリティーヤの悲鳴が聞こえればたとえそれがどれだけ離れていようと駆かけつけられるのだ！」

「一応人避よけの魔ま術じゆつは使ってたんだけど……」

「そんなものは気合いと愛で破ってくれたわ！」

「…………えーと。まあいいや、あと、さ」

　情けなさそうに自分自身を指さす。

「変質者って俺のこと？」

「その通り！　《風と八月党》絡みの人間と聞いているぞ。ならばこちらにとっても好都合！　是ぜ非ひお話お聞かせ願おう！　勿論、獄ごく中ちゆうでなっ」

「あたしに関かかわらないでって言ったじゃない！」

　リティーヤは必死で叫んだ。

「なんでおとなしく帰ってくれなかったの！　レッドロック家の仕事？　《風と八月党》を捕つかまえるため？　どっちにしたってあたしに関わらないでよ！」

「何か勘かん違ちがいしているな」

《薔薇の棘》は、何故なぜか余よ裕ゆうたっぷりに答えた。

「私は君の兄ではない──ファルクロウ・レッドロックでもない。《薔薇の棘》だ！　だから君に関わるし、《風と八月党》討とう伐ばつにも協力させていただく！」

「…………え、ええええー…………」

　リティーヤはその場に膝ひざをつきそうになった。

　だが、その時には《薔薇の棘》はリティーヤと《キツネ》の間に入っていた。

「え」

　雪を蹴けり、一気に距離を詰つめたのだ。リティーヤはその素す早ばやさに言葉を失う。《キツネ》もその目を大きく見開いた。

《薔薇の棘》の抜ぬきはなったサーベルが、《キツネ》のコートを僅わずかに切り裂さいていた。

《キツネ》がリティーヤの手を離して避けていなければ、その身体を一刀両断していたはずだ。

「噓うそ……」

　速い。

《薔薇の棘》は斬ざん撃げきを矢や継つぎ早に叩たたき込む。《キツネ》は防戦一方で、ついに雪に足を取られて背中から倒れた。木の幹に背中をぶつける。さらにその、目の位置を正確について、《薔薇の棘》のサーベルが振り下ろされる。

「！」

　悲鳴を飲み込むリティーヤの前で、しかし《キツネ》は一いつ瞬しゆん早く右手に逃れる。ともすれば足を取られるこの積雪の中、体重を感じさせない素早い動きだった。

　そして、《キツネ》は方向を転じ、

「あ？」

　リティーヤの方へ、突つっ込んでくる。

　その、驚おどろくべき速度を維い持じしたまま。

「あああああああっ!?」

《キツネ》に真っ正面から体当たりされ、リティーヤは悲鳴を上げて後ろ向きに吹ふき飛んだ。背中から叩き付けられた先は固い地面ではなく脇わきに避けられた雪の中だが、それでもほとんど頭から突っ込み、上半身が見事に埋うまる。雪の中では天地も一瞬わからなくて、リティーヤはもがいた。勿論、雪は手がかりにならないから、身を起こすことも難しい。

「もむがっ」

　暴れるリティーヤの腕を摑み、彼女を引き揚あげたのは、ぶつかってきた《キツネ》だった。

「やあ嬢さん──ごめんね」

《キツネ》の言葉に、リティーヤはぎくりとした。

　リティーヤの腕には、封ふうじの儀ぎ式しき具である鎖くさりが絡からみついていた。

「あっ」

　必死に動こうともがくが、指先一つ自分の思うようにはならない。合い言葉によって発動した儀式具の効力は二つ、一部の身体からだの動きを抑よく制せいすることと、魔力を封じること。尋じん問もん用なので首から上は動くが、他ほかは力が抜けたように動かない。

　リティーヤのままならない身体を、《キツネ》はひょいと片手で抱き上げた。

　そしてもう片方の手でそばの木から張り出した太い枝を摑み、軽々と二人分の体重を持ち上げる。

「ひっ」

　ぐるんと視界が回転し、リティーヤは気付いた時には木の枝の上に立つ《キツネ》に抱かかえられていた。さらに《キツネ》は同じことを繰くり返し、結構な高さに至ってようやく足を止める。

　リティーヤは、思わぬ高さに目め眩まいがしてくる。

　樹下で、《薔薇の棘》が焦あせった声を上げていた。

「く──卑ひ怯きようなっ、人ひと質じちを取ったつもりか！」

「人質って、俺が嬢じようさんを傷つけるっての？　やだなー、勝手に割って入っておいてー」

「ええいっ、そこから降りろ！」

「やだよん。じゃ、嬢さん、お仕置きは二人っきりになってからゆっくりしてあげるからねー」

「誰だれが……っ」

「ん？」

「誰があんたについてくか！」

　リティーヤはイメージを膨ふくらませた。手っ取り早く、なおかつ自分に害が及およばないよう、強風のイメージだ。幾いくら身軽だろうが、樹上で立っていたのでは、突とつ風ぷうは防ぎようがない。

「わ!?」

　案の定、突とつ然ぜん後方から衝つき上げてきた突風に、《キツネ》は悲鳴を上げた。堪こらえきれずにふわりと身体が浮うき──次の瞬しゆん間かん、落下する。

　勿もち論ろん、抱えられたリティーヤも一いつ緒しよに。

「！」

　封じの魔術は効いたまま、受け身も取れずに雪面に突っ込んだ。はずだった。

　だが、リティーヤは、大した痛みも感じていなかった。

「あれ？」

　幾ら時間が経たってもやってこない痛みに驚き、かろうじて動く目だけで自分の状じよう況きようを確かく認にんする。

「いてて……」

　リティーヤの身体の下から聞こえるのは、《キツネ》の声だ。

　彼が、リティーヤの下した敷じきになっていたのだ。

　自然にそうなる姿勢ではなかった。ということは──意図的に。

「……あんた」

「リティーヤ！」

《薔ば薇らの棘とげ》がリティーヤを雪の中から引きずり出し、《キツネ》から引き離はなした。

「くそ──これかっ」

《薔薇の棘》はリティーヤの腕に絡みつく鎖に手をかけたかと思うと、強ごう引いんにそれを引きちぎろうとした。

「ちょ……痛いっ、それは無理ーっ」

「くそっ、なんだこれはっ」

「封じよ！　いいから誰か呼んできて！」

　その時、《キツネ》がゆっくりと身体を起こした。

「もう、無茶をするんだからー……ってなんで嬢さん魔術使えるんだよー」

「あっ。あんたでも知らないことってあったのね。あたし魔術封ふうじだけは効かないのよ」

「なんだよ、それ……人避けの魔術構わず突っ込んでくるだの、封じ効かないだの……」

《キツネ》は立ち上がったが、痛むのか、頭を抱えている。

「ま、あ、いいや、とりあえず、今回は……」

　一歩、その姿が闇やみの中に下がる。逃にげるつもりだ。察知して、リティーヤは身体を動かそうとするが、封じは彼女の身体から自由を奪うばい取っている。《薔薇の棘》の腕うでに支えられたまま、指一本動かせない。

　だが。

「逃がすわけがないだろう」

　四人目の声とともに、《キツネ》の喉のど元もとに、突とつ然ぜん抜ぬき身の刃やいばがあてがわれた。

　今まで闇のベールでもまとっていたかのように、彼は忽こつ然ぜんと《キツネ》の背後の闇の中から現れ、その喉元に刃を突きつけたのだ。

　ヤムセだ。

「あー。俺の魔ま術じゆつじゃないの。〈夢〉系統の。だろ？」

　そう呟つぶやいたのは、喉元にサーベルを突きつけられた《キツネ》だった。

「そっか、わかった、なんかおかしいと思ったんだけど、やっぱりお兄さんもこの魔術で隠かくれてたんだなあ」

「何っ、ふざけるな！　私は《薔薇の棘》、逃げも隠れもしないっ！」

「えー。じゃあますますどうやって俺の魔術破ったのさ？」

「気合いと……愛だっ！」

《薔薇の棘》は自信満々に答えた。リティーヤはもう放ほうっておくことにして、《キツネ》に尋たずねた。

「ちょっと待って、『隠れて』って……？」

「ん？　ああ、正確に言うと姿を隠すんじゃなくて、その場にいる人間の意識から自分の存在を消し去る魔術。俺の得意魔術だけど、今は《遺失ロスト魔術・アート》だと思うよ」

「復活させた人間がいる」

　淡たん々たんと答えたのは、ヤムセだった。

「……ロードマスター、ですか？」

　ヤムセはリティーヤの問いには答えず、《キツネ》をその場に座らせた。

　だが、背を向け表情を見せないその態度から、リティーヤにも誰の魔術だか、わかった気がした。

　……ユローナだ。

　その時。

「いだっ、たたたたっ！」

　初めて聞く《キツネ》の悲鳴に、リティーヤは慌あわてて視線を上げた。

《キツネ》の傍かたわらに膝ひざをつき、ヤムセがその額を押さえていた。

「先生？……先生っ!?」

　ヤムセは、《キツネ》の額に彫ちよう刻こく刀とうのような小さなナイフで、傷をつけていた。《キツネ》は足をばたばたと動かすが、両りよう腕うではすでに背中に回され拘こう束そくされている。

「先生、何やってんの！」

「魔力封ふうじの原始文字を直接彫ほり込んでいる。これが一番効果的だ」

　ヤムセは答える間も、ゆっくりと刃は物ものを動かしていく。つう、と《キツネ》の額から血が流れる。

「！　ちょ、先生っ、そ……」

「必要だからやっている。おまえはもう下がってろ」

「……動けませんっ」

　リティーヤはムッとしてヤムセの背を睨にらみつけた。

《キツネ》の出血はそれなりに多い。リティーヤは彼が血を流しているのを見るのは二度目だった。一度目は、七年前の冬、虹にじドロさんと《キツネ》が戦った時のこと。あの時の傷ついた子狐ぎつねと今の彼の姿が重なり、さらには死を受け入れようとしていた自分に怒おこって牙きばを剝むいた巨きよ大だいな獣けものの姿を思い出し、リティーヤは、ぐっ、と奥歯に力を込めた。

　子狐と、獰どう猛もうな獣と、今自分の目の前にいる男。

　そのすべてが同じ存在の別の姿で、等しく血を流しているのだ。

「終わった。これで少なくとも傷が癒いえるまでは魔術は使えん」

　ヤムセが最後に《キツネ》の額から血を拭ぬぐい取り、文字を確認して言った。拭ったと言っても、すぐにまた血が滲にじみ出ている。

　不安や苛いら立だちは一いつ切さい表さず、《キツネ》はにたりと笑った。捕つかまった割には楽しそうだ。リティーヤはその笑え顔がおに嫌いやな予感を覚える。

　まだある。何かある。

　何か、忘れている気がする──。

「ヤムセ君っ！」

　突然《薔薇の棘》の朗々たる声が響ひびき、リティーヤは我に返った。

《薔薇の棘》が、びしりとヤムセに指をつきつけていた。

「もしやとは思うが、君は人の妹を囮おとりに使ったのかね？」

「……他ほかの何に見える」

「幾ら魔術で潜ひそんでいたとはいえ、そのやり方は許されるものではない。というか私が許さんっ！」

「この男はこういう人間なんだよ、《薔薇の棘》さん」

《キツネ》が訳知り顔でそう言い、細い目をさらに細くして笑った。

「あの女そっくりだ。さすが師し弟ていだね。手段を選ばず、どんなに周りに被ひ害がいが出ても気にしない。そもそもがどこかの組織に属するなんて無茶なことだったんだ。せいぜいそうやってのたれ死ねばいいさ。師弟ともどもね」

「…………」

　じろりと冷たい視線を向けるヤムセに、《キツネ》は喉のどの奥で笑って言った。

「あんただ。俺はわかってた。あんたが俺の敵だって。いつだってわかってた。先生さん──俺はあんたに会えるの、実は楽しみにしてたんだ。ハエみたいにうるさいあの女の弟子でしだもの、あの時の魔術師だもの。あんたに負わされた傷、まだ残ってるよ？」

「な……何？　え、先生？」

「あんたにこう言える日が待ち遠しくて仕方なかった。いいかい、あんたは《学園》を去ることになる。あんたの師し匠しようと同じ道を歩むんだ」

「ファルクロウ」

　唐とう突とつにヤムセがそう呼んだ。呼ばれた方は不服そうに訂てい正せいした。

「《薔薇の棘》だ」

「名前は何でも良い。おまえの妹を安全なところに連れていけ。私はこいつと話がある」

「…………それはこっちもあるんだが…………」

「後にしろ」

　ヤムセが言い放ち、《薔薇の棘》は肩かたを竦すくめた。

「まあ、良いだろう。殺すなよ？」

「先生っ！」

　リティーヤは《薔薇の棘》の腕に抱だき上げられ、ヤムセと《キツネ》から引き離された。





４






　そこは閉へい鎖さされた食堂の中だった。椅い子すが上げられたままのテーブルの間に、彼らはいた。

　リティーヤは、外だ。

「七年ぶり、かな？」

《キツネ》は後ろ手に縛しばられたまま、ヤムセを見上げていた。

「ね、虹ドロさん？」

　ヤムセは表情を変えず、テーブルから椅子を一つ下ろしてそれに《キツネ》を座らせた。

「ユローナはさあ……俺の魔術応用して、人間でも使えるように改変するわ、俺の趣しゆ味みも邪じや魔まするわ、ほんっとうに鬱うつ陶とうしかった。七年前先生さん助けたのもユローナでしょ？　ま、死んじゃったら可愛かわいいもんだけどね」

「…………」

　ヤムセは懐ふところから白い石を取り出し、それで《キツネ》を囲むような円を描えがき、その内部に原始文字を書き始めた。

「あ、そういえばさ、こういうふうに話するつもりなら、別に嬢じようさんに時間稼かせがせて俺と話させなくてもよかったんじゃないの？」

「おまえが《キツネ》なら、強要されたところで何も喋しやべらん。おまえがあっさり口を割るような相手だったら、ラガロの代で人類は〈昼〉の石板を集め終えていた」

「あっははは！　そうかもね！　なるほど、それで嬢さんが俺から話を引き出そうとしてたのかー。で、どう？　何かわかった？」

「『子どものように感情的、かんしゃく持ち。気分の移り変わりが激しく、常に誰だれかを求めている。自分の運命を変える誰かを。自分には決して得られない情熱を持つ誰かを』」

「……それ先生さんの見立て？」

「ユローナだ。彼女の研究ノートにメモ書きがあった」

「じゃ、それを先生さんが調べてたんだ。ユローナ研究って禁じられてるんじゃないの？　相変わらずユローナ大好きみたいだねー」

「…………《キツネ》」

「うん？」

「揺ゆさぶっても、意味がないぞ」

「へえ……どうして？　先生さんが俺と同じくらい感情的でかんしゃく持ちで気分の移り変わりが激しいってことくらい、俺は知ってるよ。表に出してないだけ──」

　突とつ然ぜん、ヤムセが《キツネ》の座っていた椅子の脚あしを蹴けった。後ろ手に縛られたままの《キツネ》には避よけようがなく、椅子ごと床ゆかに転がってしまう。

「つ……」

「感かん慨がい深いな」

　ヤムセはぽつりとそう呟つぶやく。

「自分を殺しかけたあの化け物とまた出会うとは思わなかった」

　文字を書き終えると、彼は自分の分の椅子を下ろし、背もたれを前にしてそれに座った。

「《キツネ》。おまえは私を敵だと言ったな。だが私はそうは思わん」

「へえー、じゃあ、何さ？」

「ただの、化け物だ」

《キツネ》は、あはっ、と笑った。その口の横には、赤い血が一筋垂れている。

「……ユローナと一いつ緒しよだ。師匠ともども可愛くないね。リティーヤはあーんなに可愛いのに」

　──ぱん、ぱん、という手を叩たたく音が、がらんとした食堂に響いた。

「ヤムセもほんと──いじめっ子だ」

　拍はく手しゆの主は、離はなれたテーブルの上に直接腰こし掛かけ、分厚い眼鏡めがねの奥から、彼らの様子を眺ながめていた。食堂の奥まった位置にいて、今まで存在を感じさせなかったのだ。いや、あるいは、いつもの魔術でたった今現れたのかもしれないが。

「ロードマスター……？」

　訝いぶかしげなヤムセへ、拍手の主は短く指示した。

「ご苦労様。もう行っていいよ、後はボクが処理する」

「ここの持ち場は治安維い持じ局のはずでは？　局長は……それに、テヨルはどうしました？　あなたの持ち場は図書館の……」

「《地図》の警備はテヨルたちに代わってもらったんだ。これを終わらせたらすぐ向かうよ」

「しかし」

「ヤムセ」

　彼はそう言うと、テーブルから降り、ゆっくりと近づいてきた。

「確かに、評議会は彼を捕ほ縛ばくすることは了りよう承しようした。本当に彼がキミらの言う通り《始原のキツネ》なのかどうかはわからないけど、侵しん入にゆう者だってことだけは確かだからね。ただし、これはあくまで暫ざん定てい的な措そ置ち。今後の彼の処しよ遇ぐうについては、緊きん急きゆう評議会で今も協議中だ」

「…………」

「《キツネ》を捕まえたってことになると、色々問題になるんだよ。何しろ相手は人類に魔術を教えたとされる存在だ。……というわけで、評議会の結論が出るまでは、ボクが面めん倒どうを見るってことになっちゃった。学長のご意向さ。治安維持局とはいえ、一いつ般ぱんの魔術師にあんまりこの事を知られたくないんだよ」

　なるほど──筋は通っている。

《キツネ》の捕縛を思いついたヤムセが、最初に相談した相手はロードマスターだった。研究室の長おさであり、副学長であり、最も身近な《Ａ》の位階の魔術師である彼に相談するのは、至し極ごく当然の成り行きだった。ヤムセの相談を受けたロードマスターによって、学内に残る《Ａ》位魔術師が緊急招集され、評議会の場で《キツネ》の侵入が報告されその対応が決定された──つまり、捕縛が許可された。ヤムセは評議会に関かかわる立場にはないから、その結論はロードマスター経由で報しらされただけだ。今回の突然の変へん更こうがロードマスターの口で伝えられるのも、事の性質を考えれば理解できる。《始原のキツネ》の真実について、知る者の数をできるだけ抑おさえたいのだ。

　だが、とヤムセは考えた。

　気に食わない。

「……あれれ？　もしかして怒おこってる？」

「…………」

「横からかっさらわれるようなものだものね」

　男は微かすかな笑えみすら見せてそう囁ささやき、《キツネ》の真後ろに立って、ヤムセと向き合う形になった。

「キミと彼には何か因いん縁ねんがあるみたいだけど──まあ、今回は諦あきらめてよ」

　そう言って、ヤムセの様子を窺うかがうように小首を傾かしげる。

「ごめんね？」

　気に食わない、とヤムセはもう一度思った。

　おかしい、とも。

「……私に対して、下した手てに出すぎだと思います」

　思ったことをそのまま呟くと、相手は一いつ瞬しゆん訝いぶかしげに顔をしかめ、それから──。

　ふ、と顔から表情を消した。

「ああ──そうか。謝っちゃいけなかったのか。微び調ちよう整せいが難しいな」

　その声はロードマスターのものではなかった。

　もっと、嗄かれた、老人のような声だった。

　次の瞬間、その姿が水面に映る影かげのように歪ゆがんだ。

　かと思うと、ロードマスターの姿は消え、同じ場所にまったく別の姿形のものが現れた。

　上背は変わらないようだが、全身をゆったりとしたマントに包んでいるため、骨格はよくわからない。腰こしまで届こうかという長い白はく髪はつがフードから零こぼれている。ロードマスターのものだったはずのその顔は、鼻の辺りまで銀と宝玉で飾かざられた装そう飾しよく性の高い仮面で覆おおわれ、残りはばさりと翻ひるがえされたマントの陰かげになって見えない。

　その時──。

「ヤムセそいつは偽にせ者ものだ！」

　そう叫さけんで奥のドアから食堂に転がり込んできたのは、テヨルだった。彼女は腹部を押さえ、荒あらい息をついて床に膝ひざを突ついた。血だまりが不ふ吉きつにどろりと広がる。

　そして次の瞬間、ヤムセは最初の魔術を繰くり出した。




　衝しよう撃げきに地面が揺れた。

　リティーヤは驚おどろいて食堂を振ふり返──ろうとして、自分の身体からだが動かないことをあらためて思い知った。その時彼女は《薔ば薇らの棘とげ》に抱だき上げられて移動するところだったが、《薔薇の棘》は衝撃を感じると同時に木の陰に飛び込み、吹ふき付けてきた突とつ風ぷうと瓦が礫れきから彼女の身体を守った。

　木がしなり、枝が折れ、食堂の方から飛んできた割れたガラスや椅い子すの脚などが周囲の雪面をえぐった。風が収まった時、周辺は様変わりしており、リティーヤは血の気を失った唇くちびるを開き叫んだ。

「お兄ちゃん大だい丈じよう夫ぶ!?」

「大丈夫だ」

《薔薇の棘》の全身が緊きん張ちようしているのがリティーヤにも伝わった。彼はリティーヤを抱かかえたまま、木こ陰かげから素す早ばやく食堂の方を窺った。身体が傾かたむき、リティーヤにもそちらの様子が見て取れる。

　食堂の窓は、あらかた割れていた。

　食堂の周囲には放射状に窓ガラスの残ざん骸がいやら、椅子やらテーブルの破は片へんやらが散らばり、大きなガス爆ばく発はつでもあったのかと思わせる有り様だった。ただ、炎ほのおも、焦こげた臭においもないから、そうではないとわかる。

　次の瞬間、ドアが内側から吹き飛び、ヤムセが転がり出てきた。誰だれか人を──テヨルを抱えている。

「先生っ！　テヨルさんっ!?」

　ヤムセは幸い大きなケガをしている様子はなく、すぐに立ち上がってサーベルを構えたが、テヨルはその後ろに蹲うずくまり、立ち上がるのも難しそうだ。血、のようなものも見える。

　そして、ドアの残骸を越こえて最後に出てきたのは、リティーヤが見たことのない人物だった。

　全身をマントに包んだ、長い白髪と、仮面の男だ。

　仮面は《薔薇の棘》の布製のそれとは違ちがって、もっと硬かたい材質のもので、なおかつ装飾性が高かった。おそらくは、仮面舞ぶ踏とう会で使われるようなものだろう。

　リティーヤは、これとまったく同じではないが、よく似た仮面を見たことがあった。

　ロリロナだ。

　食堂から現れた人物は背の高さなどから明らかにあの少女ではないが、彼女もまたこのような仮面をつけていたのだ。彼女の所属する《風と八月党》のトレードマークのようなものだと後から教えられた。

「《風と八月党》……？」

　リティーヤの呟つぶやきに、《薔薇の棘》の全身の緊張がより強いものになる。彼の鋭するどい気配がリティーヤにも感じられ、思わず息を吞のんだ。相手もそれに気付いたのか、リティーヤの肩かたを抱く手に力を込めて、囁いた。

「大丈夫だ。俺はここにいる」

「お兄ちゃん、行って……」

「おいっ」

　焦あせった声を上げる《薔薇の棘》を、兄を、リティーヤは怒ど鳴なりつけた。

「行って！　《薔薇の棘》なんでしょう……《風と八月党》を捕つかまえるために来たんでしょう、行ってよ！」

「…………」

　視線が絡からまった。彼の逡しゆん巡じゆんは一いつ瞬しゆんだった。

《薔薇の棘》はリティーヤの身体を木の幹にもたれさせると、すっくと背筋を伸のばして立ち上がった。

「良かろう、乙女おとめに懇こん願がんされてはこの《薔薇の棘》断るわけにはいかぬ！　さあ助すけ太だ刀ちしようぞヤムセ君！」

　そう大だい音おん声じように宣言すると、ヤムセと対たい峙じする侵しん入にゆう者へ、剣けんをひっさげ突っ込んでいく。

　息継つぐ間もないような魔ま術じゆつ合戦の結果、ヤムセと侵入者の周囲では雪が吹き飛び、地面がえぐれ、凍いてつくような風が吹き荒あれ、大地が小刻みに揺ゆれてさえいたが、《薔薇の棘》は陥かん没ぼつした地面を飛び越え、吹雪ふぶきを突っ切り、侵入者にとっては死角となった側面からの突とつ撃げきを敢かん行こうした。

　だが、《薔薇の棘》のサーベルが侵入者の身体に向けて振り下ろされたその時、ぎいいいいいいん、という金属的な音が響ひびき、サーベルの動きがやけに遅おそくなった。

「ぐ」

《薔薇の棘》から低い呻うめきが漏もれる。触ふれてもいないのに抵てい抗こうがあるのだ──まるで空気そのものの抵抗が突とつ然ぜん強まったように。防護結界だ、とリティーヤは悟さとった。この手の障しよう壁へきや結界は大たい抵てい〈夜〉魔力によるものだが、周囲が闇やみに包まれた今、〈夜〉魔力は増大し、より大きな力を、たとえば物理攻こう撃げきの無効化に近い効力さえ持つに至る。

　余よ裕ゆうを持って侵入者がかざした手が、《薔薇の棘》に向けられる。魔力の動きを感じ、リティーヤは思わず叫んだ。

「お兄ちゃん！」

　その叫びは、しかしさらなる音にかき消される。

　ガラスが砕くだけたような音が響いた。

　次の瞬間には、《薔薇の棘》のサーベルが侵入者の腕うでを切り裂さいていた。

　ヤムセの魔術が、侵入者の防護結界を破ったのだ。

　だが、腕からぼたぼたと血を垂らしながらも、侵入者は焦る様子もなく準備していた魔術を発動させた。

　見えない巨きよ大だいな手で殴なぐられたように、《薔薇の棘》が背後に吹っ飛ぶ──空気の塊かたまりを叩たたき付ける〈流れ〉魔術だろう。リティーヤは自分の喉のどから悲鳴が上がっていることに気付いたが、兄は視界の外まで吹き飛ばされ、身体を動かせない今のリティーヤには見ることもできない。

　その直後、周囲を照らしていた街灯が、一いつ斉せいに消えた。

　かなり近い位置にあった街灯も消えたため、突然の光量の低下に目がついていけず、リティーヤは周囲が闇に包まれたように感じ、悲鳴すら飲み込んだ。何が起こっているのか、魔術と魔術がぶつかることによると思われるさらなる音が何度かとどろき、気がついた時には、一いち陣じんの突風とともに、リティーヤの頰ほおに触れるものがあった。

　人の体温だ。

　兄か、ヤムセか、と思い、張りつめていた気持ちがやっと緩ゆるんだ、その時。

「キミか」

　覚えのない嗄れた声が、リティーヤの心臓をきゅっと絞しぼり上げた。

「だ」

「ロリロナから聞いているよ。〈昼〉魔術を使うとね」

「誰……っ!?　先生！　助け……」

　相手の手に頭を鷲わし摑づかみにされる。爪つめが耳と目にかかる。恐きよう怖ふでリティーヤは全身が竦すくむのを覚えた。

「確かめさせてもらいたいんだ」

　しわがれた声がそう囁ささやくと同時に、リティーヤの頭に、幾いくつかの断だん片ぺん的なイメージが喚かん起きされた。

　最初のイメージは、冷たい石いし畳だたみ。幼いリティーヤはそこに横たわっている。

　次は凍こおり付いたマフラーと靴くつ下した。

　凍とう傷しようになりかけた指先。

　雪で重くなった瞼まぶた。

　雪明かりと街灯でぼんやり照らされた道と、自分の前を、ただ通り過ぎていく人々。

　凍てついた世界と、それと同じ温度に均ならされていく自分。

　何も動かない、凍り付いた、死の……。

　孤独。

「あ」

　どくん、と心臓が一つ高鳴った。

「ああああああああ」

　どくんどくんどくんどくんと、心臓がどんどん速く動く。全身に熱い熱い血を送り、体温を上げていく。通常の人間に耐たえられる限界を超こえてそれは高まる。リティーヤは自分の体温が周囲の雪を溶とかし、さらには水を蒸発させていくことに気付いた。このままでは、と気付く。

　このままでは〈昼〉魔力が暴走する。

　──いや。

「さあ……確かめさせておくれ」

　嗄かれた声がそう囁き、暴走するのではなく、暴走させられてしまうのだと気付いた。

　咄とつ嗟さに虹ドロさんの思い出にすがろうとした。

　だが、もう止められない。

「ああああああああああああああああああああああああああ！」

　か、と頭の奥で火花が散った。




　リティーヤの身体からだから発せられた熱は、雪をすっかり溶かし、蒸発させ、さらにはその下にあった草や落ち葉からも水分を奪ってしまった。

　そして、その一瞬後にはそれらに火がついた。

　炎は見る間に燃え広がり、さらにその熱が周囲の大地から水分を奪い取り、熱い蒸気に変えて上じよう昇しよう気流とともに霧む散さんさせた。

　リティーヤはその真ん中に倒たおれ込み、荒あらい息をついていた。

　動きを拘こう束そくする鎖くさりは、もうとっくの昔に弾はじけ飛んでいる。全身が熱く、途と方ほうもない脱だつ力りよく感に襲おそわれていた。今すぐ意識を手放してしまいたかったが、状じよう況きようからそうもいかない。

　周囲は炎ほのおの海で、目の前には、例の侵入者が立っているのだ。

「本物のようだ」

　侵入者は防護結界のおかげか、炎の中でも汗あせ一つかくことなくそう呟くと、リティーヤの方へ手を伸ばしてきた。

　場ば違ちがいなまでに美しい仮面が、ゆっくりと迫せまってくる。白い髪かみがさらりと肩からマントの前に垂れ、リティーヤの目元を掠かすめる。リティーヤは男の手を避さけようと身をよじり、身体が動くことに気付いた。魔力の暴走で儀ぎ式しき具がはじけ飛んだと同時に、魔術も解けたのだ。

　咄とつ嗟さに腕を振ふり回した。その指先が相手の仮面にぶつかった。

　まだリティーヤの魔力が暴走していたのか、指先が触れただけで、仮面は突然二つに割れて、地面に落ちると同時に燃もえ尽つきた。

　仮面の下の素す顔がおがさらされる。

「……え？」

　白く長い髪の間から、青とも緑ともつかない美しい色の双そう眸ぼうが覗のぞいている。肌はだは白くきめ細かく、全体的に整った顔立ちは、見覚えのあるそれとよく似ていた。

「ろ……どますたー……？」

　呟つぶやきに、相手は声もなく微ほほ笑えんだ。

　その笑えみを見て、違ちがう、とリティーヤは理解した。目の前の男は確かにロードマスターとほとんど同じ顔をしているが、微笑み方が違う。これは別人だ。かといって、魔術で姿を変えたにしては、本物よりさらに肌が白い。病的なほどだ。髪が長いのもおかしいし、少し細身にも見える。

「え……？　なんで、でも」

　魔ま術じゆつで顔を作り変えたのなら、どうしてまったく同じにしないのだ。どうして、僅わずかな差異を作っているのだ。リティーヤは混乱して、ただ相手の顔を食い入るように見つめた。

「リティーヤ！」

　その時、リティーヤの背後の炎を突つっ切って、ヤムセの声が聞こえてきた。

〈昼〉に対たい抗こうする〈夜〉の魔力が周囲を圧あつ倒とうし、ほんの数呼吸で背後の火が消え、そこからヤムセが現れた。

　ヤムセがリティーヤの傍かたわらに立った時には、侵入者は身を翻ひるがえしてまだ燃えさかる炎の中に飛び込んでいた。

　ヤムセは大きなケガはないようで、厳しい顔でリティーヤの腕を摑つかんで言った。

「動けるか？　摑まれ」

　その時すでに〈昼〉魔術行使後の急激な体温の変化を感じていたリティーヤは、おとなしくヤムセの首にしがみついた。




　リティーヤはヤムセの魔術に守られて、炎の中から逃のがれることができた。

　途と端たんに結界が解かれ、草木をしなびさせるほどの熱風が肌を包み込む。

　逃れ出たのは、食堂からメインストリートへ伸のびる小道だった。

　振り返ってみれば、食堂までの間に植えられた数本の木々が炎に包まれ、夜空に火花が散っていた。黒々とした空に燃え上がる炎は、赤く、毒々しい。燃え落ちた枝で、雪がじゅうじゅうと解けていく。

　だが、火勢はすでに弱まっていた。魔術と水による消火活動を的確に行えば、食堂まで被ひ害がいが及およぶことはなさそうに思われた。

　その時、燃え上がる木々の向こう、食堂のさらに奥に、闇やみが見えた。

　夜の闇とは、何かが違う。

「…………？」

　リティーヤは目を細めてそちらの様子を窺うかがった。食堂の裏は斜しや面めんになって下っており、その先には広々とした試験農場──今は雪原──が広がっているはずだ。

　リティーヤはじっくりとそれを見つめ、やっと、その正体に気付いた。

　それは、闇夜の色に塗ぬり込められた、巨きよ大だいな物体だった。

　炎に照らし出されるその横よこ幅はばに、圧倒的な質量に、リティーヤは啞あ然ぜんとした。

　形状としては、思い切り横に引き伸ばされた楕だ円えんだろうか。葉巻の形に少し似ている。ただし、横幅はたっぷり四、五十メートルはある。

　しかも、それは、浮ういていた。

　地上十メートル程度の高さに浮き、その下には箱形の、小屋程度の大きさのある物体がつり下げられていたのだ。

　その物体からは、さらに何か地上に垂れ下がっている。

　はしごだ。

　その先にしがみつき、地上から今まさに離はなれていくのは、黒いマントを翻す例の侵しん入にゆう者だ。小こ脇わきに抱かかえているのは《キツネ》だろうか。

　遠く、微かすかに、声が聞こえる。

「……さぁ～ん、邪じや魔ま入っちゃ……から、また……ねえ～」

《キツネ》が、手を振りながら、声を張り上げている。

　リティーヤは呆あつ気けにとられた。

　ヤムセはリティーヤを抱えたまま炎を迂う回かいし、食堂の裏に回り、そこから斜面を滑すべり降りて雪原に出た。

　その時には、もう空飛ぶ楕円の物体と、それにつり下げられた箱は闇夜に溶けるように見えなくなっていた。

　だが、それが遠く去っていく前に、リティーヤは炎に照らされたその姿をはっきりと認めていた──プロペラらしきものがついているのも、見えた。

　唾つばを飲み込み、もはや闇だけが広がる空を指す。

「せ、先生、あれ……って」

「飛行船だ」

　ヤムセは、もはや興味も失った様子で、短く答えた。

　遠く、近く、カンカンという鐘かねの音が、炎の燃え広がるよりも速く、大気を震ふるわせていった。

　そして、その時になって──。

《六花祭》の終わりを告げる花火が、炎に焼け付く空に打ち上げられた。




　ミカは食堂の裏手で魔術を解いた。《キツネ》から身を隠かくすためのユローナの魔術だ。ミカは幾いくつか問題点を教えただけだが、ヤムセはほんの三十分ほどで魔術を一から組み立て直し、持続時間の延長と効力の増大に成功していた。ミカ自身も、その改良版の魔術を使わせてもらっていたのだ。

「終わりましたね」

　ミカはフードにかかったガラス片へんを払はらい、傍らに立つイルザークに言った。

「私たちも脱だつ出しゆつしましょう。厳げん戒かい態勢が敷しかれた後だと、さすがに逃にげづらくなります」

「逢あっていかなくていいのかい？」

　笑い飛ばそうとしたミカは、イルザークの顔を見てそれを諦あきらめた。彼は真しん摯しな目でミカを見ていた。だからミカも真摯な答えを言うべきだった。

「……逢いません。今は、まだ」

「何故なぜ？」

　カンカンカンカン、とうるさいくらいの半はん鐘しようの音が、冬の静せい寂じやくを打ち砕くだいていた。ミカはイルザークを見つめた。一人になった自分についてきてくれた、どこかあてどない男の目を見つめた。

「……あの子の前で良い友人でいられる自信がありません。自分の執しゆう着ちやくが、時々怖こわいんです」

　いつの間にかドレスを握にぎっていた手を、苦労して開いた。無意識に皺しわを伸ばす。

「私はどうしてあの子にこんなにこだわるんでしょう？　《六花祭》時期で潜もぐり込みやすいなんて言っても、私は欠片かけらです、追われる身です。《学園》に戻もどるなんて、自殺行こう為いです」

「……そうだね」

「そうだね、じゃありません。だいたいどうしてイルザークさんは私についてくるんですか。私がユローナの記き憶おくを継ついでいて心配なら私一人を学内に放ほうり込めば良い話です。それで私がへまをして捕つかまったら、イルザークさんの懸け念ねんはもう綺き麗れいさっぱりなくなるんですよ」

「好きだから、で良いんじゃないかな」

「イルザークさんが私のことをですか？」

「君がリティーヤのことを、だよ」

　それはそうだ。ミカは自らの思考をまさぐり、言葉にした。

「……好き、です。私はあの子のことが好きで……なんだか、その感情だけが、私が人間だという証しよう拠このような気がしてしまうんです。でもそれにすがっている自分の不自然さもわかっているんです。私は、たぶん、あの子に頼たよりすぎている……《キツネ》みたいに……」

　頭痛がして、言葉を切る。

「……どうかした？」

　心配そう、というよりは、慎しん重ちような口ぶりでイルザークは尋たずねてきた。物思いに囚とらわれ、ミカはその小さな差異を見み逃のがし、首を振ふる。

「いえ……時々不思議に思うんです。どうして、《キツネ》は私を石板の欠片から作り出したんでしょう？　リティーヤを苦しめるため？　それとも、他ほかにも、何かあるのでしょうか？　……ユローナなら、何か勘かんづいていたのでは？　イルザークさんはご存じないんですか？」

「……どうだろうね。さあ、もう行こう」

　イルザークがミカの背を押し、脱出路に通じる原生林の中へ歩かせようとした。ミカはそれに従い、一度だけ炎ほのおと雪原の向こうにリティーヤの姿を求めたが、かなえられないと知って諦めた。

　二人は、森の奥の観測所に至る、細い獣けもの道みちのような道を進んだ。

　その間、もう一言も喋しやべらなかった。

　だからミカは、自分がリティーヤに執着する理由を知らない。

　リティーヤが〈昼〉魔力を持つことを知らない。自分が〈昼〉の石板の欠片から作り出された存在だということはわかっていても、そのためにリティーヤと引き合うのだということを知らない。《キツネ》が〈昼〉の石板の欠片から自分を作ったのは、まさしくその反応のため、放っておいてもリティーヤと引き合うその性質のためだということを、知らない。

　ミカがリティーヤに執着するのは当然のことなのだ。

　ミカは、そうあるべく生み出されたのだから。

　ユローナがその情報を彼女に渡わたすことを拒こばんだからか、それとも彼女自身がその情報を本能的に恐おそれ、回かい避ひしたからかは、イルザークにはわからない。

　彼はただ一いつ切さいを語らず、彼女の背を守って森の闇を歩いた。





５






「派手だね」

　男は、穏おだやかな、嗄かれた声で囁ささやくようにそう言った。

「でも実用的よ。《学園》近辺に地上から入り込むのは、まず無理だし」

　答えたのは、まだ十歳そこそこと思われる少女だ。毛皮で縁ふち取どりされた赤いケープが愛らしい。美しく暖かそうな毛皮の帽ぼう子しの下には、くるくるの赤い巻き毛とそばかすの浮いたあどけない笑え顔がおが見える。

「設計者はまだ実験段階だ、なんて言ってたけど、魔術の支し援えんで安全も速度も保証されるってことを彼は考えたことがなかったのよ。ほんと、あなたのところの魔術師は優ゆう秀しゆうね、よく働くし。《学園》が慌あわててこちらを追いかけてきたところで、この速度が出ていれば問題ないわ」

　ぬいぐるみを抱だいて、少女はくすくすと笑った。

　そこは、葉巻形の巨大なガス袋ぶくろの下に取り付けられた、ゴンドラの中だった。

　本来ならば吹ふきさらしの狭せまい空間だが、今は魔術で風と寒さからは守られている。

　振しん動どうは、ごく少ない。資金不足で開発の止まっていた品を強ごう引いんに買い上げたのだが、幾つか魔術で補ってやれば短時間の飛行には耐たえうる出で来きだった。安定した気流を作ってやれば、速度もかなり出る。

「でも、もう夜だから、山にぶつかる前に降ろすわよ。その後はソリね」

　こまっしゃくれた物言いをする少女は、『トラリズ家の逃がし屋親子』の片割れ、ブローシズだ。しわがれ声の男は、まるで淑しゆく女じよにするかのように、彼女の手にキスをした。

「ありがとう、ブローシズ」

「仕事だもの。払いの良いお客様はいつでも大だい歓かん迎げいよ？」

　にこりと笑うその顔は小さな子どものそれにしか見えないが、巷ちまたで語られているところによると、この親子の最初の評判は二十年前に遡さかのぼる。

「でも、あちらはご機き嫌げん斜ななめなのかしら？」

　ブローシズは大人びた、流し目のような視線をゴンドラの端はしに送った。

《キツネ》はそこで、半ば外に乗り出すようにして、地上を見下ろしている。

　飛行船に乗り込んだ時から、そうしているのだ。

「……どうしましたか？」

　男が丁てい寧ねいに声をかけても、返事はない。

　だが、すぐに、男は《キツネ》の肩かたが小刻みに震えていることに気付いた。

「……？」

　そっと覗のぞき込んで見いだした表情に気付き、男はさらに混乱した。

《キツネ》は地上を見下ろし、愉ゆ快かいそうに笑っているのだ。

　そしてついに、堪こらえきれないようすで声を上げて笑い出した。

「く……あはははは！　はははっ、ひっ……くくくくく」

　腹を抱えて笑い転げ、呼吸困難におちいって、それでもまだ嬉うれしそうに、苦しそうに、転がっている。

「あーっ、もう最高だよ！　今日は最高の日！」

《キツネ》は涙なみだを拭ぬぐいながら男を見上げた。

「最高……ですか」

「だってさ、俺を騙だましたんだよ!?　この俺を、《キツネ》を！」

　そう言って、自分の胸を指で差す。心からの歓かん喜きがその顔に溢あふれ出している。

「こっちだって結構警けい戒かいはしてたんだ、その警戒網もうをさ、あの先生さんとお兄さんは突つっ切ってくれたんだ！　しかも嬢じようさんにあんなふうに不意を討たれるなんて……」

　陶とう酔すいに似た色がその目に現れた。うっとりと目を閉じ、身み震ぶるいを一つする。

「ぞくぞく来ちゃうね……！」

「…………」

「わかんないだろうなあ、あんたたちには。でも、俺には大切なことなんだよ。あー、もー、あんなにドキドキしたの久しぶりだーっ！」

「だからよしてくださいと申しましたのに……」

「はあ？」

《キツネ》はぐるんと身体からだを反転し、床ゆかにはいつくばるようにして男を見上げた。

「危険は避さけるべきでした。もう少しであなたが捕つかまるところだったのですよ？」

「あっれー？　何ソレ。俺に命令するの？　俺のご主人様になりたいの？　俺の首に鎖くさりをつけて、檻おりの中に閉じこめて、思い通りにさせたい？　やめておきなよー。ろくなことにならない。俺はあそこで嬢さんに捕まっちゃっても良かったんだ。嬢さんにならね。あーあ、俺先生さんのこともっと苛いじめたかったし、嬢さんともお話ししたかったなあ」

「……そうすねないでください」

　男は《キツネ》の前にかがみ込み、囁いた。

「あなたの邪じや魔まはいたしませんよ。我らのすべては《始原のキツネ》のためにあるのですから。どうかこれからも──我らを手足と思ってくださいますよう」

　子どもをなだめる母親のように、あくまで穏やかに、男は微ほほ笑えむ。

　その笑みに、《キツネ》はべえと舌を出した。







　ゼストガは借りている部屋のドアを開けた。

　中に人がいることはわかっていたから、慎しん重ちように、素す早ばやく開け放って飛び込んだ。右手の壁かべに背をつけ銃じゆうを構えて室内を確かく認にんする。

「お」

　部屋のテーブルに直接腰こしをかけていた侵しん入にゆう者は、しかし何故なぜかゆったりと顔を上げた。

「やっと来たか」

　相手の顔を確認して、ゼストガは目を見開いた。

「バドさん……!?」

　それは確かに、《学園》の魔力環かん境きよう研究室で今日もリティーヤの言動に胃を痛めているはずの、バドだった。

　バドが自分に向けられた銃口に眉まゆを顰ひそめるのを見て、ゼストガは慌てて銃を下ろした。

「何故ここに……」

「忠告者がいたんだ。君が本来の任務を放ほうり出して何やらこそこそ嗅かぎ回ってるってな」

　そう言って、バドは手元の資料をひらひらと振ふる。そこそこの広さの客室中──テーブルの上にもソファの上にも、勿もち論ろん床ゆかにも、様々な書類や報告書が散乱していた。

「ひどいじゃないですか、勝手に部屋に入って荒あらし回ったんですか!?」

「勝手に入るも何も、宿の主人は快く鍵かぎを開けてくれたがね。《学園》からの使いだと言ったら」

「何の権利があって──」

「権利？」

　バドは足あし下もとに置いてある鞄かばんをテーブルの上に置き、そこから一綴つづりの書類を取り出した。

　渡わたされたその書類を見て、ゼストガはさすがに頭を抱えたくなった。

「内部調査局の……調査、だったんですか」

「学長印もある。許可は出ているんだよ」

「でもそれなら調査員はどこですか」

　内部調査局は《学園》の防ぼう諜ちよう組織だ。内通の疑いのある者を調べ、拘こう束そくする権限がある。自分がその調査対象となっていることに嫌いやな予感が募つのるが、少なくとも表面上は毅き然ぜんとした態度を取らねば疑いが深まるだけだ。

　とにかく事実関係を把は握あくしよう、とゼストガは思った。ここは《学園》から百キロ離はなれた東部の地方都市だ。ここまでわざわざ内部調査局がやってきたということは、自分にはそれなりの──。

「私だ」

「え？」

「私が調査員だ、ゼストガ」

　ゼストガはバドを見た。

　似合わないヒゲを生やした、常に不健康そうな顔色の魔術師。それは確かに、ゼストガもよく知るバドだ。

　だが、バドは専門課程の学生相手に講義を幾いくつか受け持っている指導部の人間であって、決して内部調査局の調査員などではなかったはずだ。

「話が……見えませんが」

「三日前に辞令が出たんだ。せめて春まで待ってくれと言ったのだがな」

　バドはゼストガをぎろりと睨にらみつけた。

「まったく、これも全部魔導書調査委員会のせいだ。局長の首はすげ替かわるわ局員の不正は発覚するわ局内は本当に本当にぐちゃぐちゃなんだ！　おかげでとうとう俺にまで事後処理が回って来て……！」

「いや……その、魔導書調査委員会と内部調査局の問題に、どういう関係があるんですか」

「半年前のユローナの逃とう亡ぼうがらみでユローナに手を貸した人間がいたのだ。内部調査局に」

「…………おや、それは大変ですねえ」

「それを利用して調査局を脅おどしたのは誰だれだ。調査局を抱だき込んで研究室の監かん視しを始めたと思ったら、ロードマスターの告発までして──」

「それがうちだとでも？　しかし僕のような下っ端ぱにはそういうことはわかりかねますよ」

「都合の悪い時だけ下っ端になるな！」

「…………で、僕に何のご用なんですか」

「君の調査だと言っただろう。身辺調査だよ」

　バドは手元の書類をまたべらべらと振った。その書類が何であるのか理解した瞬しゆん間かん、ゼストガの背を冷たい汗あせが伝う。あれはまずい。

「魔導書の取引にちょっと顔を出しただけのはずの君が、やたらと嗅ぎ回っていると親切な役所の職員からお知らせがあった。到とう底てい任務とは関係のなさそうなことを調べているようだ、となあ……つまり、これだ」

「それは、ですね」

「リクト・ベイ氏について調べていたわけか。何かわかったかね」

　ゼストガはさらに逡しゆん巡じゆんした。バドはゆったりと構えているが、それはゼストガに逃にげるとか抵てい抗こうするとかいう心配がないからだ。そう、ゼストガは逃げられない。ここで抵抗すれば《学園》を去らねばならない羽目になる。そのつもりは毛頭ない。

　ならば。

　ゼストガは腹を決めて言った。

「所属は一九三年の四月から。それ以前から幾つかの組織に所属していたらしく、入学時には若じやく年ねんながら基き礎そ課程は免めん除じよ。専門課程も二年で終え、以後は中央情報センターや総長室直下の渉しよう外がい本部を渡り歩き、二一五年には最年少《Ａ》位魔術師となる──今の呼び名はロードマスター」

　バドの目が、冷れい淡たんにゼストガを映す。

「ええ、そうです。おたくの室長について調べてたんですよ、バド──探さぐられて、痛い腹でも？」

　ゼストガは言い、挑いどむようにバドの目を覗のぞき込んだ。
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　リティーヤは自分の意識が覚かく醒せいの縁ふちに浮うかび上がったことを感じた。

　暗く、暖かな場所はベッドの中だろう。豊かな幸福感に包まれたまま、リティーヤは目を開けずに自分を再びまどろみの中に追いやろうと努めた。

　──だが、その静かな世界を乱す、さざ波のような声があった。

「陽動だったと思うよ」

　それは静かな、落ち着いた声だった。

「《地図》はここにある。でも、彼らの本命は《地図》ではなくてリティーヤだった可能性が高い」

「……ロードマスターは《地図》の方にいたはずですね」

　確かく認にんするような口ぶりのそれは、最初の声よりやや低い。リティーヤには聞き慣れた、どこかほっとする声だ。こちらはリティーヤのすぐ頭上から聞こえた。

　ぎしり、と傍かたわらから家具のきしむ音がする。おそらくはベッドのそばにいる人物が、椅い子すの背に体重をかけたのだ。そして椅子の方から、最初の、落ち着いた声が聞こえる。

「いたよ。お客さんがちょこちょこ来たからあしらってあげた。それだけだ。ボクの本命は来なかった」

「《風と八月党》の党首……ですか」

「そ。来たのは下っ端だけ。党首が動く、って情報があったから結構気合い入れて張ってたんだけど、空から振ぶりさ」

「……そして、党首は《キツネ》の方にきた」

「でもってリティーヤの魔ま力りよくを暴走させて、彼女が本当に〈昼〉魔力を持つかどうか確認した。ということは、だ。やつらはまた来るつもりだろう」

　リティーヤは、まだどこか惚ほうけたような意識の中、ぼんやりそれらのやりとりを聞いていた。ところどころ、聞き覚えのある言葉が出ている気もする。たとえば、リティーヤの名前だとか。

「やつらはまだ《地図》が必要だし、リティーヤのことだって放ほうっておく気はないだろうからね。となれば、ボクらはますますリティーヤを外に出すわけにはいかなくなる。外に出せば狙ねらってくださいと言ってるようなものだ」

　ふ──とリティーヤの意識はより鮮せん明めいな領域に入った。自分のことを話している、という事実が理解され、彼女は思わず身じろぎした。

　それをなだめるように、毛布を被かぶった頭に誰かの手が置かれた。

　いや。

　その手は、起きようとするリティーヤの頭を、思い切り押さえつけた。

「ぅぶ」

　枕まくらに顔を押しつけられて、リティーヤはくぐもった声を上げた。

　同じベッドの上にいるらしい実行者は、一欠片かけらの躊ちゆう躇ちよも見せずリティーヤをぐいぐい押しつけ、椅子に座っているらしい人物との話を続けた。

「飛行船はどうなりましたか」

「ああ──あれね、さっき見つかったって報告が来た。乗員はなし。墜つい落らくしたふうでもなかったから、乗り捨てたんだろうね。ソリの跡あとがあったらしいけど、明け方にまた雪が降ったから、追うのはもう無理だと思うよ」

「……そうですか」

「西部で建造中のやつだったみたい。まだ詳くわしいことはわかってないけど、治安維い持じ局は警備体制を見直すとか言ってたよ。まあ、そりゃあそうだろうね……」

　リティーヤは抵抗を諦あきらめた。それよりも、今の話のおかげで、意識は一気に覚醒した。

　リティーヤに思い出せる最後の記き憶おくは、飛行船だ。

　闇やみ夜よに溶とけていく漆しつ黒こくの船を見た直後、猛もう烈れつな寒気が襲おそってきてすぐにぱったり倒たおれてしまったのだ。その飛行船には、確か《キツネ》と、嗄かれた声の男が乗り込んでいて──。

　その男の容よう貌ぼうを思い出し、リティーヤの身体からだはびくりと震ふるえた。

　白く、長い髪かみ。整った、貴族的な雰ふん囲い気きを持つ顔。

「空からってのは、まだ想定外だったんだ。これからはそうはいかないだろうけどね」

　──この声の主に、よく似た顔。

《学園》の警備体制についての話を一通りすると、椅子に座っていた方の人物は立ち上がって、夜の挨あい拶さつを終えて部屋を出ていった。

　リティーヤは頭の上に載のっていた手が離はなれると同時に、顔を上げた。

　ベッドサイドにはまだランプがついたままになっていて、その灯あかりの中で、見覚えのある簡素な部屋の様子が見て取れた。《学園》にある病びよう棟とうの、代わり映ばえしない病室のどれかだ。

　その部屋にはベッドが一つきり置いてあって、リティーヤはそこに毛布を何枚も重ねられて横たわっていた。

　ヤムセは同じベッドの、衣服越ごしに肌はだの触ふれあう距きよ離りにいて、ベッドに腰こし掛かけ床ゆかに足を下ろし、ブーツの紐ひもを結んでいるところだった。

「先生」

「まだ寝ねてろ」

　ヤムセはそう言うと、ぎゅうぎゅうとリティーヤの頭を押さえつけ、毛布の中に押し込めようとした。リティーヤはその手を摑つかんで、抵抗した。

「あ、あれから、何日経たったんですか」

　リティーヤの意識はかなり鮮明になっていた。確認しなければならないことと言わなければならないことがぐるぐる頭を巡めぐっている。

「三日だ」

「へ!?　三日も先生添そい寝してたんですか」

「……そこまで暇ひまに見えるか？」

　ヤムセは不ふ機き嫌げんそうにタイを結びつつ、リティーヤを睨にらみつけた。

「治ち療りよう班が人手不足でおまえが放置されていたから数時間面めん倒どう見てやっただけだ」

「ああ……はあ。それはどうも……」

　リティーヤは急いで頭を下げた。

　やけに居い心地ごこちが悪かった。

　リティーヤは〈昼〉魔術を使うと、必ず体温が上がったり下がったり、不安定に上下する。症しよう状じようは近くに平熱の者がいると多少安定する。添い寝はそのためで、ヤムセに添い寝されたことも、別に今回が初めてではない。

　そのたいていの場合において、ヤムセはリティーヤの意識が回復する前に去っていた。

　だから、こうして面と向かって顔を合わせるのは、大変珍めずらしいことなのだ。

　照れとか羞しゆう恥ちとかいうものとも少し違ちがうし、ふわふわした浮うわついた感情とも勿もち論ろん違うのだが、リティーヤはやはり何か妙みような気分になって、視線を逸そらしたままぼりぼりと頭を搔かいた。今いま更さらという気もしたので、あまり深く考えないことにしたが。

「そうだ、先生、ロードマスターがいたんです」

「……今の話か？」

「いやそうじゃなくて、その、襲しゆう撃げきがあった時……」

「ああ……あれか。魔術で化けていたんだ」

「…………え。あれ？」

　リティーヤは記憶を掘ほり起こしてみた。化けていたにしてはおかしいところがあった気がした。化けていたのなら、どうして髪が長かったり、身体が細かったり、些さ細さいな差異があるのだろう。

「話を聞いてたのか」

「あ、はい」

　リティーヤは顔を上げ、すっかり身み支度じたくを整えたヤムセを見上げた。ヤムセは首をごきりと鳴らし──まあ、添い寝で肩かたが凝こったか、痛めたかしたのだろう──言った。

「詳しい話はまた明日の朝にでもしてやる。今日は寝ておけ」

「あの！」

　リティーヤは部屋を出ようとするヤムセを、焦あせって呼び止めた。

「テヨルさんと、お兄……その、ファルクロウ・レッドロックはどうしましたか」

「……テヨルはもう退院した。ファルクロウは病室だ」

「！」

　がたたん、と音を立てて、リティーヤはベッドから転がり落ちた。

　まだ足がもつれて、思うように動けなかったのだ。

　だが、構わず椅い子すにしがみついて立ち上がった。侵しん入にゆう者の魔術で吹ふき飛ばされた兄の姿が脳のう裏りに焼き付いていた。

「お兄ちゃん、ケガを……！」

「念のためにおとなしくしてもらっているだけだ。傷は私が治した」

「でもぎゃっ」

　リティーヤはなおも立ち上がろうとしたところを、ヤムセにすかさず足あし払ばらいをかけられて転んだ。腰こしを打ち付け、目に涙なみだが滲にじむ。

「ちょ、先生、鬼おに……！」

「自分の身体も満足に動かせないで見み舞まいにでも行くつもりか。夜中だぞ、彼ももう寝ている」

「うう……、でもおっ」

　ヤムセは、べそをかくリティーヤがベッドに戻もどるのをうんざりした顔で手伝った。

　その時──。

　病室のドアが凄すさまじい勢いで開け放たれた。

「リティーヤ……」

　そう呟つぶやき、ドアを開けたところで立ちつくすのは、話題の人物、ファルクロウだ。寝ね間ま着きにガウンを羽織っただけの恰かつ好こうで、あちこち包帯を巻いているのも見えたが、顔色は良いようだ。

「あ、おにいちゃ」

「見み損そこなったぞ！　弱った教え子に手を出すとは！」

　何故なぜかファルクロウは室内に飛び込むなりそう怒ど鳴なった。

「おい……待て、なんだと？」

「問答無用！」

「わ、わー！」

　リティーヤは兄の腰にしがみついたが、それで大の男を止められるわけもない。ファルクロウはリティーヤを腰にぶらさげたまま、ヤムセに突とつ進しんし、殴なぐりかかった。

　だが、ファルクロウもさすがに妹を腰にくっつけていては体勢が悪かったのか、それともまだ体力が回復していなかったのか、その拳こぶしはヤムセにあっさり受け流され、さらにガウンの袖そでを摑まれ、引き倒された。

「落ち着け」

　呼吸も乱さず、ヤムセが呟く。

「く……っ、このエロ教師！」

　ファルクロウは肘ひじの関節をヤムセに取られ、悔くやしそうに歯は嚙がみした。

　あー、とリティーヤは身動きの取れなくなった兄の腰から離れつつ、この状じよう況きようを理解した。確かファルクロウが病室に入ってきた時、リティーヤはヤムセに助けてもらってベッドに戻るところだった。リティーヤは相変わらず薄うすっぺらい寝間着姿だし、ヤムセはリティーヤの腕うでを取り、腰を支え、ベッドに半ば覆おおい被かぶさるようにしていたのだ。それを見たファルクロウが誤解したとしても、まあ、仕方ない。かもしれない。

「やはり《学園》などただれきった組織よ！　リティーヤ、このファルクロウが必ずおまえを連れ帰っ」

　リティーヤはファルクロウの後頭部を平手で思い切り叩たたいた。

　ファルクロウはヤムセに拘こう束そくされたまま、首だけ後ろへ捻ひねってリティーヤの姿を捜さがした。

「お、おい、この痛みはおまえか、リティーヤ！」

「そーよあたしよ。先生もういいから放してあげてください」

　ヤムセが肘の関節を解放すると、ファルクロウは素す早ばやく身をよじってヤムセに向き直り、身構えた。

　リティーヤはベッドの端はしに腰こし掛かけ、長々とため息をついて言った。

「先生はあたしの看病してくれてただけだって。っていうかここ病室なんだからそんなに騒さわがないで」

　……実際、開け放たれたままのドアからは、隣りん室しつの患かん者じやらしい女性が二名こちらの様子を窺うかがっていた。リティーヤは、大だい丈じよう夫ぶですから、と彼女たちに声をかけ、元の部屋に戻らせた。

「し……しかし、その、なんだってこんな夜中に……」

「治療班の人がいないから先生が看みててくれただけだって。……あれ、でも、それならお兄ちゃんだってなんでここにいるのよ」

「むろん、大事な妹が入院していると聞いて──」

　そこで、ファルクロウはハッと顔色を変え、慌てた様子でリティーヤに背を向け、懐ふところから何か取り出した。

　再びリティーヤの方を向いた時には、その目元は黒いマスクで覆われていた。

「むろん、大事な妹が入院していると聞いて動転したファルクロウに頼たのまれ、様子を見に来たのだよ！」

「…………帰れ」

「な、何い、何故だ！」

「あ、うん、帰れは言い過ぎだった。ごめんねお兄ちゃん。黙だまれ」

「…………」

　ファルクロウは妙におとなしくなった。妹に笑え顔がおで冷たくあしらわれたのがショックだったのだろうか。

　兄の肩かた越ごしにちらりとヤムセを見やると、彼はリティーヤに向かって目だけで『黙っておけ』と指示した。《凍こごえの呪のろい》のことだ。リティーヤは軽く頷うなずいた。

　と、ヤムセはそのまま背を向けドアへ歩いていく。

「あ、先生」

「部屋に戻って寝ねる」

　あくび混じりの声が返ってきて、ドアが閉められた。

　リティーヤは兄と二人きり病室に残された。

　ちらりと兄を見やると、彼はおとなしく床ゆかに直接腰を下ろし、膝ひざを抱かかえて小さくなっていた。だいぶん、反省しているようだ。

「お兄ちゃん」

「う、うむ。いや、違ちがう、私はお兄ちゃんではなくてだなあ」

「先生に迷めい惑わくかけないでよ。疲つかれてるとこあたしの面めん倒どう見ててくれたんだから」

「…………あとでわびを入れるにやぶさかではない」

「はいはい」

　それから、ファルクロウはしばらく膝を抱えて俯うつむいていた。

　カーテンの隙すき間まから入る月明かりが、ベッドの上に腰掛けるリティーヤの影かげを作り、ファルクロウはその影に隠かくれるようにしていた。

「リティーヤ」

　突とつ然ぜん、ファルクロウは顔を上げた。

　リティーヤはベッドの端に腰掛けたまま、うん、と小さく返事をした。

「おまえ、大丈夫か。面会謝絶ってヤムセには言われてたんだが、その、心配で……」

　面会謝絶──というのは、《凍えの呪い》のためにリティーヤが意識不明だったからだろう。《学園》は、〈昼〉魔ま術じゆつの情報が漏もれるのを極力防ごうとしている。

「あたしは大丈夫。お兄ちゃんも？」

「ああ、俺は平気だ。出血もそう多くはなかったし……」

「良かった」

「…………」

「お兄ちゃんがさ。あ、《薔ば薇らの棘とげ》さんがさ、助けに来てくれたの、嬉うれしかったよ」

「あ、ああ」

　リティーヤはぽりぽりと頭を搔かいた。まだ脱だつ力りよく感は強く、体温も常よりはやや低めと思われたので、ファルクロウに気付かれないよう、そっと枕まくらにもたれかかり、毛布を引き寄せた。

「いつも、ちゃんと、捜して、見つけ出してくれるね」

「……見つけ出し……たか？」

「そうでしょ。今も女性用の入院棟とう結構広いのにちゃんと見つけてくれたし。あたしが学内うろうろしてあの男に捕つかまった時もちゃんと来てくれたし……」

　ファルクロウは視線を逸そらし、少年のように落ち着きなくマスクをいじっていた。リティーヤはやけに子ども時代を思い出させる兄の横顔に、そっと語った。

「……七年間あたしを捜して、とうとう見つけてくれた」

　マスクをいじる手が止まった。

　彼は俯き、その手で自身の顔を覆った。

「……七年間、ずっと捜していたわけじゃない」

　絞しぼり出すような声だった。

「死んだって思ってた？」

　リティーヤは努めて軽く言った。過去の亡ぼう霊れい、と兄は自分を評した。その言葉の響ひびきにはぞっとさせられる。リティーヤは確かに生きていたのに。一いつ瞬しゆん、幼い自分の前を通り過ぎていく無関心な大人たちを思い出した。

　だが、兄はもう自分が生きていることを知っている。

　だから、もういいのだとリティーヤは思う。

「わかってるよ。仕方ないじゃない、あんな状況で、あたしだってよく生きてたって思うし」

「……違う」

　しかし、ファルクロウは否定した。その声は震ふるえていた。まるで、恐おそれ、怯おびえているように。

「俺は怖こわかったんだ。おまえが生きているのを想像し続けるのが怖かったんだ。九歳の子どもが、あの戦後の混乱の中、たった一人で生きていくなんて……浮うかぶのはひどい想像ばかりだ。おまえが生きて、そんな目に遭あっていると思うと、俺は……！」

　彼の指には力が込められていた。白く、血の気を失った手で、彼は自分の顔をかきむしらんばかりにしていた。その指の間から、呻うめくような、すすり泣くような声が漏れた。

「だが、死んでいればそこで何もかも終わる。死んだ方が、死ぬよりも恐ろしい目に遭い続けるよりは、マシだと……思ったんだ。……おまえのためじゃない、自分のために……っ！」

　ああ……とリティーヤは思った。だから兄はこんなにも辛つらそうなのだ。彼はリティーヤを自分のために殺したと思っている。自分が自分の人生を歩むために、リティーヤを死んだことにしたと思っている。そして自分を責めている。

「お兄ちゃん」

　リティーヤはファルクロウの頭に手を伸のばした。

　そうして、兄が昔自分にしたように、いや、それよりは多少優やさしく、兄の頭を撫なでた。

　自分の髪かみとよく似た手て触ざわりだった。

「大丈夫だよ。あたしは生きてたし、そう辛いことばかりでもなかったんだから」

「リ……」

「生きてて良かったと思うよ。だって、だからお兄ちゃんに会えたんだもん。そうでしょう？」

　ファルクロウは顔を覆おおう手を離はなした。

　その手がもどかしげにマスクをむしり取った。

「リティーヤ」

　大たい抵てい飄ひよう々ひようとした表情を浮かべるその顔が、今はひどいものだった。意志の強さを表すはっきりした眉は眉み間けんに深い皺しわを作って情けなく垂れていたし、口元だって大きく歪ゆがみ、叫さけびだしそうなのを堪こらえていた。そして澄すんだ湖のような青い目からは涙なみだが溢あふれ、頰ほおを濡ぬらしていた。

　リティーヤは堪たまらず兄に抱だきつこうとした。

　だがそれを見るやファルクロウの方がリティーヤを抱き寄せた。獣けもののようながむしゃらな抱ほう擁ようは苦しいほどで、リティーヤも夢中で彼の身体からだを抱きしめて応じた。




「いつか」

　建物の陰かげには看板が重ねられ、時には剝はがされたチラシが雪の中に埋うもれている。紙かみ吹雪ふぶきの残ざん骸がいは新雪に覆い隠されすでに見えない。祭りの過ぎ去った《学園》は、静かな無気力に包まれ、日常への回帰に戸と惑まどっているようにも見えた。

　その《学園》の門を、たった今馬車が一台くぐり抜ぬけていった。

[image: ]

　馬車の車輪が踏ふみ固められた雪道を行く音が、まだ微かすかに聞こえてくる。

　リティーヤはその音に耳を澄ましながら、ぽつりと呟つぶやいた。

「いつか会えたら、って、そんなふうなことばっかり考えてたんです。そう考えるだけで幸せでした。でも、具体的に、どうしたいと思ったことはないんです」

　傍かたわらに立つヤムセを、躊躇ためらいがちに見上げる。ヤムセは相変わらずの仏ぶつ頂ちよう面づらで、マフラーに半ば顔を埋うずめている。寒い中突つっ立たされれば、彼ならずとも仏頂面になるだろう。

「思わないようにしてたのかも。最初は考えてたんですよ。一いつ緒しよに暮らして、また昔みたいに、って。でも、いつからか、その想像の中にちゃんと自分を思い描えがけなくなってたんです。当たり前ですよね、あたしだっていつまでも九歳の子どもじゃいられないんだから。十歳の時はまだしも、十二、十三、って年になってくると、あれ、じゃあ、家族と一緒に暮らして、それでどうするの、って」

　えへへ、とリティーヤは笑って頭を搔いた。照れ笑いのようなものだった。

「だからわかってたはずなんです。家族ともう一緒に暮らせないかも、とかは。お兄ちゃんだってそうですよ。時間は結局、流れちゃうもんなんですもん」

　仕方ないんです、とリティーヤは言った。繰くり返した。自分に言い聞かせるように。

「まあ、お兄ちゃんにはできるだけ説明して、家族に会えないのもわかってもらえたし。あ、勿もち論ろん、〈昼〉魔力の話はしてないですよ。ただ、《学園》でやらなきゃいけないことがあるから、今は会いに行けない、って言っただけです。まあ……あたしが《風と八月党》と関係あるっぽいってのは、さすがにばれてますけど……そのことは先生も説明してくれたんですよね。それに、ほら、《キツネ》から姿を隠すあの魔ま術じゆつも、先生がお兄ちゃんにかけてくれたんでしょう？」

「…………」

「あ、まあいいや。お兄ちゃんは気合いと愛って言ってたし、そういうことにしとこうっと」

　ヤムセは黙だまってリティーヤの話を聞いていた。普ふ段だんなら背を向けてさっさと一人研究室に戻もどるところだったかもしれないが、その時は何故なぜかそばにいた。勿論、突っ立っているだけだったが。

　やおら彼は口を開いた。

「発表会の準備は終えたのか」

　発表会、と言われて、リティーヤは目をぱちくりさせた。

「論文のだ」

　リティーヤはやっと師の言いたいことに思い当たり、首を振ふった。

「その、やってません……まさかやってることを期待してたんですか？」

「……さっさと引き揚あげるぞ」

　ヤムセは門に背を向け、いつも通り大おお股またに歩き出す。リティーヤはそれに追いつくだけで精せい一いつ杯ぱいだ。突とつ然ぜん発表会などと言い出した師の内心がわからず、首を捻ひねってついていく。

「おまえには、」

　ヤムセが、踏み固められた雪道を確かな足取りで歩きながら、リティーヤの方を振り返りもせずに言った。

「ここでやることがあるだろう」

　ここ、のところで自分の傍らの空間を指す。

　リティーヤは彼の斜ななめ後ろから、その空間を見つめる。

　ふと、尋たずねるならば今をおいてないと思った。

「先生はここにいるんですか？」

　ヤムセの足が止まった。訝いぶかしげな顔でリティーヤを振り返る。

「これからも、ここに……いるんですか？」

　リティーヤの指は、自分の傍らの空間を指していた。

　ヤムセはますます訝しげな顔になり、ほとんど呆あきれた様子で言い放った。

「私がおまえのそばにいるかなど確約できるものか」

《キツネ》に言われたことと相まって、ヤムセの言葉はリティーヤの想像以上に彼女の胸を突き刺さした。

　だが、次の瞬しゆん間かん、ヤムセは至し極ごく平然と言ったのだ。

「おまえの方が私のそばにいるのが道理だろう」

「……はあ!?」

「おまえは弟子でしなんだから」

「あたしの意志は!?」

「………………………？」

「わー心底不思議そうな顔されたー！」

「感傷に浸ひたっているなら置いていくぞ」

　そう言って、ヤムセは背を向けてしまう。

「先生！」

　けれど、呼ぶと自分の隣となりを指さす。

「……まったくもう！」

　リティーヤはぶつくさ言いながらも、急いでヤムセの指した場所に飛び込み、その空間を占しめた。

　一つの区切りがついたのだ、と思う。

　リティーヤは兄に会えた。家族の消息を知ることができた。今はまだ他ほかの家族には会えないし、今後会えるかどうかもわからないが、少なくとも希望は常にある。彼らはこれからもリティーヤの心を支えてくれるだろう。穏おだやかな、懐なつかしい記き憶おくとともに。

　そして、新たにわかったことも幾いくつかある。

　一つは、《キツネ》と《風と八月党》のことだ。

《風と八月党》が《キツネ》を連れ去った以上、彼らの間には以前から面識があったはずだ。フレアバタンで《キツネ》が過激派の魔術師連中を操あやつっていたように、今度もまたそうである可能性は高い。

　しかし、《風と八月党》党首は、リティーヤが〈昼〉魔力を扱あつかえることを確かく認にんして去った。それは、《キツネ》が彼らにリティーヤの魔力のことを話していなかった、あるいは話していても彼らはそれを妄もう信しんはしなかった、ということを示し唆さしている。《風と八月党》は《キツネ》に関かん与よしているが、彼らには彼らなりの思おも惑わくもまたあるのだ。

《キツネ》はそれに気付いているのだろうか？

　リティーヤは不安になった。

「……先生」

「む」

　隣を行くヤムセは唸うなるような返事をした。

「《キツネ》の心が、ちらっとだけ見えた、って話しましたよね」

「ああ」

「あいつは、その、未来が見えるなんて言いながら、結構視野の狭せまいところがあるんです」

「……つまり？」

「《キツネ》が《風と八月党》を利用してるんじゃなくて、その逆だとしたら？」

「…………おまえの研究テーマとは関係なさそうだが？」

「あー、えーと、そうです……ね」

　ヤムセはしばらく黙って歩いた。乗り合い馬車に乗る気はないらしく、停留所を通り過ぎてからまた口を開く。

「《風と八月党》については私が調べておく」

　でも、と言いかけて、リティーヤは口を噤つぐんだ。そういえば、彼は他の魔術師組織相手の交こう渉しよう事を専門にしている。リティーヤが口を挟はさむよりも、ヤムセに任せる方が良いに決まっている。

「おまえは、《キツネ》へのアプローチ方法をいい加減考えろ」

「……はあい」

　論文の中間発表会はもうすぐそこだ。リティーヤは祭りの後かたづけから脱だつし切れていない《学園》のメインストリートを歩きながら、ぼんやり考え始めた。

　しかし、気がつけば歩くことに集中していて、頭の中は空っぽだった。

　それが心地ここちよかった。

　リティーヤは空気の冷たさと空の明るさを存分に味わって、考え事は研究室までとっておくことにした。

　別れた家族の上にもこの青空が広がっていれば良い、と思った。







「テーマ決まるまで外出禁止」

　ヤムセは無情にも言い放った。

　この場合の外出禁止というのはトイレ以外で研究室から出るなという意味だ。食事も、寝ねるのも研究室。普段なら絶対に抵てい抗こうしたところだが、さすがに論文の中間発表をあさってに控ひかえる身としては、そうも言ってられない。

「うう、きっついなあ……」

　リティーヤは床ゆかにぺたりと座り込み、垂れてきた瞼まぶたを擦こすりながら本を読んでいた。日はまだまだ高いのだが、本ばかり読んでいるとどうしても眠ねむくなってくる。別にこれはリティーヤが不ふ真面目まじめだからではない。身体からだがどうしようもなく反応してしまうだけなのだ。あたしはたぶん、悪くない。リティーヤはぶつぶつ声に出してそう言った。

　それに対する師の応こたえが──ない。

　リティーヤは周囲を見回した。

　気がつけば、ヤムセはいつの間にやらいなくなっていた。

「えっ」

　おおかた甘いものでも食べに行ってしまったのだろう。リティーヤは悔くやしくなって手元の資料を握にぎり潰つぶしかけた。その直後、さすがにまずいと気付いて、できた皺しわを急いで伸のばす。

　それは、《ヘビの一族》の遺い跡せきのスケッチをまとめたファイルだった。

《キツネ》がリティーヤに与あたえたイメージの中にあった都は、おそらくは《ヘビの一族》の時代のものだ。建築様式も、そこをさまよう人々の姿も、今の時代とはまったく異なっていた。薄うす手での、空気に透すけるような素材の衣ころもに、ごくごく静かな足取り、咳せき一つ聞こえない静せい寂じやくに包まれた街路。どれも人類の持つものではない。

　その記憶の中の都が実在のものか知るために、リティーヤは建築関係の資料とにらめっこをしていたのだ。

「うー……これも違ちがう、っと」

　リティーヤは収しゆう穫かくもなくファイルを見終わり、それをすでに読んだものの山に放ほうり投げた。どさ、と山が崩くずれて、まだ読んでいない方の山を侵しん略りやくしたが、見なかったことにして崩れて出てきた一綴つづりの資料を引っ張り出す。

「えーと、あれ？　これ極地遠えん征せいの報告書だ。交ぜちゃったかな、と」

　リティーヤは手に取った資料が目的のものではないとわかりつつも、その表紙をぺらりとめくってみた。普ふ段だんは特別の興味がないものでも、しなければならない課題を前にすると、突とつ然ぜん以前より光り輝かがやいて見えてくるものだ。脇わき道みちに逸それられるならなんでもいい、まさにそういう心境である。

「えーっと、お、先生の参加してたやつだよね、これ」

　リティーヤは報告書の最初のページに参加者リストを見つけてにやにやした。ヤムセはこの極地遠征にほぼ毎年参加していたはずだ。遠征は毎年行われ、この研究室からは若くてまだ体力のあるヤムセが参加していたのだ──まあ、今年はさすがに不参加だったが。

　だが。

「……あれ？」

　リティーヤは、参加者リストに師の名前を見つけられず困こん惑わくした。一応表紙に戻もどって確認するが、それは以前ヤムセが参加を明言していた、七年前の調査隊の報告書である。

「若くて下っ端ぱだったから、名前がない……のかな」

　リティーヤは呟つぶやいてみたが、一応書しよ架かを眺ながめて、最近の報告書を探し出して手に取ってみた。

　……今度のものは、三年前。ヤムセの名前はある。

　リティーヤは次にはその翌年と前年の資料を引っ張り出した。ヤムセが参加していたと思われるここ六年分の調査隊の報告書すべてを出して広げた。

　そこには、きちんとヤムセの名前がある。

　もう一度、リティーヤは最初に戻ってヤムセの名前のなかった報告書の年月日を確認した。

　二一五年の冬。

『冬は毎年調査で北部に行っていたが』

　瞬しゆん間かん抱いだいた思いが期待なのか不安なのかわからないまま、リティーヤはその数字を見つめた。

　自分の運命が作り直された、その決定的な出来事のあった年の数字を見つめていた。








あとがき






　皆みな様さま、どうも……お元気、でしょうか……。梅雨でぐったりしている喜多みどりです……。

　……ええと。そうだ、あとがきだ。

『光炎のウィザード』もおかげさまで六冊目となり、引っ張りまくっていた再会話も書かせていただくことができました。兄貴のコンセプトは『優ゆう秀しゆうなリティーヤ』だったのですが、またしても変人の……臭においが……？　がっくり来た方ごめんなさい。たぶん、彼は日常生活でもいろんなひとたちをがっくりさせているのではないかなーと思います。その、主に女性陣を。『中身がああじゃなければ』とかなんとか──ってこれ少女小説なんだから女性陣をがっくりさせるような男書いたらダメなんじゃないの、自分!?　……まあ、もう遅おそいか……。

　でも表紙イラストのファルクロウが、脳内のファルクロウをそのまんま具現化した感じで感動ものでした。ああ、兄妹が並んでる……。宮城先生、風かぜ薫かおる爽さわやかなイラストありがとうございました。

　さて、今回やっと、リティーヤも七年前のアレに勘かんづいてくれました。ここに至るまで文庫で六冊、作中時間で一年弱。うん、八割方ヤムセのせいとはいえこのヒロイン鈍にぶいかも（何を今いま更さら）！　一巻から地味に人間関係を動かしてきたつもりですが、リティーヤに関しては、今回のエピソードが一つの契けい機きというか、転てん換かん点になるのではないかな、と思っています。いや、なってくれなきゃ困ります。片方については確信は持てないにしろ、彼女の人生の二大目的が達成されかけてるわけですから。

　そんなわけでこのシリーズも話の本筋、《グリーンワードの魔導書》と《キツネ》に向けて大きく舵かじを取った恰かつ好こうとなりました。担当編集者の木藤女史や宮城先生、このシリーズに携たずさわってくださった多くの皆様のご尽じん力りよくによって、ここまで書くことができました。それに、読者の皆様の応おう援えんによって、ですね。心から、感謝の言葉を。ありがとうございます。

　そうそう、喜多は、読者の皆様はどんなふうにこのシリーズを読んでくださっているのかしらん、と日々考えています。なので、よかったら、ちょこっと教えてくださいね。結末の予想（私、シリーズものの展開予想とか好きなんです……外れても当たっても楽しい）とか、感想とか、思ったことをなんでも。皆様が元気で読んでくださっているんだとわかるだけでも、書き手としてはすごーく嬉うれしいものですから。あと、感謝の気持ちを込めたおまけプレゼントを考えているところなので（『西風の皇デイデ子イウス』の地図のようなやつ）、リクエストもあったらくださいねー。掌しよう編へんとか短編とかが喜ばれるのかしら？　その場合は書いて欲しいキャラをどうぞ。

　さてさて、それでは、広げた風ふ呂ろ敷しきを畳たたみつつ、リティーヤとヤムセのアレとかロードマスターのコレとかを進めていきたいと思います。またお会いできることを願って！


喜多　みどり　　


















カバー・本文イラスト／宮城とおこ

デザイン／BELL'S










光こう炎えんのウィザード




愛あいは完かん全ぜん無む欠けつ








喜き多たみどり





角川ビーンズ文庫





平成28年12月1日　発行





ver.002





©Midori KITA 2008





本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

角川ビーンズ文庫『光炎のウィザード　愛は完全無欠』

平成20年8月1日　初版発行

平成21年4月15日　再版発行





発行者　三坂泰二

発行　株式会社ＫＡＤＯＫＡＷＡ





●お問い合わせ

https://www.kadokawa.co.jp/

（「お問い合わせ」へお進みください）

※内容によっては、お答えできない場合があります。

※サポートは日本国内のみとさせていただきます。

※Japanese text only










本電子書籍の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本電子書籍の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。















item/image/img-006.jpg
I

7,

o N
N A7
: s 4
NS

LW,; LM/;, )

, 3






item/image/img-005.jpg





item/image/img-004.jpg





item/image/img-003.jpg
\/’ ‘ \

\






item/image/img-002.jpg
() DIERHEN T AP
F{J). [RUBRERR

REKDKSFHBEDE.

T

(S DBILRICUT. AR
BRRZOZE. (A OfilE
0. Ul T SRIEETE.
ARNOREFRA,

(B DERMEC. (I {0 o UF A —
T IR, TNE Mo TONIEET
HORE EOREBBEEOEA,

EFFABICETZRIT TcE
HNBFRRDFYR) o FEITH
BT —P BT ]
LICHIELT LD,

Frg

UFA—VOERT. FYRI |

KO TUER) DR DSRISN
Teo RF LA 10— DR
ZERITHTLS.

CulUiSIONMrl

UF1—PrR5HELTVS
Dl KERADRFEMEE
(2E) . AFOBREERED
® . GPIRETHREICA
b IEBREHNI 2D,
ROERDSNIEBLITH.
ERHEEL TER A
N EmARED (J) ZRITS
N%. WiHEAIE—HAIL—A

DRIAFELN. RIGEHE
Bl (PE) DIEHIE G

A7 JUANREDD OLrs

SNUBHHOTFS) . (Rik

O=Z N\vE—F -5~

5. (ERE BEN BB,

SNl T HFEX O
JTEF (R) ST MR

J9=r0
RSE

(B) (&) (B (RO EVS
mHERDOAZBLEBIRD
BT ZNZENHEEICR
FHILT HRDISVR
HRIEND. LH'L. (BY DB
RIEFHERDN BDICHH
NTUEDTEDS HRIE
ABRICLDBBLTHY
AE[HDTWND, BU(TY
—VI—RORBR) ZHRD
2L WROTRDTICRD
RIFTRIELBAVEDI A
THEHASNZELEDNTL

US+1+=10
BUEDG

FBRAR

UF 11—V HOBDE HHIC
BEAFNCREE. BRI
HS3IEBHIFRRCIEINT
L3Eole, Z0%. MIROEA
[CHRZEBNTSND,

KA RO x
FEMNUT —PEBIT
TN RERT DB B
NI BOROYTEIN
DT UF(—PI3EET
KOZAJEFA TS,

" S ROEAR.
Y FEIEVWAD?

XN






item/image/img-001.jpg





item/navigation-documents.xhtml






Navigation





		表紙



		奥付













Guide





		表紙



		本編













item/image/cover.jpg
’I‘\{D@g} KITA PRESEMS






item/image/i-bookwalker.jpg
AT

BOOK>~WALKER





item/image/img-m005.jpg





item/image/img-m003.jpg





item/image/img-m004.jpg





item/image/img-m001.jpg





item/image/img-m002.jpg





